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プロローグ



「シンタロウ……おい、シンタロウ」

　寝起きでほとんど動いてない頭。布団の中という心ここ地ちよさを感じながら、呼ばれる声に反応して桐生きりゆう慎しん太た郎ろうは目を開けた。

　呼んでいるのは姉だと思った。そもそも、この家で自分のことを起こしてくれるような人間は姉しかいない。だから、慎太郎は無意識のうちに姉の姿を頭に思い浮かべていた。

「うおッ」

　驚き声と共に、慎太郎は体を硬くした。

　そこにあったのは頭の中で思い浮かべていた姉の姿ではなく、金色の髪と蒼あおい瞳ひとみ、そして露出の多い黒いドレスに身を包んでいる少女だった。

「おお、よく起きたなシンタロウ。まずはおはようだ」

「え、あ、はあ……お、おはよう」

　慎太郎の動どう悸きは著いちじるしく速くなっている。というのも、相手の顔がもの凄すごく近くにあるからだ。鼻の頭くらいなら簡単に触れ合えそうな超近距離。

　金髪の少女は、底が見えない穴ぼこを覗のぞき込むような瞳で、布団の中で横になっている慎しん太た郎ろうの顔を見下ろしていた。

「ええっと……一つ、聞いてもいいか？」

「いいぞ。シンタロウだから特別に答えてやる。ほらほら、偉大なる王になる予定である私が答えてやると言っているのだぞ。体中の穴から血が噴き出す事になるとしても早く聞け」

「じゃあ、聞くけど……」

　蒼あおい瞳ひとみは慎太郎の顔を決して逃さない。金色の髪と露出の多い黒いドレス。そしてそれらが強調する白い肌。寝起きで直視するには、相手が悪すぎる。

「な、何してんの？」

　この少女は同居人で、この場にこの姿でいても特に問題はない。だが、朝からこんな近距離で顔を合わせる理由はまったくといっていいほど思いつかない。単純に起こそうとしているのだとしても、こんなに顔を近づける必要はないはずだ。

「何をしているとは何だ？　この世でもっとも偉大で美しい私がわざわざお前を起こそうとしてやっているのだぞ。起きる前にショックで死んでしまうくらい喜べ」

「えっ……お前は、俺おれを殺そうとしてるのか？」

「誰だれがそんなことを言っている。アホなのかお前は」

「ア、アホではないつもりだけど……」

　考えがまとまらない。心の準備なしで見つめ合うには、相手の容姿が強烈過ぎる。

　それとなく視線を逃がそうとするが、金髪の少女はそれを許さない。「両目が潰つぶれるとしても私を見ろ」と、いわんばかりの瞳で慎太郎を見つめてくる。

「ふふ、まあいい。シンタロウが起きていようが寝ていようが、生きていようが死んでいようが、私にとってはどうでもいい話だ」

　勝ち誇ったように微笑ほほえみながら顔を上げる。瞳の距離が離れることで、やっとのことで呪じゆ縛ばくから開放された。

　余裕ができ、少女の体全体を視界に収める。

　四つんばいの格好で慎太郎を見下ろしていた少女のドレスには、腰の辺りから大きな切れ込みが入っている。そこから覗のぞく脚あしをまともに見てしまった慎太郎の体は、再び緊張で硬くなってしまった。

　それとは対照的に、金髪の少女は余裕いっぱいの態度で、見せびらかすように自分の髪をかき上げる。

「いいかシンタロウ。私がお前を起こそうとしたのにはちゃんとした理由があるのだ。だからまずはその態度をどうにかしろ。そうでないと、お前を起こそうとした私が、お前の従者として扱われたようで気分が悪い」

「何だよ。用があるんだったら、早く言えば……」

　小悪魔のように少女が笑う。

　そして今度は、体全体を慎しん太た郎ろうに近づけてきた。

「ほら、どうだ。よく見ろシンタロウ。私は――美と知性を併あわせ持つイリス様は、こんなにも美人だぞ」

　ワクワクした顔で慎太郎の返事を待っている金髪の少女、イリス。

　言っている言葉の意味はわかった。だが、何でこんなことを言っているのかは、まったくもってわからない。

「え、はあ……そうだね」

　間抜けな声で間抜けな返事をする。慎太郎としては意味がわからないので、そんな反応も仕方がないことなのだが、イリスは面白くなさそうな顔をしている。

「……なんだシンタロウ。その程度の反応か？」

「その程度かって言われても、どうしたらいいのかなんてわからないし……」

「私だぞ。空に浮かぶ月よりも優しく温かく慈じ愛あいに満ちており、なおかつ世界中の女を憤いきどおったまま死なせてしまうほどの美しさを持っている私が、その美しさをお前に見せつけているのだぞ。そうだねとは何だ？　今ここに馬車があるのなら、間違いなく不ふ敬けい罪ざいでお前をひき殺しているところだぞ」

「いや、だから、そう言われても、俺おれには俺の都合があるわけだし……」

　相手の容姿を前にして、慎太郎ははっきりと自覚できるくらい強く緊張しているわけなのだが、イリスはそれでは不満なようだ。もっとはっきり印象的に、慎太郎に自分の美しさを認めさせてやりたいという目の色をしている。

　少し考え、イリスは行動を起こした。

　イリスが身に纏まとっている黒いドレスは露出が多い。胸などは顕けん著ちよなもので、何もせずとも胸の上部分を見ることができる。

　イリスは、そんなドレスの胸元に指をかけると、

「おいシンタロウ」

「え」

「ほれ」

　迷うことなく、自分でずり下ろして中身をあらわにした。

「ぶッッ。おまッ、ちょ……おいッ……おいッ」

　一発で顔が真っ赤になって、体中の血液が沸騰した。

　頭を振り、必死になって今見たものを忘れようとする。

　強烈だった。きれいだとか、形が良いとか、大きいとかは、意識して一切考えないようにする。この動揺を的確に表現する言葉はきっとこの世界にはない。とにかく、一言で言ってしまえば、強烈だった。

「ふふ。そうだそうだ。そうでなければ面白くないぞ。私のような絶世の美女が目の前にいるのだぞ。そうやって慌あわてふためいて無ぶ様ざまな姿を晒さらすくらいが、ちょうどいいのだ。どうだシンタロウ？　私の美しさに身も心も潰つぶされたか？」

「う、美しさとか、そういうのは関係なくて……今のは、お前……ちょっと……」

　誰だれだって、いきなり胸を見せられたら慌てるよ。

　言葉にしようとすると、さっき見たものを思い出してしまう。慎しん太た郎ろうは文句を言うことをやめ、黙って精神統一をすることに努めた。

「ふっふっふ。無駄な言い訳はしなくてもいいぞ。私はそれだけ美人なのだから、お前は黙って私の魅力にやられていればいいのだ。無駄な抵抗はするな。私の魅力に逆らおうとする姿が、可愛かわいく見えてしまうではないか」

　勝ち誇った顔で微笑ほほえむと、イリスは耳元に息を吹きかけてきた。

「おまッ、そういうのは……ちょッ……」

　逃げようとするが、布団の中なので逃げ場所も限られている。かといって、緊張で立ち上がることもできそうにない。

　猫の爪つめで弄もてあそばれている鼠ねずみ。

　今の慎太郎は、まさにそんな状態であった。

　嫌だ……こいつ、嫌だ。こっちのことは何にも考えないで、自分の楽しみだけ押し付けてきて……くそ、どうにかしないと延々とこいつに弄ばれるぞ。

　わずかに反抗心が芽生えるが、それがすくすくと成長することはない。イリスが視界に入ると同時に、先ほど見てしまった胸が頭に浮かんできてしまい何もできなくなる。

　布団の中から恨めしそうに見つめることだけが、慎太郎にできるささやかな抵抗であった。が、あることを思い出して、慎太郎は行動を起こす気になる。

「なあ」

　布団の中からイリスを呼ぶ。呼ばれたイリスは興味しんしんで顔を寄せてくる。

「うん、何だシンタロウ。時間を忘れて私の魅力を満まん喫きつしたいのか？　まあ、お前がそういう気持ちになるのはわかるが、私としてはもっと時間をかけてお前を可愛がり尽くしてからでないと、それ相応の満足感が……」

　今だ。

　と、心の中で掛け声を出し、伸ばした手でイリスの耳を触る。

　いやらしい気持ちは欠片かけらもない。イリスに対する対抗策として慎太郎が唯一思いついた行動がこれだった。

「あ……」

　慎太郎が触れた箇所を自分で触る。最初は冷静に状況を分析している顔をしていたが、やがて慎太郎に触られたという事実にたどり着くと、イリスは顔を真っ赤にして叫びだした。

「アァッッ」

　そして、横になっている慎しん太た郎ろうの顔に爪つめを立て、一気に引っ掻かく。

　鼠ねずみを弄もてあそんでいた爪に、殺意が宿った瞬間だった。

「だぁッ……お前、爪は……痛いよ」

　顔の肉は抉えぐれていないか？　傷跡から血は流れ出していないか？　いらない心配をしてしまうほど強烈な一爪。

「な、な、な……何が痛いよだ。シンタロウッ。誰だれが、いつ、どの瞬間、どの口で、誰に向かって、誰の目を見て……私に触れていいと言ったぁッ？」

　天地がひっくり返ったかのような激げき昂こう。

　男に触られることを苦手にしているのは知っていたが、まさかここまで派手に噴火するとは夢にも思わなかった。

　動揺させることが目的だっただけに、激怒されると対処に困る。

「いいか。前にも言ったであろう。私は、高貴で気高く、誇り高い血統に生まれた絶世の美女で、男と触れ合ったことはほとんどないのだ。だから、私の体に触れるときは、三日三晩一睡もできなくなるほど待たされることになるとしても、私の許可が出るまで待てと言ったであろうがッ。そうでなければ、そうでなければ――」

　突とつ如じよとしておしとやかな少女になって、指先で慎太郎の布団をいじり始める。



    

  
    
      



    

  
    
      　頬ほおと耳が赤い。態度は小さくモジモジとしていて、告白前の緊張している少女のよう。

「――ドキドキしてしまうと、お前には前に言っているだろうが……」

　最高のカウンターをもらった気分だった。

　動揺したのはこっちだ。先ほどまでの暴君のような態度を見た後だから、その反動で何倍も可愛かわいく見える。この態度で彼女が望むのなら、きっと、空に浮かぶ月だって贈り物として贈ってあげることだろう。

「うう、神や王を恐れぬシンタロウの暴挙のせいで興きようがそがれた。せっかく人の姿に戻ったのだから、朝も昼も夜もなくシンタロウの全すべてを可愛がってやり、女を見る度に私のことを思い出す体にしてやろうという計画を立てていたのだが……シンタロウのせいで、そういう気分ではなくなった」

　な、何て恐ろしい計画を立ててたんだ、こいつは。

「今は全知全能の神が相手でも、足あし蹴げにしてやりたい気分だ」

「どんな気分だよ」

「ふん。とにかくだ。お前を可愛がってやろうという私の遊ゆう戯ぎはこれで終わりだ」

　ホッと胸を撫なで下ろす慎しん太た郎ろう。

「明日また、別の方法でお前を可愛がってやることにする。だから、今日はとりあえずいつもの姿に戻るからな」

　明日またって……

　胸を撫で下ろして損をした。明日もまた、無駄に目覚めのいい朝を迎えられそうだ。

　イリスが立ち上がり、部屋を出て行こうとする。告白前の少女のようだった態度は消え去り、世界を敵にしても気にしないであろう暴君の姿を取り戻す。

　そして、見せびらかすように金色の髪をかきあげた。

「シンタロウ。お前は私のものなんだぞ。それを、未み来らい永えい劫ごう永遠に忘れるな」

「……」

　何のつもりなのかはわからないが、そんな宣告をしてイリスは部屋を出て行った。

　引き戸になっている戸は、少しだけ開けっ放しになっている。この部屋に戻ってくるイリスにとって、そっちのほうが都合がいいからだ。

　……寝起きなのに、今すぐ寝たいくらい疲れた。駄目だ。あいつは、なんていうか、とにかくもう、本当に……………駄目だ。

　時間が経たち、平常な鼓動が戻ってくる。さっきのは天災のようなものだと見切りをつけ、慎太郎が布団から出ようとすると、一匹の三毛猫が部屋に入ってきた。

「おいシンタロウ。シズカが呼んでいるぞ。いつまでそうやって布団の中で横になってるつもりだ。今出ろ、すぐ出ろ、ほら出ろ。そして私を甘やかせ」

　猫のくせして赤い豪華な服を着ている。そしてその服装に見合うだけの、尊大で不ふ遜そんな態度を見せている。

　この猫は名前をイリスという。姿かたち、種族こそ変わっているが、中身は先ほどの少女と同一のものだ。

　少々特殊な少女なので、人間の姿と猫の姿を使い分けて生活していた。

　横になっている慎しん太た郎ろうのそばにやってくる。いつまでも寝ている慎太郎を怒るように、猫のイリスは肉球で慎太郎の額ひたいを叩たたいてきた。

「ほらほら。早く立ち上がってそれなりの行動をしろ。私が命令しているのだぞ。首が切り落とされているのだとしても、私のために動け」

　ポンポンと、柔らかな肉球で叩かれる。さっきまでの天災を思い浮かべると、妙に心が和なごんだ。

「……俺おれは、猫のほうが好きだよ」

　無意識に呟つぶやいてしまった言葉に、イリスが食いついてくる。

「うん？　何だシンタロウ。こんなタイミングで私の魅力に魅了されたのか？　それならそれでもいいが……突然言われたら、さすがの私も照れてしまうではないか」

　照れた拍子に手が滑すべり、イリスの爪つめで額を抉えぐられる。引っ掻かき傷としては、人間のときとは比にならないくらい痛かった。

「……前言撤回。やっぱり……なんていうか、とにかくもう、本当に……駄目だ」

　疲れた体で、慎太郎はそれだけを呟いた。



    

  
    
      


１「白はく稜りようの王」



　やっとのことで起き上がり着替えを済ませた慎しん太た郎ろうは、肩に豪壮な服を着た猫を乗せて居間を目指していた。

　目的は、自分を呼び出した姉に会いに行くためだ。前もって大切な話があると聞かされていたが、話の中身までは聞かされていない。ある程度話題に見当をつけながら、慎太郎は居間の戸を開けた。

　気配を察し、すでにそこにいた姉が慎太郎に向かって頭を下げる。清せい楚そな雰ふん囲い気きが漂ただよう和服を着た美人で、髪は黒く長い。人間のときのイリスとは別の意味で妖よう艶えんさが漂う姉は、名前を静しず華かといった。端たん正せいな顔にある瞳ひとみは閉じたままで、開く気配は一向にない。過去の事件が理由で、姉は全ぜん盲もうだった。

　そのそばに、見慣れない男性がいた。黒いスーツに身を包み、顔には眼鏡めがねをかけている。知的な雰囲気が漂う男性は、静華と同じく正座で慎太郎を待っていたようで、戸が開くと同時に顔を慎太郎のほうに向けた。

「陣じん内ないさん……」

　顔と名前は知っている人間だった。といっても、家族や親しん戚せき、ましてや友人といった関係ではない。慎太郎と静華――つまりは桐生きりゆうという家の人間にとって、とても大きな存在の関係者。その人物を表す表現としては、それが一番相応ふさわしかった。

　慎太郎には、一いつ色しきという名前を得るために戦う義務があった。

　一色というのは、この世界の王といっても過言ではないほどの力を持っている人間の名前である。強い権力を持っているのは当然として、実際の武力のほうも王と呼ばれるに相応しいだけのものを持っている。

　その一色が、余命わずかとなり後継者を求めていた。

　後継者を決める方法は単純明快。一色になる権利を持つ者同士で戦い、最後まで勝ち残ることである。

　慎太郎はその戦いの参加者で、陣内は戦いの管理人という役割を持った男であった。

　戦いに関することや、他の参加者の簡単な情報などは主に陣内が知らせて回っている。なので慎太郎も、戦いの参加者として陣内の顔と名前を知っている。しかし、慎太郎が陣内から直接情報を聞かされるということはほとんどなく、たいていの場合は一度姉である静華を通してという形なので、本人自体との直接的な接触は少なかった。

　また、親がおらず、血の繋つながっていない姉との二人暮らしである現在の生活の保護者も陣内である。一色になるための家系として、桐生の家は一色に面倒をみてもらっており、その間で陣内は色々と立ち回っていた。

　慎しん太た郎ろうは、一いつ色しきという人間の顔や声を知らない。知っているのは、この世の王と呼べるほどの存在で、自分は、王になる権利を持った人間として、桐生きりゆうの家に求められたということくらいのものだった。

　一色について詳しいのは姉である静しず華かのほうで、その名前に執着しているのも彼女のほうであった。

「慎太郎。突然で悪いのですが、出かける用意はできていますか？」

　大した挨あい拶さつもなく、静華がそんなことを聞いてくる。話をするつもりだった慎太郎にしてみたら、予想外の展開だ。

「出かけるんですか……まあ、用意する必要もないから、出ろと言われればすぐに出れますけど」

「そうですか。でしたら、こちらにいらっしゃる陣じん内ない様と一緒に出かけてほしい場所があるので、そこに向かってもらえますか？」

　名前が挙がった陣内の顔を見る。理知的で理系の雰ふん囲い気きがある陣内は、慎太郎と目が合うと軽く笑った。

「別に、構いませんけど……」

　慎太郎の返事を聞き、静華が陣内に話を振る。

「それでは陣内様。後のことはよろしくお願いいたします」

「ええ、わかりました。詳しい話は、僕が慎太郎君にしておきます」

　そう言って立ち上がると、陣内は慎太郎の脇わきを通り抜け、一足先に玄関へと向かっていった。残された慎太郎は、とりあえず静華に聞いてみた。

「姉さん。話っていうのは……」

　ごく当たり前のことのように、静華は答えた。

「一色様に関することです。それ以外で、陣内様がここを訪れることはありませんから」

「そうですか。じゃあ、これから向かう場所っていうのは……」

「あなたにとってとても大切な場所です。行けばわかりますから、詳しい説明はそこで受けてください」

　素そっ気けない態度に、少し寂さびしさを憶おぼえる。だが、このあっさりとした感じがいつもの静華なので、文句は言えない。

「わかりました。じゃあ、陣内さんについていきますけど……こいつはどうしましょうか？」

　肩に乗っている猫の襟首を掴つかみ、持ち上げる。物のように扱われていることに対し、猫は一気に機嫌を悪くした。

「おいシンタロウ。この態度は何だ？　この世のどんな宝石や宝具よりも貴重な私を粗末に扱うな。もっと大切に、もっと丁寧に、もっと慎重に、もっと愛情深く、もっと……」

　際限がなさそうなので無視をする。静しず華かは慌あわてず騒がず、返事をする。

「不都合な事情がないのでしたら、イリス様も連れて行ってあげてください。あなたにとって大切な話である以上、それはあなたを守護するイリス様にとっても大切な話ですから」

「……わかりました。じゃあ、連れて行きますけど」

　ぶら下がったまま、イリスは延々と自分の希少価値を演説している。今は別に気にならないが、ずっとこのままだと鬱うつ陶とうしくて仕方がない。

「場合によっては捨ててもいいですか？」

「それは慎しん太た郎ろうの判断に任せますが……」

　珍しく返事に困る静華をよそに、イリスが暴れ狂い始める。捨てるという表現が気に入らなかったようだ。

「捨てるとは何だ、捨てるとはッ。私とシンタロウの関係は、王と家畜のようなものだぞ。私がお前を捨てることはあっても、捨てられることなどはあってたまるかッ。こら、今すぐ降ろせシンタロウッ。ここで私がお前を、ずたずたに引き裂いてやるッ」

　宙に浮いたまま、手足を振り回して士気と殺意の高さを表現している。しかしまあ、猫の姿なのでこれっぽっちも恐こわくはないのだが。

「それでは慎太郎。後のことは陣じん内ない様に頼んでありますので」

「ええ。じゃあ、行ってきます」

　大した話もなく、戦場にも似た場所に送り出されることを寂さびしく思う。そんな慎太郎の心情を理解しているからだろう。

「慎太郎。あなたの帰りを、お待ちしています」

　静華は、丁寧に頭を下げてそう言った。

「……はい。行ってきます」

　それだけで全部の感情がチャラになる。手の平で転がされるというのはこういうことをいうのだろう。そう思った。

「おい、シンタロウ。いつまで、私をこうやって粗末に扱うつもりだ。私は、もう戦う準備はできているぞ。お前の誇りも自信も尊厳も、全部壊して、私がお前を蹂じゆう躙りんしてやるぞ。やぁッ。てやッ。とりゃぁッ」

　腕の振りに合わせて掛け声を発する、恐ろしく邪魔くさい猫を無視しつつ、慎太郎は居間を出ていった。





「おいシンタロウ。これからどこに行くのだ？　私にとって面白い場所か？　楽しい場所か？　気持ちいい場所か？」

　駅前のセンター街。車で移動した後は徒歩で、どこに向かうかもわからずに、慎太郎は前を歩く陣じん内ないの後を無言でついていっていた。

　肩に乗っている猫の機嫌はそんなによくない。事情を知らないという状況が気に入らないようだ。

「さっきから移動ばかりで楽しくないぞ。お前という存在は私を色々と楽しませるためだけに生きているようなものなのだから、もっと頭と心を柔軟にして私を楽しませることに邁まい進しんして、生き方に工夫を持って――」

「……あのさ、悪いけどもう少し静かにしてくれないか？　俺おれだけじゃなくて、他に人もいるわけなんだから」

「なんだと。シンタロウの分際で私に命令するつもりか。だったらまずは私という強大な権威に対抗できるというだけのものを示してだな……」

　慎しん太た郎ろうはポケットに入っている味付け海の苔りを取り出し、イリスの前でヒラヒラさせた。

　文句が止まり、イリスがそれを眼めで追う。

「ほら、あーん」

「あーん」

　一枚の海苔を差し出すと、イリスは幸せそうにそれにかぶりついた。

　パリパリと、器用に口だけで海苔を完食する。すると、イリスは満足そうな顔で甘えた声を出してきた。

「うむ、うまいぞシンタロウ。褒ほめてつかわす」

「はいはい。ありがたき幸せだよ」

　基本的に猫の姿を嫌がっているわりには、イリスは猫としての生活を満まん喫きつしていた。最近のお気に入りは味付け海苔を食べることで、どんなに機嫌が悪かったとしても、海苔を一枚与えることで簡単に機嫌を直す。出かける際に悪かった機嫌も、このやり方で落ち着かせたのだ。

「もう少しでどこかに着くだろうから、それまでは静かにしてろよ」

「うむ。シンタロウがそう言うのなら、それまでは静かにしておいてやる……あーん」

　もう一枚海苔をねだってくる。しょうがないので一枚与えると、パリパリと小気味のいい音を立てて幸せそうにかじりだした。

　ったく。神様ってふれこみで俺のそばにいるはずなのに……躾しつけのできてないペットくらいに面倒くさい奴やつだな。

　ため息が出そうな気分でイリスを眺めていると、いつの間にか振り返って様子を見ていた陣内と目が合った。

「仲がいいようだね」

「そう見えますか？」

「そう見えるね。慎太郎君がどう思っているのかは知らないが、式しき神がみと仲がいいのはいいことだよ。戦っているときに頼りになるのは、結局は仲間だ。キミは、自分でそのことに気づかなければならない」

「……」

　前を向きなおし、再び陣じん内ないが歩き出す。

　駅前のセンター街だが、わりと朝が早いということもあり人通りは少ない。目に入ってくるショップも、まだシャッターが降りているというのがほとんどだった。

「新しん堂どう君に勝ったというのには……正直驚いているんだ」

　突然、前を歩く陣内がそんなことを呟つぶやいた。

「彼は一人だけレベルが違った。新堂君が一いつ色しきの戦いに参加するというのは、アマチュアの大会にプロが参加するに等しいことだった。だから、誰だれも口にこそは出さないが、最後、もしくはその辺りまで残るのは当然のことだと思われていた。それがまさか、最後の四人にも残らずに脱落するとは夢にも思わなかったよ」

「……別に、勝ってないですよ。途中であいつが、勝手にやる気を失なくしただけで……最後までやってたらどうなったかなんて……」

「最後までやらせなかったということに、深くて重い意味があるんだよ。どんな事情があるにしても、キミは自覚していないといけない。キミは新堂遊ゆう馬まを乗り越えてこの戦いに残っているということを」

　一色という名前を巡る戦い。

　新堂遊馬というのは、その戦いで慎しん太た郎ろうに負けた少年の名前だ。といっても、自身が言っているように、慎太郎はあまり勝ったとは思っていないが。

「……さっき、最後の四人って言ってましたけど」

「ああ、言ったね」

「それって……」

「そのままの意味さ。数は絞られてきた。一色という王の位に相応ふさわしい人間は、キミを含めてあと四人しか残っていない」

　どんな人物が残っているのか？　聞こうとした瞬間、向かっている場所の見当がついた。

「陣内さん。これから行こうとしてる場所って……」

「気づいたようだね。そうだよ。キミがこれから向かう先にいるのは、残った四人のうちの一人だ」

「……」

「例たとえるなら、キミはこれから準決勝の相手に会いに行くといったところだね。元々、僕の役目はその程度のことでしかないんだ。ちゃんと自覚はしているかい？　慎太郎君。キミはこれから会う相手と、王の位をかけて戦うということを」

　一色の名前には王の位と同じだけの価値と、力がある。そしてそれを手に入れるためには、命を賭かけて戦う必要がある。

　なぜなら、それに見合うだけの、力と意味があるから。

「わかってますよ。わかってて、俺おれはそれを選んだんだから」

　自分の瞳ひとみに触れる。同時に、姉の姿が頭に浮かんできた。

「式しき神がみとは仲良くしていたほうがいい。最後にキミを助けてくれるのは、その存在だけなのだから」

　そう言われ、慎しん太た郎ろうは肩に乗っているイリスに視線をやった。興味のない話は聞かない主義のようで、イリスは魂の抜けたような顔で大あくびをしていた。

　最後にこいつに助けられるのか……なんか、嫌だな。

　そんな本音を感じたのか、イリスは慎太郎と目が合うと、何も言わずに手首をきかせた猫パンチで顔を殴ってきた。



「ここだよ」

　慎太郎の目の前には、地下へと続く階段があった。慎太郎にとっては馴な染じみのない場所なので、どういう造りになっているのか想像できないが、どうやらバーと呼ばれる種類の店に入っていくようだ。

「ここに、予定としては次にキミが戦う相手がいる。まあ、今すぐに決着をつけろというつもりはないから、殺気立つ必要はないだろうけど……それでも、警戒はしておいたほうがいい。相手は、この街で王と呼ばれている人間だからね」

「王……」

「そう、白はく稜りようの王。不良と呼ばれる人間の間でだけ使われている言葉なんだが、キミがこれから会う相手は、そう呼ばれているんだ」

　白稜というのは、この辺り一帯の地名だ。要は、一つの街を統すべるほどの人間がいるということだ。

　覚悟を決めて、慎太郎は階段を降りていく。その傍かたわらで、猫がワクワクした口く調ちようで呟つぶやく。

「おいシンタロウ。何だかドキドキするぞ。暗くて人目がなくて、何が起きてもわからなくて、助けを呼んでも誰だれも邪魔をしに来ないで……いいぞ。こういう場所は凄すごく私好みだ」

　子供のように興奮しているイリスを無視して、慎太郎は店の扉を開けた。

　わずかに灯あかりはともっている。だが、突然暗いところに入ったせいで、よく見えない。目が慣れてきた頃ころに視界に入ってきたのは、想像していた以上でも以下でもない、店の光景だった。

　店の中に歩を進める。後ろに、陣じん内ないがついてきた。

　タンッと、少し離れた場所から無機質な音がする。奥のほうで、一人の男がダーツをやっていた。

　簡単には詰められない間合いと雰ふん囲い気き。男は慎しん太た郎ろうたちの存在に気づいていないようだ。

「鳳おおとり君。朝早くからすまないね。言っていたとおり、キミの相手を連れてきたよ」

　鳳と呼ばれた男が振り向く。

　黒いレザーのジャケットと、濃い色のジーンズ。髪はオールバックで、わずかに前髪が垂れている。がっちりとした体格は、スポーツ選手というよりは格闘技の選手に近いもので、純粋な暴力の強さを感じさせた。暗い店内だというのに、黒いサングラスをかけている。普段からその格好のようで、不便な様子は一切見て取れない。

　男は陣じん内ないの声に反応すると、慎太郎たちのほうを向いた。

「ああ。よく来てくれた……というほど歓迎するつもりはないが、話もせずに追い返すのは俺おれの度量にかかわるからな。お気に召すかはわからないが、相手はさせてもらうさ」

　手に持っていたダーツの矢を的まとに投げる。矢は的確に、的の真ん中に当たった。

「おいシンタロウ」

　こそこそと、肩に乗ったイリスが話し掛けてくる。

「何だよ」

「あいつはいけ好かない奴やつだぞ。私の勘が教えてくれている。あいつは格好つけで、私の前でも私の魅力に頭を下げない種類の人間だ。だから気に入らないぞ。だから今すぐ家族を連れてこの国から出て行くように言え」



    

  
    
      



    

  
    
      「……無茶言うなよ。歓迎はしないけど相手はするって言ってくれてるんだ。お前が入ってくるとめんどくさくなりそうだから、しばらく大人おとなしくしてろよ」

　肩に乗ったイリスを、近くのテーブルの上に置く。慎しん太た郎ろうは陣じん内ないだけを連れて、鳳おおとりのそばに歩み寄った。

「知らんぞシンタロウ。そうやって私の言うことを適当に受け流していたら、そのうち私に嫌われるぞ。そうなったらもう知らんぞ。お前なんか嫌いだ、ふんッ」

　テーブルの上で拗すねる、服を着た猫。苦にが々にがしい思いを振り切りつつも、慎太郎は鳳という男と向き合った。

　目が合うが、相手はサングラスをしているので心情は読み取れない。身長は、鳳のほうがわずかに高いようだった。

「とりあえず座ってくれ。こうやって立ったままっていうのも、悪いからな」

　鳳が顎あごで指し示した席に座る。鳳はその向かいの席に腰を下ろした。

　何気ない一言には風格があった。弱い人間が、無意識のうちに自然と頼りにしてしまいたくなるような不思議な魅力を持っている。

　ふと、気づいた。

　鳳が座った席の隣に、服を着た子犬がいる。茶色い毛並みで、大きな瞳ひとみはキラキラと輝いている。問答無用で可愛かわいらしい容姿をしているが、一番目を引いたのはその姿勢だった。忠犬という言葉を姿勢にしたらこうなるというくらい、ビシッとしたきれいな姿勢で子犬は座っていた。

　あれがあいつの式しき神がみか。

　状況から考えてそうとしか思えない。立場からすると、この子犬は慎太郎の敵ということになるのだが……

　……可愛いな。この子。

　小さな体で目を輝かせて、ビシッとした姿勢を保っている子犬の魅力に、慎太郎は少しやられていた。

「で、話っていうのは？」

　鳳の声で意識が戻る。

　尋たずねられても答えられない慎太郎の代わりに、陣内が話を進める。

「話というのは、あってないようなものだよ。僕の役目は、キミたち二人にお互いの存在を認め合わせることだけだからね。それが済めば、あとはキミたちの好きにすればいい」

「出会いは演出できても、その先は面倒みれないってことか。男としてはあまりいいことじゃないと思うがな。どんな事情があれ、一度面倒をみると決めたら最後まで付き合ってやるもんだ」

「そんなことを望む人間かい？　キミは？」

「答えがわかってる質問はするべきじゃないな。そういうのは野や暮ぼっていうんだ」

　陣じん内ないの言葉を軽くいなすと、鳳おおとりは慎しん太た郎ろうのほうを向いた。

「鳳大たい樹じゆだ。お前は？」

「桐生きりゆう、慎太郎です」

　わずかに年上に見えたので、慎太郎は一応敬語を使うことにした。

「で、どうする？　今ここでやってみるか？　悪いが、太陽が出てる時間はあまり機嫌が良くないんだ。適当にはできても、優しくはできないぞ」

「あんたがそうしたいって言うんだったら、俺おれはそれでもいいですけど……」

　気き後おくれは見せない。どんな世界のどんな勝負だって同じだ。一度下に見られたら、もう相手の上に立つことはできない。

　最悪、ここで襲われても構わないという気持ちで、慎太郎は鳳を見つめ返した。

　先に退ひいたのは、鳳のほうだった。

「ふっ。いいな。そういうのは嫌いじゃない。結局、優しい男がいいっていうのは、強くない男の作った言い訳だ。どんな奴やつだろうが、強くなければ男を名乗るような資格はない」

「……優しくなければ、生きている価値がないともいいますけど」

「それも間違っちゃいないさ。つまり、強くて優しくないと、男を名乗る資格はないってことだ。お前はそれに見合うだけの男なんじゃないのか。深くは知らないが、目を見ればそれぐらいのことはわかる」

　溢あふれんばかりの余裕と風格を遊ばせたまま、鳳は微笑ほほえみ、そして告げる。

「よかったよ。お前がそれなりに上等な奴で。取るに足らないどうしようもない奴だったら、気分良く喧けん嘩かができないからな」

「喧嘩に、気分の良い悪いもないと思いますけど……」

「あるさ。男が血を流すんだぜ。それなりに格好いいもんじゃなかったら、つまらないだろ」

　敵を前にしているというのに、間抜けな顔をしてしまった。

　慎太郎にも血を流す覚悟がある。だが、慎太郎の覚悟と目の前にいる男の覚悟はどこか違う。血を流す理由に、慎太郎が格好いいを求めたことは一度もない。

　とっさに、慎太郎は陣内に視線を送った。陣内は慌あわてる様子もなく、これが普段の彼だといった感じで鳳を見つめている。

「それじゃあ、鳳君の相手は彼だということになるが……それで、異論はないね？」

「ああ。それで構わない……むしろ、こっちのほうが俺にとっては都合がいいくらいだ」

　含みがある言い方だが、誰だれも問い詰めようとはしない。この場にいる全員が聞き流し、会話は続く。

「だったら、こちらとしてはそれで話を進めさせてもらうよ。鳳君の相手は、慎太郎君で決まりだということでね」

　その一言を聞き、緊張が体中を駆け抜けていく。突き刺すような視線で鳳おおとりを見つめるが、肝心の鳳は適当な方向を向いてリラックスしていた。

「で、やるとしたらいつどこでやるんだ？　俺おれとしては、今日みたいに朝が早いのは勘弁してほしいんだが」

　口く調ちようにも緊張がない。鳳大たい樹じゆという人間にとって、戦うというのは緊張に値する出来事ではないようだ。

　きっと、当たり前に思えるほど、彼は戦うという行為を繰り返してきたのだろう。

「その点については、すまないが少し待っていてほしいんだ。もちろん、できる限り早く準備は整えるつもりだが、こちらにも都合がある。キミたちとは別の、一いつ色しきの戦いに参加している二人の戦いがまだ終わっていないものでね。そちらの勝敗がはっきりするまでは、待っていてほしいんだ」

「残りの、二人か……」

　不意に、鳳の気配が変わる。自分自身のこと以上に、鳳はそちらに興味があるような態度を見せた。

「……差しさわりがないんだったら、聞かせてくれないか。そっちに残ってる奴やつで、如月きさらぎって奴が……………いや、やっぱりいい。話を中断させてすまないな。大したことじゃないから忘れてくれ」

「心配かい？　その子のことが」

「いや、気になるだけさ」

「ふふ。キミは気づかないといけない。そういうのを、心配というんだよ」

「悪いな。俺はそういうのを心配してるとは思ってないんだ」

　会話の応酬後、二人は黙り込んでしまった。事情を知らない慎しん太た郎ろうにしたら意味不明の会話だが、当人同士はそれで意味が通じ合ったようだ。

「ずれちまったみたいだから、話を元に戻そう。要は準備ができるまで待ってろってことだろ。俺はそれで構わないぜ」

　この沈黙を面白くないと思った鳳が、話を元に戻す。

「だけど、あまり長く待たされるのは好きじゃないな。結婚でもそうだ。長い時間をかけると、決まって花嫁は不安になって逃げ出すもんだろ。こういうことは、勢いでさっさとやるほうがいいと思うがな」

「キミは花嫁ではないだろう？」

「俺はな」

　サングラス越しに、挑戦的な視線を投げつけられた。この場合の花嫁というのは、いうまでもなく慎太郎のことをさす。

「花嫁じゃないですから……俺おれも逃げたりしませんよ。俺にだって、負けられない理由があるんですから」

「負けられない理由っていうのは？　よければ聞かせてくれ」

「それは……」

　一いつ色しきの名前に執着する姉や、一色の力を必要としている友人のために。

　鳳おおとりに対し、その理由を口にするほどの義理はない。言いよどんでいる慎しん太た郎ろうの気配を察し、鳳は自らの質問を取り下げた。

「悪かったな。言いたくないんだったらそれでいい。誰だれにだって、事情ってもんはあるからな」

「……鳳さんは、何で一色になるために戦うんですか？」

　人間として鳳に興味を持ってしまった慎太郎は、思わずそれを尋たずねてしまった。変わらぬ態度のまま、鳳は答えた。

「女さ。男が命を賭かけて戦うのに、それ以外の理由があるか？」

　あまりにも真まっ直すぐにそう言われたので、慎太郎は二の句が継げなくなってしまった。

　女のために戦う。

　堂々と、なに恥じることなく自分の美学をひけらかす。

　イリスが格好つけと言っていた意味がわかってきたような気がする。ここまで堂々と自分を晒さらす人間は、誰が相手であろうが決してペースを変えないはずだ。

　質問が続かないのを見み計はからい、鳳が話題を変える。

「悪いが、話はここまででいいか？　俺はともかく、彼女が徹夜で眠そうなんだ」

「彼女？」

　それらしい女性の姿はどこにもない。いるのは、いい姿勢のまま目を閉じている子犬だけだった。

「俺に付き合って徹夜で、あんたたちが来るのを待ってたんだ。話の最中に寝てしまったみたいだが気を悪くしないでくれ。限界までは、頑張ったはずだからな」

　鳳の話を信じると、子犬は眠いのを我慢して、主人である鳳のそばにいようとしていたことになる。

　その忠誠心に感心しつつ、慎太郎は後ろのテーブルに置いてきた自分の猫を盗み見る。猫は見えない何かと戦っているようで、必死になって何もない空中に猫パンチを連打していた。

　……あの猫とこの子犬、ペットとして飼いたいのはどっちだって聞かれたら……

　その先は禁断の領域なので、慎太郎はあえて何も考えないことにした。

「俺も今すぐに決着をつけようなんて思っちゃいない。待てというんだったら、ちゃんと待つさ」

「そう言ってもらえるのは助かるよ。だが、これはあくまでもこちらからの要望であって、従わなければいけない命令というわけじゃない。キミたちが望むのであれば、僕の目が届かないところで戦ってくれても一向に構わないし……今すぐこの場で始めたとしても、まったく問題ない。それだけは、ちゃんと言っておくよ」

　一いつ色しきの戦いに原則的なルールは一切存在しない。参加者同士で戦い、勝てばそれでいいのだ。負けたほうが何を言ったとしても、誰だれにも聞き入れてもらえない。

「ふっ。どうしてもやりたいって言うんだったら、期待には応こたえてやるが……今は男よりも、俺おれのそばにいる女を優先させてくれ」

　冷たさと重さを持った陣じん内ないの言葉を、鳳おおとりは軽く聞き流した。

　積み上げてきた経験。持ち合わせている覚悟。鳳が持っている全すべてが、余裕と風格になって表れている。

　鳳がこの街で王と呼ばれている理由が、慎しん太た郎ろうにもわかったような気がした。

「わかった。じゃあ、しばらくは待ってもらうということになるが……待ちきれないようだったら、キミたちの好きにしてくれて構わないよ。この街の王と呼ばれているキミだ。強さには、それなりの自信があるんだろう？」

「周りが勝手にそう言っているだけだ。王なんて、俺の柄がらじゃないさ」

　そう言うと、鳳はすぐそばにいる子犬の体を揺すった。起こされた子犬が、勢いよく目を覚まし辺りを見回す。

「オ、オオトリ殿。自分は、どうしていたのでありましょうか？」

「少し寝てただけさ。気にするな。誰にだってあることだ」

「ふ、不覚であります。状態が悪いのは自覚しており、それを踏まえた上で判断しての行動でしたのに……申し訳ありません。情けない姿を、お見せしました」

　ハキハキとした口く調ちようで謝罪すると、子犬は感情を思いっきり表に出した態度で頭を下げた。姿勢と同じように、中身も真まっ直すぐで真面目まじめなようだ。

「ティトは奥に行って休んでてくれ。話が終われば俺もすぐに行く」

「オオトリ殿……よろしいのでありますか？　オオトリ殿に何かあった際、自分がそばにいないというのは、怠たい慢まん以外のなにものでも……」

「寝てたら同じことだ」

「うっ。それを言われたら、辛つらいのですが……」

　鳳は落ち込む子犬の体を持つと、床へと移動させた。

「これ以上客人の前で情けない姿を晒さらすのは、ティトの誇りにかかわるだろ。わかったら、早くいきな」

「オオトリ殿……了解しました。お心遣い、ありがたく受けさせていただきます」

　ティトと呼ばれている子犬が、真っ直ぐな姿勢のまま慎太郎のほうを向く。

「先ほどは醜しゆう態たいを晒さらしてしまい申し訳ありませんでした。これ以上この場に留とどまっても邪魔になるようなので、お先に失礼させていただきます」

　礼儀正しく頭を下げると、ティトは四本足でそそくさと奥のほうへと姿を消していった。

　その姿がどうしようもなく可愛かわいく見えて、慎しん太た郎ろうは姿が見えなくなるまでティトの姿を目で追ってしまっていた。

「じゃあ、俺おれもここで失礼させてもらう。邪魔はしないから、あとは好きにやってくれ」

　立ち上がり、ティトの消えていったほうに向かう鳳おおとりに続き、陣じん内ないも立ち上がる。

「そういうことのようだ。慎太郎君、キミにとっては少々期待外れなことになってしまったかもしれないが、気にしないでくれ」

「いえ。俺は別に、戦わないで済むんだったらそれでもいいですけど……」

「あくまでも今日は……ということになるがね」

　一いつ色しきの戦いに勝ち残ると、名前と共にある力を継げるといわれている。それは世界を自分の思い通りにできるほどの力で、その力には、命を賭かけて戦うほどの価値があるらしい。

　だから、一色の戦いに参加している人間は、我が身を犠牲にして戦う覚悟をもっているのだが……

　何なんだ。鳳っていう人は……負けられない理由があの人にもあるはずなのに……全然、気き負おってる感じがなくて……なんであんなに、余裕があるんだ。

　つかみ所がない。だが、確固たる揺ぎ無い自分はちゃんと持っている。今まで慎太郎が出会ってきた中で、あんなタイプの人間は一人もいなかった。

　白はく稜りようの王か……

　無自覚だった。だけど確実に、あの男と戦うことを恐れている自分がいた。

　でも、仮に相手が王だとしても……俺も、負けるわけにはいかないんだ。

　負けられない理由を思い浮かべ、こぶしを握り締しめる。覚悟を強さに変え、慎太郎は恐れを抱いた自分を押さえ込んだ。





「おいシンタロウ。面白くないぞ、つまらないぞ、まったくもって私は満足していないぞ」

　鳳大たい樹じゆとの話が終わると、慎太郎は一人で家への道を歩いて帰っていった。

　話が終わり次第、陣内とは別れた。行きと同じように送っていこうかとも言われたが、慎太郎はそれを断り一人で帰ることを選んだ。

　特に急いで帰る必要がないというのが一番の理由で、次にくる理由は一人になって考えたいことがあるからだった。

「おい聞いているのかシンタロウ。最高の美女である私が機嫌を損そこねたと言っているのだぞ。まず最初にお前がすべきことは私の機嫌を直すことではないのか？　わかっているのか？　わかっているのならすぐに態度で示せ。ほら、あーん」

　肩に乗っている猫が口を大きく開けて餌えさをせがむ。しかし、残念ながらもう海の苔りは残っていない。

「悪いけど、もう海苔はないから」

「なんだとシンタロウ。そんなこともできないで、どの面つらを下げてこの場にいるのだ？」

「この面だけど」

「そんなことは聞いていないぞ。くらえッ」

　肩に乗ったまま器用に猫パンチを放ってくる。一人でいるとき、意味不明に腕を振り回していたのは、きっとこのための練習だったのだろう。

「帰ったらやるから、そんなに怒るなよ」

「そんなことで怒っているわけではない。私は、私を最優先しようとしないお前の態度に腹を立てているのであって、決して海苔がないことに怒っているわけでは――」

　相手をしても得がなさそうなので無視をする。ペチペチと頬ほおに当たる猫パンチは、たまに爪つめが当たってそれなりに痛かった。

「ところでシンタロウ。あの格好つけとは、どんな話をしたんだ？」

「格好つけ？　鳳おおとりさんのことか？」

「名前は知らんが、多分その男のことだ。どんな話をしたのだ？　お前が王になるためには、あの男が邪魔なのだろう。歯を折り爪を剥はぎ、骨を砕くぐらいのことはちゃんとしてやったのか？」

「そんなことするような雰ふん囲い気きじゃなかっただろ。普通だよ。普通に話して、普通に別れただけだよ」

「シンタロウの普通など私は知らんぞ。とにかくあの男は敵なのであろう。だったら、それなりに牙きばを突き立ててやるくらいのことはせねばならんだろうが」

「あの人はそういう相手じゃないんだよ。上う手まくは言えないけど、なんていうか……自分の生きたいように生きてて、相手のペースには乗らないっていうか……」

「何を言ってるのだシンタロウ。戦う前からあの格好つけを認めるようなことを言ってどうする？　お前は全すべての敵をなぎ倒して王になる者なのだぞ。どんな者が相手であろうが、力で叩たたき伏せていけ。第一、そうでなければ、私が偉大なる王になることができんではないか。このやろうッ」

　掛け声と共にパンチを打ってくる。徐々に上手くなっていっているのが嫌だった。

　一いつ色しきになるための戦いに参加している者には、イリスのように動物に姿を変える式しき神がみ、と呼ばれる特殊な味方がつく。正体は異世界からやってきた人間で、味方をしている人間が一色になると、式神は自分の世界の王になることができるらしい。

　どうしてそのような仕組みができているのか、慎しん太た郎ろうはよく知らない。ただ、その仕組みにはそれなりの意味があるらしく、一いつ色しきになれば、それも知ることができる。

「わかってるよ。俺おれだって、王様になりたい理由があるんだ。今は、あの人は戦う意思がないみたいだけど、戦わないといけないってことになったら、俺だって……」

　イリスのパンチが止やむ。代わりに、少々熱い視線を感じる。

「シンタロウ……たまにだが、お前は中々いい顔をするな。うんうん。それでこそ私のそばにいる男だ。褒ほめてやるぞ、喜べ」

　機嫌をよくした猫は、肉球で慎しん太た郎ろうの頬ほおを撫なでてきた。間違いなく、パンチよりは友愛の情がこもっている行動のはずなのだが……爪つめが立つ確率はこちらのほうが高い。何度も繰り返されることによって、いつか刀傷のように消えない傷になってしまいそうで心配だ。

　なんか知らないけど、こいつの機嫌も直ったみたいだから、あとは家に帰って姉さんに今日の報告でもしたらいいんだろうけど……

　気になることがあった。

　鳳おおとり大たい樹じゆとの話が終わってからここに至るまで、誰だれかがそっと慎太郎の後をつけてきていた。いや、つけているというよりは、監視しているように感じられる。明らかに慎太郎に用があるといった気配で、姿の見えない誰かが後ろにいた。

　何の用かは知らないけど、このまま家までついてこられても困るからな。

　帰り道を変更して、慎太郎は自然公園という比較的大きな公園に向かうことにした。探せば死角が見つかる公園なので、そこでなら、人目を避けて後ろにいる誰かと話をすることができるだろう。

　誘っていることが伝わるように、人ひと気けのない場所を選んで足を踏み入れていく。誘いに乗っているように、後ろにいる人物は気配を発したまま慎太郎についてきた。

「おいシンタロウ。何だか知らんがこんな風に人気のない場所に行ってどうするつもりだ。私は依然として満足していないのだぞ。私の機嫌を直すためにも、お前は一刻も早く家に帰って私に海の苔りを食わせるべきではないのか？」

「悪いな。ちょっと用事ができるかもしれないから……お前は指でも咥くわえててくれ」

「だったらシンタロウの指を出せ。私の舌で可愛かわいがってやるぞ」

　言われるがまま、イリスに向かって小指を差し出す。カプリと咥えてきたが、味はあまり気に入るものではなかったようだ。

「何の味もしないぞ。私のシンタロウなのだから、もっと私好みの味をしていろ」

「人間だからな。海苔と同じ味になれっていうのは、ちょっと無理だ」

　完全に人がいない、公園の隅っこへとたどり着く。不意をついて後ろを振り返っても、それらしい人影は見当たらない。だが、気配は感じられる。

「用があるなら出て来いよ。わかってるだろ？　隠れたってもう意味はないぞ」

「ふむ？　私は別にシンタロウから隠れてなどいないぞ」

「いや、お前じゃなくて……」

　事情を知らないイリスが口にしたのん気な一言に呆あきれた刹せつ那な、慎しん太た郎ろう目掛けて何かが飛んできた。

　何だ？

　青白い、棒のような物が空気を切り裂きながら向かってくる。その正体が弓矢だということに気づいたのは、それが慎太郎の前の地面に突き刺さった瞬間だった。

　続けて、同じような軌跡で同じような物が飛んでくる。違うのは、今度の狙ねらいが慎太郎自身だということだった。

　最初のはわざと外したってことか？　何が目的かは知らないが、これくらいのもんだったらどうってこと……

　弓矢を直視する。

　両の瞳ひとみに意識を集中し、痛みを凝縮していく。走る痛みが極点を超えると同時に、痛みは奇跡へと形を変えていく。

　停てい眼がん。

　時を止めることができる、慎太郎だけが持っている魔法の瞳。その世界で意味を持っているのは慎太郎の意識と視界だけで、それ以外のものは全すべて風景へと成り下がり、意味を失っていく。

　慎太郎の瞳だけが絶対の世界で、飛んでくる弓矢の動きを完全に見切ると、慎太郎はわざと紙一重の距離でその矢をかわした。

　そうすることで相手に誇示しておきたかった。

　お前の攻撃は通用しないぞということを。

「どわッ。何だシンタロウ。何かが私のすぐそばを横切ったぞ」

「ちょっと危ないかもしれないから、お前はここで待ってろよ」

　肩に乗っているイリスを降ろすと、慎太郎は視界に入っている林のほうに向かい走り始めた。

　矢が飛んできた方向から、射手の位置は見当がついた。逃がしたら誘い込んだ意味がなくなるので、慎太郎は多少の危険を覚悟で射手へと接近した。

　死角になっている場所に人影を見つける。反撃を警戒しながら相手の姿を確認すると、慎太郎は思わず言葉を失った。



　女……

　そこにいたのは、切れ長の眼めをした長身の女性だった。



　丈の短いスカートにジャケットをあわせた出いで立たちはスポーティーな印象で、彼女の見た目によく合っている。地面につきそうな黒髪は後ろで束たばねられ、動きに合わせて揺れていた。

　その中でも一番印象的なのは、首についている赤い十じゆう字じ架かだった。チョーカーについているそれは、誰だれかに忠誠を誓う首輪のように見えた。

　自分の身長と同じくらいの大きさの弓を持っている彼女は、慎しん太た郎ろうに姿を確認されると、軽く微笑ほほえみながら両手に携たずさえている弓の弦を引いた。

　撃ってくるかと警戒するが、肝心の矢は仕掛けられていない。女が引いた弦を離すと、ビーンという音がするだけで、何かが起こることはなかった。

「警戒しなくてもいいですよ。今のは、私なりの降伏のサインですから」

　女が笑顔を向けてくる。

　その笑顔には、相手を溶かしてしまうような不思議な妖あやしさがあった。

「突然失礼しました。ごめんなさい。私の名前はシノ。あなたに敵意があるわけではありません」

　左手に弓を握ったまま、両手を広げて敵意がないことを示してくる。無論、その言葉を鵜う呑のみにすることはないが、戦う意思がないというのは嘘うそではないようだ。

　しかしそれよりも、慎太郎には気になることがあった。このシノという女性は、こちらがたじろいでしまうほど真まっ直すぐに、話す相手の瞳ひとみを見つめてこようとする。話す際に相手と目が合うのは普通のことなのだが、彼女の視線は通常のものよりも情熱的で、直視していると会話に集中できなくなってくる。



    

  
    
      



    

  
    
      　逃げれば追いかけてくる潤うるんだ瞳ひとみを見ないようにしながら、慎しん太た郎ろうは文句を口にする。

「普通、矢を撃つっていうのは、敵意があるっていうことになるんだ。いきなり石を投げつけられて怒らない人間はいないだろ。それと同じだよ」

「はい。それは私もわかっています。その行為をお詫わびするという意味でも、私はこれからあなたがしようとすることに対し、抵抗するつもりはありません。幸いここには人目もありませんから、あなたの気が済むまで私を好きにしてください」

「好きにすればいいって……開き直ってる場合じゃないだろ？」

　意思を伝えるために顔を向けると、シノは待ってましたとばかりに瞳を合わせてきた。その顔に小さな笑みが浮かぶ。今まで見たことのない、妖あやしさがあった。

　好きにすればいいと言われても、慎太郎が彼女にしたいことなどは何もない。攻撃されたから反応しただけで、彼女に求めているものなどは何もないのだ。

　全すべてを受け入れる姿勢のまま、シノは慎太郎の行動を待っている。何もしないわけにもいかないので、とりあえず慎太郎は話をすることにした。

「……あんたは誰だれだ？　何の目的で、こんなことをしてきたんだ？」

　親しみを込めた、嬉うれしそうな顔でシノが笑う。相手の思い通りにことが運んでいるようで、あまり面白くない。

「名前は先ほど名乗ったようにシノです。用件は、あなたの力になりたいんです」

「力になりたいって……矢を撃っといてそれはないだろ？」

「その点はごめんなさい。でも、理解してください。協力すると決めた相手の力量が大したものじゃなかったら、私も力を貸す意味がないじゃないですか。あなたに力を貸すと決めたので、最初にあなたの力を確かめておきたかったんです」

「勝手に試されたらあまりいい気分はしないけど……何が目的なんだ？　力を貸すって言われても、俺おれはあんたに助けてもらう理由なんて何も……」

「あなたが一いつ色しきになるために、私は力を貸してあげたいんです」

「……」

　一色の名前が出るだけで、今までのセリフは一気に重みを増した。目的はわからないが、冷やかし半分でかかわってきたわけではなさそうだ。

「……あんたも、一色の戦いの参加者なのか？」

「いいえ。私はあなたのように一色になる資格も権利も持っていません。ただ、その力の強さと重さを知っているだけで……許してもらえるのであれば、その力を少し貸していただきたいと思っているだけです」

「一色の力で、叶かなえたい望みがあるってことか？」

「はい、その通りです。王の力を必要としている人間が一人、あなたの前に姿を現したと思ってくれればそれで充分です」

　へりくだった表現をするわりには、シノの瞳ひとみには強い光がともっていた。対等、むしろ、上から慎しん太た郎ろうを見ているように感じられる。

「あんたの望みって……」

「それは今は言えません。ただ、あなたにとって不利益なことではないと思います」

　どうだか……

　心の中で悪態をつくと同時に、甘い匂においが慎太郎の鼻をくすぐった。シノから香る匂いのようで、何のものなのかはよくわからない。ただ、脳天の奥のほうまで届くような、刺激的で甘い匂いだった。

「俺おれの力になりたいって言ったけど、何で俺なんだ？　他にも、戦いに参加してる人ならいるだろ」

「あなたが最も、私の好みだからです」

　情熱的な瞳と妖あやしい笑顔に乗せた告白に、慎太郎は照れてしまった。こんなとき、女性に慣れていない自分が少し恨めしくなる。

「もちろん、何も差し出さずに望みを叶かなえてもらおうなんて、都合のいいことは考えていません。あなたが望むのであれば、私は心も体も全すべてあなたに差し出しても構わないと思っていますし……あなたのためであれば、どのような事でも私は受け入れるつもりです」

　弓を持っていない右手で、慎太郎の手を掴つかんでくる。敵意がないので、軽い警戒だけで様子を見守っていると、シノは掴んだ慎太郎の手を自分の胸に押し付けてきた。

「なッッ……ちょッ……」

　血液が沸点まで沸わき上がる。意識せずとも、触れる柔らかさが頭に流れ込んでくる。下着のような物は、身につけていないようだった。

「どうです？　あなたが望むんだったら、私は何でもしてあげます。もちろん、それ相応の見返りを求めていますけど……決して、後悔させることはないと思います」

　シノの顔が耳元に寄ってくる。甘い匂いが体を貫つらぬき、神経がむき出しになったように感覚が敏感になる。

　手の平に広がる感触から、逃れたくても逃れられない。

「あなたは、一いつ色しきという名前の王になる人なんですよね。私は、そんなあなたに尽くしたいんです。あなたが望むのだったら、私はどんな色に塗り替えられたって構いませんから」

　不意に、凶暴な欲求に襲われた。

　目の前のいる無防備な女性を、自分の思い通りにしてしまいたい……

「おい女。つまらぬ色仕掛けはそこまでにしたらどうだ。欲しいものは、自分で手に入れるものであろう」

　聞き慣れた声で正気に戻る。

　いつの間にか足元にいた猫は、いつものように偉そうな態度でシノの誘惑を断ち切った。

「……この猫は……確か、式しき神がみと呼ばれているものですか？　一いつ色しきにかかわる噂うわさとして耳にはしてましたけど、まさか本当に動物が口を利きくなんて……」

「今は私のことはどうでもいいであろう。要はお前だ。自分の全すべてを晒さらさないで望みを訴え、何ら心のない言葉と色で欲しいものを手に入れられると思うなよ」

「厳しい言い方ですね。確かに、その通りなので何も言えないんですけど……」

「だったら今すぐこの場から消えろ。私は、つまらぬことを考えて人の間を流れるような者が一番嫌いなのだ。本当の目的が何なのかは知らんが、これ以上私のシンタロウにちょっかいを出すような真ま似ねをするのであれば――お前を殺すぞ」

　警戒した様子で、シノが慎しん太た郎ろうから距離を取る。手の平の感触は消えたが、甘い香りだけは依然として残っていた。

「でしたらこの場は挨あい拶さつだけで、私は退散させてもらいます。でも憶おぼえておいてください。私が助力を申し出たことと、私があなたの前に現れたことを」

　慎太郎の瞳ひとみを捉とらえ、妖あやしく微笑ほほえむ。頭よりも、心に焼きついてくるような気がした。

「また会いに行きますから、そのときは、話だけでも聞いてください」

「ふん。二度と顔を出すな。私は、気に入らない者を二度も見る趣味はないのだ」

「ふふ。それじゃあ、さようなら」

　イリスの脅おどしを気にすることなく、余裕と妖しさを残しシノが立ち去っていく。

　どこからだろう。何も考えることなく、慎太郎は彼女の姿を目で追っていた。

「シンタロウ。おいッ、シンタロウっ」

　呼ばれる声にハッとする。

「え、あ……ええっと、何だっけ？」

「何が何だっけだアホ。あんな女の話をまともに聞くなど、お前はどうかしているのか？」

「いや、別にどうもしてないけど……」

「だったらすぐに、あんな女は拒絶してやればよかったであろうが。胸を触り吐息を耳に当てられ、熱にほだされたのか？　だったら私のほうが、あんな女の何百倍も甘い快楽をお前にくれてやれるぞ」

「いや、だから、そういう変な気持ちになったわけじゃなくて……」

「だったら何だというのだ？　見苦しい言い訳など聞きたくないぞ。私のそばにいる男なら、無ぶ様ざまな姿など晒すな」

「……わかったよ。また現れたとしても、今度は相手にしないから……そんなに怒るな」

「怒ってなどいないぞ。私は、シンタロウが私の意に反する行動をしていることに気分を悪くして、そのイライラを口にしているだけであって、怒ってなどは――」

「悪かったよ。次は、ちゃんとした態度を取るから」

　猫のイリスが来ている服の襟を掴つかんで持ち上げる。顔の高さまでくると、イリスは視線を合わせないようにつまらなそうに呟つぶやいた。

「シンタロウは、ああいう女が好きなのか？」

「え？　いや、好きってわけじゃないけど……」

「だったらどんな女が好みなのだ？」

「好みっていわれても……」

　真っ先に浮かんできたのは、おしとやかな和服美人である、姉の静しず華かだった。イリスもよく知っている相手なので、無難だからという意味もあり、慎しん太た郎ろうは静華の名前を挙げることにした。

「あえて言うなら、姉さんみたいな女性がいいけど……」

「シズカか？　シンタロウは、シズカのように大人おとなしい女が好きなのか？」

「大人しいじゃなくて、おしとやかっていうんだよ」

「そうか。シンタロウはそういう女を手ごまにして、自分好みに染め上げて可愛かわいがるのが好きなんだな」

「お前……そういうのは、もっと言葉を選べよ」

　聞いてるこっちが恥ずかしくなる。人間のときと同じで、どんな姿をしていようが、イリスの頭の中は基本的にピンク色をしていた。

　家に帰るために、イリスを肩に乗せる。

　小さな、聞こえるか聞こえないくらいの声で、猫は独ひとり言を呟いた。

「私のほうがいい女だぞ……」

　聞いてはいけない呟きのような気がしたから、慎太郎はあえて聞こえないふりをした。

　色々あったが、とりあえずこれで家に帰ることができる。

　一いつ色しきの名前に関する面倒はすべて受け入れている。そして、それに対するだけの覚悟もすでに持っていた。

　今気にしないといけないのは鳳おおとり大たい樹じゆって人と……………あとは、シノっていったっけ。

　名前を思い出すと、甘い匂においが甦よみがえってきた。

　なぜか、忘れられる自信がなかった。もう一度あの匂いを味わいたい。そして、もう一度あの女に触れたい。

　そんな、表には出せない感情があった。



    

  
    
      


２「一番は私だ」



　学校からの帰り道、慎しん太た郎ろうは同じ学校の少女と一緒に病院に来ていた。病院に来た理由はお見舞いで、相手は少女の妹だった。

　ベッドに座っている妹と、少女は楽しそうに談笑している。

　健康的で整った体つき。顔つきは端整で、若干気の強そうな瞳ひとみをしている。長めの髪を右側でまとめ、少女はたまにそれを手の甲で弾はじいていた。

　少女の名前は相そう馬ま香か澄すみ。慎太郎とは、近からず遠からず、友達のようでいて、そうでないようなややこしい関係である。

　香澄が笑顔を向けている相手は彼女の妹で名前は明あ日す香か。ちょうど、香澄を二回りくらい小さくしたような少女で、髪型は、同じように長い髪の毛を右側で一つにまとめているといったものだった。

　香澄に誘われる形で、慎太郎は明日香のお見舞いに来たわけだが、あまり会話には参加できていない。女の子同士が仲良しオーラを全開にして話し込んでいると、自然と男は遠ざけられていく。

　邪魔するのも悪いけど、このまま黙ったままでサヨウナラだったら、来た意味がないからなあ……

　機会を窺うかがっているのだが、これっぽっちもそれらしいチャンスはやってこない。大縄跳びの輪に入れない子供のように、慎太郎は行くと退ひくと繰り返していた。

「あ、ごめんね明日香。ちょっとお姉ちゃん、ジュースでも買ってくるから」

　妹との会話が途切れると、香澄は休憩を兼ねて席から立ち上がった。部屋を出ようとして、慎太郎のそばを通り抜ける。

「しばらく明日香と二人っきりだけど……変な気とか起こさないでよ」

　変質者でも見るような目で、きつい釘くぎを刺された。そんな心配をされることが、なんだか悲しい。

　香澄が部屋から出て行き、明日香と二人っきりになる。慎太郎と二人っきりになった明日香は、好奇心いっぱいの子猫のような顔で慎太郎を見ていた。

「あの、桐生きりゆうさん」

「うん？　なに？」

　話をして仲良くなるチャンスだと思い、慎太郎は明日香に近づく。慎太郎がそばに来ると、明日香は友達同士の内緒話といった具合で囁ささやきかけてきた。

「桐生さんは……お姉ちゃんとどこまで進んでるんですか？」

「え？」

　即答しにくい質問に、言葉が詰まる。

「お姉ちゃん、ああ見えても男の人とはあんまり縁がないみたいで、恋人の一人もいないみたいだから、私も妹として心配してたんです。でも、そこで桐生きりゆうさんみたいな人を連れてきて、やっとお姉ちゃんも恋とかするようになったのかなって思って……」

「いや、ああっと……明あ日す香かちゃん」

「お姉ちゃんって奥手で素直じゃないから、お付き合いしていくのは難しいと思うんですけど、その分やっぱり、女の子扱いされたら簡単に男の人を好きになっちゃうと思うんですよ。だから、桐生さんもお姉ちゃんの扱いに困ったときは、強引にキスでもしちゃったら簡単に大人おとなしくなると思いますよ」

　キラキラと眩まぶしい子供の笑顔で、明日香は姉の攻略法を語っている。可愛かわいらしい見た目に反して、ずいぶんとませているようだ。

「あのね、明日香ちゃん。キミがどんな風に思ってるのかは知らないけど、俺おれと相そう馬まはそういう関係じゃなくて……」

「じゃあどういう関係なんですか？　好きだったら少しでも早く、抱きしめたりとか、キスでもしちゃったほうがいいですよ。お姉ちゃんは純情ですから、それだけで桐生さんのものにできちゃうと思いますよ」

「ええっとね、元々、俺は相馬を自分のものにしようとかは思ってなくて……」

「じゃあどう思ってるんですか？」

「え？」

　報道記者に取り囲まれる有名人の気持ちがほんの少しわかったような気がする。きっと、話せば話すほど泥沼にはまっていく。

「どう思ってるって言われたら難しいけど、相馬は優しくていい子だから……」

「じゃあ早く力ずくで奪っちゃったほうがいいと思いますよ」

「いや、奪うっていう気は特にはなくて……第一、力ずくなんてことしたら、俺が相馬にぼこぼこにされるよ」

「お姉ちゃんは桐生さんに暴力を振るうんですか？」

「まあ、たまにだけど」

「それはきっと愛情表現ですよ。お姉ちゃんは恋愛経験のないツンデレですから、素直に桐生さんに甘えられないんですよ」

　ツンデレって……どこで憶おぼえてくるんだ、そういう言葉。

「だからその分、桐生さんのものにしたときの感動はひとしおだと思いますよ。ちょっと攻略しにくい部分はありますけど、私がサポートしてあげますから」

「そう？　それはちょっと、ありがたいけど……」

　あれ？　何でこんな話になってるんだ。

「どうですか桐生きりゆうさん。恋人にしちゃったら、お姉ちゃんはとっても可愛かわいい女の子だと思いますけど」

「恋人って言われても、俺おれはそういうのあんまり考えたことがないし……それにやっぱり、そのために殴られたりするのも辛つらいし」

「お姉ちゃんって、そんなに乱暴なんですか？」

「乱暴なんてもんじゃないよ。あれは傷害で訴えられてもおかしくないくらいのもので、俺も、自分でもよく我慢してるなって思ってて……」

　相手が子供ということもあり、ちょっと大げさに言ってしまった。



「ふーん。あたしってそんなに乱暴？」

　そんな陰口の罰が当たるのに、一秒もかからなかった。



「え？」

　振り返ると、紅茶の缶を三つ抱えた相そう馬ま香か澄すみが立っていた。中身はあったかい缶紅茶を持っているはずなのに、目は凍りつくように冷たい。

「ねえ？　どれくらいのことだったら乱暴にならないの？　あたし、そういうのよくわからないから教えてほしいんだけど」



    

  
    
      



    

  
    
      　嫌な汗が体中から噴き出す。犯行現場を見られた犯人は、きっとこんな気持ちだ。

「ええっと、多分、今相そう馬まが俺おれにしたいことをしたら、乱暴になると思うけど……」

「そう？　じゃあ、耳を掴つかんで引き千ち切ぎるのはやめてあげるわね」

　自分の耳を触る。別れが近いかもしれないと思うと、急に愛いとおしさが込み上げてきた。

「まあ待てよ。別に相馬のことを悪く言ってたわけじゃなくて、話の流れでそういう表現が必要になってきたから、仕方なく……」

「どういう流れだったら、私は乱暴だっていう表現が必要になるの？」

　研とぎ澄すました切っ先を突きつけるように、香か澄すみが慎しん太た郎ろうの目を覗のぞきこんでくる。その眼力の強さは、心臓の弱い人間だったらきっと殺せる。

「色々あって、ええっと、ハイエナの良さを語ろうと思ったら、まずは死肉に群むらがる習性から説明しないといけないみたいな感じで……」

「あたし、ハイエナじゃないけど」

「それはただの例たとえであって」

　そこで言い訳の時間は切れた。香澄は慎太郎の耳を引っ張ると、顔を近づけて至近距離で思いっきり、「わッ」という大きな声を上げた。

「だぁッ」

　反射的に立ち上がり、手の平で耳に風を送る。耳がキーンとして何も聞こえない。暴力ではないが、立派な傷害事件が発生した。

「ふん。隠れて人の悪口を言うのが悪いのよ。あたしだって、別に好きで暴力とか使ってるわけじゃないんだから」

「それは、よくわかってるけど……」

　耳が痛い。好き嫌いはともかくとして、たまには被害者の立場にも立ってほしい。

「ふふ。お姉ちゃんと桐生きりゆうさんは、やっぱり仲がいいんですね。私の思ったとおりで、嬉うれしいです」

　一部始終を眺めていた明あ日す香かが楽しそうに笑う。慎太郎としては多分にやるせない気持ちがあるのだが、明日香が笑っているということで、深くは気にしないことにした。





　お見舞いが終わり、慎太郎は香澄と並んで歩いて帰っていた。

　軽装の慎太郎と違い、香澄は布に入った木刀を携帯している。剣道部だからということもあるのだが、第一に護身として、香澄はできる限り木刀を持ち歩いていた。

　些さ細さいな行き違いから不幸な結果になってしまったこともあり、香澄の機嫌はあまりよくない。慎太郎の少し前を、不機嫌そうに歩いている。

　謝あやまったほうがいいのかな……でも、結果的に被害を受けたのは俺のわけだし……でも、結局は本人のいないところで、乱暴者だなんて言った俺おれが悪いわけだし……

　行くか退ひくかで悩んでいると、唐突に香か澄すみが振り返ってきた。

「ねえ、あたしはもうそんなに気にしてないんだから……そんな風にあんたが気にするのはやめてよ」

「え？」

「謝あやまろうかどうしようか悩んでる匂におい出しちゃって……そんな風に落ち込んでる匂い出されたら、あたしのほうが気にしちゃうじゃない」

　相そう馬ま香澄には特殊な力がある。

　心しん香こうと呼ばれる能力で、相手が発する匂いによって、大体だが相手の考えてることがわかるのだ。

「どうせ、明あ日す香かに何か言われてるうちに、そういうことを言っちゃう流れになっちゃったんでしょ。あの子って昔からそうなのよね。ずっと入院してて、遊びっていったら本を読むことばっかりだったら、いつの間にか、あんな風にませてる子になっちゃって……あたしもよく聞かれるのよ。恋人はいないのかとか、キスはしたの、とか……」

　なるほど。あれはあの子の性格というわけだったんだな。だったら、俺も適当に相手をしとけば……あれ？　それがわかってるのに、相馬は俺を怒ど鳴なったのか？　それってやっぱり、凄すごく理不尽で損をしてるような……

「なに？　何か失礼なこと思った？」

　猟りよう犬けんのような鋭い目で香澄が睨にらみつけてくる。

「い、いえ。まったくそういうことは……」

　思ったことが匂いに投影され、簡単に気持ちを見抜かれてしまう。陰口どころか、陰思いも香澄には通用しないようだ。

「……ふーん。ま、あたしは別に桐生きりゆうにどんな風に思われても気にしないんだけど」

　つまらなそうにそっぽを向く。言葉とは裏腹に、結構気にしてるようだ。

「明日香のためにも、あんたには頑張ってもらわないといけないんだから。あたしのことはどう思ってもいいけど……ちゃんと約束は守ってよ」

　すでに敗れ、権利こそ失っているが、香澄は一いつ色しきの戦いの参加者だった。どんな願いでも叶かなえることができると言われている一色の力で妹の病気を治すために、香澄は戦った。

　その、叶わなくなった願いを、今は慎しん太た郎ろうが背せ負おっている。だから、香澄のためにも、慎太郎は一色にならなければいけなかった。

「わかってるよ。相馬のためにも、俺は頑張るよ」

　いつの間にか振り返っていた香澄が、面白いものでも見るような目で慎太郎を見つめている。

「桐生……」

　小さなステップ、軽やかな歩調で微笑ほほえみながら近づくと、香か澄すみは慎しん太た郎ろうの首筋に鼻を寄せてきた。

「え、あ……そ、相そう馬ま？」

　クンクンと、犬のように鼻が鳴る。

「ねえ桐生きりゆう……何か、汗をかくようなことでもあった？」

「きょ、今日は体育があったけど……」

「そう。じゃあ、きっとそのせいね。今日はちょっといつもよりも匂においが……」

　香澄は両目を閉じて慎太郎の匂いを嗅かいでいる。本人としては、花の香りでも嗅いでいるような気分なのだろうが、体臭を嗅がれている慎太郎としてはかなり気恥ずかしい。

　突き放すわけにはいかないので、とりあえず微動だにせずにされるがままにしていた。

「駄目ね。やっぱり、男の子の匂いだと少し頭がぼうっとしてきちゃって――」

　顔を離して冷静になる香澄。往来で自分がしていた行為を少しずつ認識していくと、少しずつ顔が赤くなっていった。

「あ、ちょっ……なに言ってんのよ、あたし。男の子の匂いとか、そんなこと、こんな場所で……」

　しばらくオロオロしていると、香澄は急に慎太郎を睨にらみつけてきた。

「今のこと、全部忘れてッ」

　赤くなった顔で必死にお願いすると同時に、なぜか正せい拳けんが額ひたいに飛んできた。記憶を消すための実力行使だということに気づいたのは、目の前に浮かぶ星で何も考えられなくなってからだった。

「ああッ、ご、ごめん桐生。あのね、ええっとね……あ、あんたのことが嫌いで首から上が無くなっちゃえばいいって思って殴ったわけじゃなくて、あの……」

　すがるように謝あやまってくる姿から、悪意がないのは明白だった。だが、痛む額はそれ相応の文句を言ってやれと慎太郎に訴えかけてくる。

「あのさ、どんなつもりかは知らないけど……いきなり殴られる身にもなってほしくて……」

「ごめんね桐生。色んなこと考えて頭の中がパニックになったと思ったら体が勝手に動いちゃって……あんたを殴っちゃったことはしょうがないと思うんだけど……」

　しょうがなくはないだろ。

「それであんたに嫌われたら、あたしはともかく、明あ日す香かが困っちゃうから……一応、謝るけど……」

　できれば心を込めて謝ってほしい。

　口では謝るといった香澄だが、すぐに頭を下げたりはしない。気が強く、謝り慣れていないせいだろうか、香澄は謝る前に、謝り方を考え始めた。

　色々と模索した結果、一歩も退ひかないといった視線で慎太郎を見つめてくる。

「桐生きりゆう」

「なに？」

「もう、殴らないであげる」

「……そう。それは、ありがたいけど……」

　何か違うというのは、香か澄すみも感じたようだ。

「ああ違う。そうじゃなくてちゃんと言わないといけないことがあるのに……ああもう、何で上う手まくいかないんだろ」

　殴ってごめんと言ってくれれば、簡単に上手くいくと思うんだけど。

　変なことを口走り、火に油を注そそぐのも嫌なので、慎しん太た郎ろうは何も言わないことにした。

　殴られたせいで額ひたいが痛いわけだが、今のが香澄なりの謝罪だということで納得する。

　再び家への道を歩き出す。暴力に加えて不充分な謝罪ということもあり、香澄は少し離れて慎太郎の後に続いた。

　悪い子じゃないんだけど、相そう馬まはちょっと気が強いからな……あの猫もそうだけど、俺おれの周りの女の子って、何でこんな風に気の強い子が多いんだろ……

　どんな形にしろ、女性には守ってあげたくなるような弱さを持っていてほしい。自分の好みを確認する慎太郎の頭に、一人の女性の姿が思い浮かぶ。

　――その姿はなぜか、前日に出会ったシノという名前の女性だった。

　あれ？　何で俺、あの人のこと考えて……

　風に乗って、一人の女性の姿が頭に流れ込んでくる。そしてそれと共に、永遠に嗅かいでいたくなるような、甘く、刺激的な匂においも。

　慎太郎は立ち止まった。それに合わせて、香澄も足を止める。



　少し離れたところで、シノが慎太郎を待っているかのように立っていた。



「シノさん」

　無意識のうちに名前を呟つぶやくと同時に、強烈な欲求が心に湧わき上がってきた。

　あの甘い香りを、もっと嗅いでいたい……

「知り合い？」

　気を遣った風に、香澄が尋たずねてくる。慎太郎は答えることなく、シノに歩み寄った。

「あ、ちょっと桐生……」

　声をかけるが、呼び止めようとはしない。いや、正確にいえば、慎太郎は止まる気配を一切見せなかった。

「こんにちは。昨日の今日ですぐに会いに行くのは失礼かとも思ったんですけど、できることなら一刻も早くあなたに会いたかったから……」

　甘く漂ただよう香りと共に、何かが心の中に満ちていく。それは衝動のようなものに変わり、胸を食い破って外に出ようとする。

「昨日の申し出については、考えてくれましたか？」

「それだったら、俺おれはあんたの協力とかは必要ないって言ったと思うけど……」

「協力が要いらないんだったら、お傍そばに置いていただくだけでも結構です。私は王になるあなたのそばにいて、その力にかかわっていたいだけですから」

　甘い香りは強くなっていく。心に巣食い出した感情の色が、黒だということに気づいた。

「私は強い男の人が好きなんです。その力が大きければ大きいほど、その思いも増していきます。強いあなたが、弱い者達を押し潰つぶしていく姿を、私は見たいんです……あなたが望む全すべてのことを私はします。だから、あなたの傍に……」

　肌を寄せ、熱よりも感覚を強調した抱ほう擁ようをしてくるというのがわかった。だけど、わかっても拒絶する気持ちが湧わき上がってはこない。

　むしろ、この女がそうするのは当然だという気持ちが心にある。

「ちょ、ちょっとッ」

　シノの体が触れそうになった瞬間、香か澄すみが間に割って入ってきた。

　体の中に入ってこようとしたものが、光を浴びた影のように消えていく。普段の思考に戻ると、慎しん太た郎ろうは弾はじかれたようにシノの体から離れた。

　乱入者に対しても妖あやしく笑いかけるシノに、香澄は袋に包まれた木刀を向けて威い嚇かくする。

「なによあんた？　桐生きりゆうとはどんな関係かは知らないけど……こんな所で体を近づけようとして、バッカじゃないの？」

「ご迷惑でしたか？」

「あったりまえじゃない。ねえ桐生？」

　迷惑……そんな感情はまったくなかった。むしろ――

「ねえ桐生ッッ？」

　逆らうならぶん殴るぞという香澄の口く調ちようを前に、慎太郎は反射的に首を縦に振ってしまう。

　どうかしてた自分と、どうかしそうな自分を振り払い、毅き然ぜんとした態度でシノと接する。

「シノさん。あんたがどんな気持ちでそう言ってくれてるのかは知らないけど……悪いけど、俺のほうとしてはそういうことなんだ。あんたのことがよくわからない以上、俺はあんたに助けてもらうわけにはいかない。だから……」

　拒否されたのに気にすることなく、シノは笑みを浮かべている。笑顔を見てると喉のどが渇かわいてきた。何かを、なぜか、強烈に欲しがっている。

「そうですか？　それは残念です……でも、私もそれで諦あきらめるというつもりはありませんから」

「なに言ってんのよ。桐生きりゆうは、あんたになんか興味はないって……」

　香か澄すみを一切意に介することなく、シノは両手で慎しん太た郎ろうの手を握ってきた。温ぬくもりと柔らかさから、甘い何かが体に流れ込んでくる。体に、微弱な電流を流された気分だった。

「月が出て月が消えるまで。私はあなたを待っています。だからお願い……私が求める百分の一でいいから……あなたも、私を求めてほしい」

　情熱的、だけどわずかに潤うるんでいる瞳ひとみが、心と頭を縛り付けて離さない。誘惑されているのは簡単にわかる。だけどそれ以上に厄介なのが、誘惑されているのがわかっているのに、抵抗する気持ちが起こらないことだった。

　慎太郎が体験したことのない女性の魅力が、シノの中には存在している。目の前にあるその魅力を手放すことを、惜しいと思っている自分がいた。

「それじゃあ、伝えたいのはそれだけですから……失礼します」

　香りを残し、シノが立ち去っていく。

　足りない。もっと欲しい。胸の奥から、なぜかそんな声がした。

「……何なの、今の女？」

　警戒した様子で、香澄が慎太郎に尋たずねてくる。聞かれたことには全すべて答えてあげたいのだが、慎太郎もそこまで彼女のことを知っているわけではない。

「あの女の匂におい……最悪。桐生のこと、道具としか思ってないような感じだった」

　香澄が言うからには、その批評は見当外れなものではないだろう。だが、そう言われても嫌悪感は湧わいてこない。

　それでもいい。それでもいいから、だから……

「桐生？　あたしの話、ちゃんと聞いてる？」

　ぼうっとしそうだった意識が、軽い一言で呼び戻される。

「あ、えっと……何だっけ？」

「今の女は何なのって聞いてるのよ」

「今の人は――」

　隠す必要もなかったので、慎太郎は香澄に昨日のことを話すことにした。



「何それ？　襲っておいて力を貸したいって何なの？」

「さあ。それがわかれば、こっちとしてはもっと言いようがあるんだけど……」

「多分、あの女はあんたを利用して何かしてやろうって思ってるんだと思うけど……やっぱり、匂いと同じで最悪の女ね。自分の目的のために男に近づいて利用してやろうなんて、あたしが男だったら絶対に首の一つでも切り落として――」

　目的のために男を頼る。

　中身はかなり違うのだが、似たような話なら、慎太郎もよく知っている。

「な、なによッ。あたしはあんな女とは違って、あんたを利用しようなんて気持ちはこれっぽっちもなくて……」

　気づかぬうちに視線に出てしまったようだ。目が合うと、香か澄すみは必死になって弁明を始めた。

「べ、別に、あんたが死んでもあたしは困らないわけなんだから、あんたのことを利用してるわけなんかじゃなくて……あ、あたしのそれとあの女のそれは全然意味が違うんだから……………ああでも、よく考えたらやっぱり同じような気もするし……ああもう何なのよッ。何であんたと一緒だとこんな気持ちにばっかりなるの……やだ、もうっ……なんで上う手まくいかないんだろ」

　罪悪感から困り果てているようなので、慎しん太た郎ろうは心ばかりのフォローをしてあげることにした。

「大丈夫だよ。俺おれは、自分でやるって決めてそうしてるわけなんだから。相そう馬まに利用されてるなんて思ってないよ」

「桐生きりゆう……」

　妹のアドバイスどおり、相馬香澄という少女は男性に優しくされることに慣れていないようだ。何気ない一言に感動しているようで、少しずつ耳が赤くなっていった。

「も、もうッ。なによ。桐生の分際で格好つけないでよッ。バカッ」

　照れ隠しとして、また額ひたいを殴られた。首がガクンと曲がって、見た目よりもかなり痛かった。

「ああごめん桐生ッ。わざとじゃないのよ、ほんとだから……ええっと、ああっと……ご、ごめん」

　しおらしい態度で、今度は素直に謝あやまってきたので、慎太郎としては何の文句も言えなかった。





「そういえば、桐生の家に来るのって何度目だっけ？」

「三度目……くらいだったと思うけど」

「そうだったっけ？　なんだか、凄すごく仲がいいみたいで……ちょっと複雑」

　近くまで来たついでということで、香澄は慎太郎の家に寄っていくことになった。詳しく説明すると、さっきみたいな変な女が出るかもしれないということで、香澄が自主的に家までついてきたのだが、せっかくの善意を素そっ気けなく帰すというのも悪いと思い、慎太郎が香澄を家に誘ったのだ。

　慎太郎の家は、和風の庭園がある大きくて静かな屋敷で、年とし頃ごろの男女が盛り上がる場所としてはあまり相応ふさわしくはない。香澄もそれを知っているから、大した抵抗もなく家までついてくることにしたのだ。

　門をくぐって玄関までの道のりを進む。玄関にたどり着き、開けようと思った瞬間、我が家が抱えている爆弾の存在を思い出した。

　そういえば……あいつは、相そう馬まと話したことがないんだよな。気が強い二人だから、相性はそんなにいい感じはしないけど……

　かといって、憎しみ合っているわけでもない。式しき神がみの存在は香か澄すみも知っているわけなのだから、事情をちゃんと説明して、最悪の印象でも与えない限り、喧けん嘩かになるようなことはないだろう。

　慎しん太た郎ろうは自分の心配性を反省しつつ、玄関の戸を開けた。

「あう、あう、あう……ああ……あうぅ……」

　派手な金髪に、露出の多い黒いドレス。本人いわく、世界中の女を憤いきどおったまま死なせてしまうくらいの美を持った人間状態のイリスが、なぜか玄関で横になって悶もだえ苦しんでいた。

「な、何、この金髪女……」

　香澄の声には、突然現れた変で派手な女に対する嫌悪感がにじみ出ていた。

　外れるはずの予想が当たったといえばいいのか、派手な登場で第一印象は最悪になったようだ。

「あ、お帰りなさい。慎太郎」

　慎太郎が帰ってきたことに気づき、悶え苦しんでいるイリスの横で正座をしている静しず華かが頭を下げてくる。イリスが苦しんでいる事情を知っているようで、静華の態度は落ち着き払ったものだった。

「た、ただいま……あの、姉さん。問題がなければ、この状況の説明をしてほしいんですけど」

　悶え苦しむイリスが、必死の態度で間に入ってくる。

「シ、シズカ……何も言うではないぞ……こ、こんな醜しゆう態たいを晒さらして、このままでいられるわけが……は、はぅッ。うう、駄目だ。話すのも辛つらい……あうぅ」

　苦しむイリスの必死のお願いだったわけだが、静華は慎太郎の意思を優先して、この状況の説明をしてくれた。

「苦しんではいらっしゃいますが、そんなに心配する必要はありません。慣れない正座をして、足が痺しびれていらっしゃるだけですから」

「正座、ですか」

　何でこいつが正座を？　しかも、わざわざ人間の姿をしてまで。

　生まれたての疑問に、静華が答える。

「何でも、イリス様は私と同じことをしたかったようなのですが……そこはやはり、日々の積み重ねというものがありますから」

「足が痺しびれて苦しんでるってことですか」

「あうぅ……こら、シズカ。私の許しもなく、勝手に私のことを話すな……私は、シズカの真ま似ねをしようとしたわけではなく、私のほうがシズカよりも――」

　苦しんでいるイリスと目が合う。半分泣いているようだが気の強さは健在で、慎しん太た郎ろうと目が合うと、プイっと目をそらした。

　だが、どんなに気丈に振る舞っても、足の痺れだけはどうしようもない。

「あう、あう、はう……うう、誰だれか私を丁重に助けろ……」

「よろしいのですか？」

　命令を受け、静しず華かがそっとイリスの体に触れる。体中に電流が流れたように、イリスの顔は更に泣きそうなものに変わった。

「あッ、こら、駄目だ……私の許しもなく、私の体に触るな……足が、足がぁ……」

　見ていて哀あわれになるくらい、威厳も尊厳もない悲しい姿だった。

「無理するなよ。お前が姉さんみたいなことしたって、姉さんに勝てるわけが――」



『シンタロウは、シズカのように大人おとなしい女が好きなのか？』

『私のほうがいい女だぞ……』



　前日に言われた言葉を思い出した。

　何となく、突然の奇行の見当がつく。

　この子は自力で、自分の魅力を慎太郎に気づかせようとしたのだろう。

　苦しんでいるイリスを見ていると、自然と笑いがこぼれてきてしまった。

「……負けず嫌いだな、お前は」

　悪戯いたずら心ごころを出し、指先でイリスの痺れている足を突つつく。泣きそうな顔のまま、イリスはビクンと体をばたつかせた。

「う、うう……シンタロゥ……許さんぞ。男のお前は、許可なく私の体に触れるなと言ってあるであろうが……それに今は、そんなこと関係なく、あうぅぅ……誰か助けて……」

　喘あえぎながら、説得力のない文句を口にする彼女を、少し可愛かわいいと思った。

　ったく。相変わらず変な奴やつだな。

　悪くはない気分でイリスを眺めていると、すぐ後ろに存在する強烈な気配を思い出した。

「ねえ、誰よこの女」

　不機嫌そうに問い詰めてくる香か澄すみに何て言おうか。それを考えると、気持ちが重くなってきた。





「で、あそこで偉そうに構えてる女は何なの？」

　香か澄すみと向かい合うように、慎しん太た郎ろうは座っていた。自室なのに楽な気持ちになれない。なぜかわからないが重たい空気の中、慎太郎は正座で座り、その正面で香澄も同じように正座をしている。

　香澄はやや前のめりの姿勢で、隙すきがあったら噛かみついてきそうな雰ふん囲い気き。対して慎太郎は、肩を丸めて小さくなっていた。

　少し離れて、話の主役であるイリスがいる。こちらはもう正座をしたくないようで、慎太郎の勉強机の椅い子すに足を組んで座り、退屈そうに二人の会話を窺うかがっていた。

「いや、誰だれだって言われたら、相そう馬まも前に一度会ってると思うけど……」

「会ってる？　冗談言わないでよ。あんな派手な女、一度見たら忘れるわけが……」

　言葉を詰まらせ、何かを思い出そうとしている。一応、意識の片隅に姿かたちくらいはあるようだ。

「思い出した？」

　慎太郎が聞くと、香澄は一瞬だけイリスに視線を送った。

「そういえば……前にあんたと色々あったとき、あの女が出てきたような……」

　色々あったとき。

　真剣を向けられ殺されかけたときなのだが、香澄にとっては、色々の一言で片付けられる思い出のようだ。

「そうだよ。彼女が、そのときの女の子で……」

　ギッと、射抜くような視線が向けられる。もしかして、今、怒られているのだろうか。

「なによそれ？　前に聞いたときは、あの女とは別に関係ないみたいなこと言ってたじゃない？」

「それはまあ、そっちのほうが話が膨らまないで楽そうだと思ったから……」

「はッ？　なにそれ？　本当に本気で、そんな理由であたしを誤ご魔ま化かそうとしたの？　誤魔化そうとして、その程度の言葉しか思いつかなかったの？　そんな言葉で誤魔化せるって本気で思ってたの？　あたしのこと、バカにしてるの？」

「いや、バカにはしてないけど……実際に誤魔化せたわけなんだから」

「やっぱりバカにしてるじゃない。桐生きりゆうのくせして」

　叫ぶ、というよりは吼ほえると、香澄は体ごとそっぽを向けてしまった。

　段々と思ってきたのだが、何でこんな言い訳じみたことを言わないといけないのだろう。変に誤魔化そうとして無駄にややこしくしてるから、面倒なことになっているんだということに気づいた慎太郎は、隠す相手でもないので、本当のことを説明することにした。

「あのさ、相馬……相馬だったらわかってくれると思うけど」

「わかるわけないじゃない。あんなやらしい格好してる金髪女と一緒に住んでる男の気持ちなんか。あたしは、あんたと違って清純なんだから」

「いやそういうことじゃなくて……あいつは、俺おれの式しき神がみなんだよ」

「式神？」

　体はそっぽを向いたまま、首だけがこちらを向く。見返り美人と呼ばれる姿勢で、ちょっとだけ可愛かわいく見えた。

「なによそれ……式神って、動物の姿をしてるもんじゃないの？」

「普段はあいつも猫の姿をしてるんだけど、たまに人間の姿に戻って、なんていうか、自由に青春を謳おう歌かしてるっていうのか……」

　寝起きにからかわれたことを思い出す。ああいうピンク色の青春とは、あまり付き合いたくない。

「……嘘うそつくなら、もっとマシな嘘ついたら。ルカが人間になってるところなんて、あたしは見たことないし……」

「え？　あいつは、人間にならないのか？」

「ならないわよ。なれるって話も、聞いたことないし」

　ルカというのは、香か澄すみについている狐きつねの式神のことだ。紳士的で堂々としている立派な狐で、うちの猫と交換できるものなら、してほしいと思うほどの相手である。

　すでに戦いに敗れ、一いつ色しきになる権利を失っている香澄だが、ルカという式神だけは権利を失った後も変わらずにそばにいるらしい。

　詳しい説明を受けたことがないのでその理由は知らないが、いつかまた必要となるときがくるので、最低でも一色を決める戦いが終わるまでは、式神は参加者のそばにいるようだった。

「桐生きりゆうはそうやってすぐにばれる嘘であたしを騙だまそうとするんだ……ふーん。あっそ。だったら、明あ日す香かのこともあるから、あたしも騙されてあげてもいいかなって思うけど……知ってる？　嘘ついたら、針を千本飲むか、舌を引っこ抜かれないと許してもらえないんだって。桐生は、どっちのほうが好みなのかしらね」

「……コラって言いながら、頭を軽く叩たたいて許してくれるのが好みだけど」

　香澄の体がこちらを向く。軽くとは程遠い、稲妻のような鉄てつ拳けんが頭に落ちてきた。

「これでコラって言えばいいんでしょ。バーカ」

　そしてまたそっぽを向く。

　嘘なんて一言もついておらず、よく考えたら文句の一つも言われる覚えがないのに……

　理不尽な運命に落ち込む慎しん太た郎ろうに、更に受難は続く。

「おいコラ娘。私の許可なく、私のシンタロウに手を上げるとはどういうつもりだ？」

　最も恐れていた事態。イリスが、突っ込まなくていい首を突っ込んできた。

「まあ待て、お前が話に入ってくると色々とややこしいことになるから」

「シンタロウ……黙ってろッ」

　生で肉を食いちぎる肉食獣のような目で睨にらまれる。

　その迫力が凄すごかったから、慎しん太た郎ろうは更に体を小さくして、小さな声で「はい」と答えるだけだった。

　肉食獣と対たい峙じできるのは肉食獣しかいない。一歩も引かないという気持ちを見せ、香か澄すみはイリスと向き合った。

　座っていた椅い子すからイリスが立ち上がる。腕を組んで香澄を見る姿は、まさに見下すといったところだ。

「おい娘。先ほどからの話を私も聞いていたが、シンタロウは嘘うそなど一切言っていないぞ。お前のそばにいるあの者と私は、同じ世界から来た同じ世界の人間だ。普段は仕方なく無ぶ様ざまなか弱い動物の姿を晒さらしているが、こちらの姿のほうが真実であり、本当の私なのだ。お前のそばにいるあの者が、どうしてお前に人の姿を見せぬのかは知らんが、あの者にも人としての姿はある。それがわかったら、シンタロウを殴ったことを私に詫わび、さっさとこの場から立ち去れ」

　私に詫びって……謝あやまるなら、殴られた俺おれだと思うんだけど。

「あの者って、ルカのこと？」

「名前など知らん。とにかく、お前のそばに別の世界から来たという、王を目指す者がいるであろう。その者のことだ。わかったら、服を脱いで誠心誠意私に詫びろ」

「な、何で服を脱がないといけないのよ……意味わかんない」

　胸に手を当て恥ずかしがる香澄を見て、慎太郎は「まったくだ」と思った。

「別の世界から来た、王様を目指してる……ルカは、王様には興味がないみたいだったけど、確かに、そういうことを言ってた……」

「ふっふっふ。わかったであろう。お前が何を理由にして、シンタロウに対して馴なれ馴なれしい態度を取ってるのかは知らんが、シンタロウは私のものなのだぞ。私の許可なく触れることはもちろん、視界に入れることも許さん」

「わ、私のものってどういうことよ……桐生きりゆうはものじゃないんだから、別に誰だれが所有してるとかはないわけだし……そ、そもそも、あんたと桐生の関係って、一いつ色しきになるために必要だっていうだけのものでしょ。だったら、そんな偉そうに言う権利なんて……」

「ふふ。何も知らぬというのは哀あわれを越えて惨みじめなものだな。私とシンタロウの関係がそのように些さ細さいで薄っぺらいものだと思っているのか？　なあシンタロウ」

　自分の体に触れるように気軽に、イリスが慎太郎の肩に手を乗せてくる。最初は普通の顔をしていたが、段々と顔が赤くなり、最後は叫びだしたいのを我慢しているような顔で、手を離した。

「ふう、この部屋は少し暑いな。シンタロウ、私が暑がっているのだから、これからは気をつけろよ」

　手の平で風を起こし、イリスが自分を扇あおぐ。香か澄すみの手前、男に触れたら緊張するという体質を隠し、しっかりと威厳を保ったようだ。

「な、なによ……薄っぺらな関係じゃないって……あ、あたしだって桐生きりゆうとは……」

　唇を尖とがらせ、拗すねたような様子で、香澄が慎しん太た郎ろうを見つめる。そんな風に見つめられても、助けてあげることはできない。

「うん？　なんだ？　あたしとシンタロウがどうしたというのだ？　お前とシンタロウの関係など所しよ詮せんその程度であろうが。それに比べて私とシンタロウは……」

　自慢げに語っていた口が止まる。少し考えた後、イリスは文句でもありそうな目で慎太郎を睨にらんできた。そんな風に睨まれても、どうしていいのかわからない。

「まあいい。とにかく、シンタロウは私のもので、私はシンタロウのものなのだ。そういう関係だといえばわかるであろう。わかったのならば、私以上にシンタロウに可愛かわいがられようなどという感情は持つな。持ったら、言葉にはできぬほどの思いをさせてやるからな」

「なによ？　なにする気？　そんな脅おどしで、あたしがビビるとでも……」

「文句を言うのなら、こういう思いをさせてやる」

　不意に、イリスが左の手の平で香澄の視界を封じる。反射的にその手を弾はじき落とそうとした香澄の隙すきを突き、イリスは右手の中指で、香澄の唇をそっとなぞった。

「きゃんッ」

　吹き飛ばされたかのように、勢いよく香澄があとずさる。腕を組んだまま、イリスは満足げにその様子を眺めていた。

「な、な、な……何すんのよ。あんた……」

　壁を背にして、香澄は怯おびえている。殴られるや脅されるよりも、効果のある一撃だったようだ。

「ふっふっふ。わかったか？　女の心を操ることなど、風に揺れる落ち葉を掴つかむことよりも簡単なことなのだ。お前が私のシンタロウにちょっかいを出そうというのなら、それ相応の報むくいを見せてやるぞ。朝も昼も夜もなく、呪のろいのように私のことしか考えられない体にしてやろうか？」

　笑う顔には悪意と愉ゆ悦えつが満ち溢あふれている。

　小悪魔……いいや、あれは大悪魔だ。恐ろしい、あいつが平気で男に触れる体質だったら、今いま頃ごろ俺おれは何をされていたか……

　イリスに欠点を与えた神に、慎太郎は人知れず感謝していた。

「ちょ、き、桐生……」

　大ダメージを受けた香澄が、子犬のような態度で慎太郎のそばに寄ってくる。気の強い香か澄すみをここまで追い込む技術が恐ろしい。

「ねえ、何なのよあの女。あの女普通じゃないし、まともでもない。あたしをからかおうとか、弄もてあそんでやろうっていうのじゃなくて……あの女、本気であたしを自分のものにしてやりたいっていう匂においを出してて……何なのあの女？」

　その言葉を聞いて、イリスの笑顔に秘められた愉ゆ悦えつの色が増していく。

「ふふ。小生意気な娘だと思ったが、中々私好みの反応を見せるではないか。その反応をもっと見せるというのであれば、私もそれなりにお前を可愛かわいがってやるぞ」

「う、うぅ……」

　相そう馬まが怯おびえている。よかった、俺おれは女じゃなくて。

「よし、これで私とお前の格付けは済んだな。いいか。お前がどんな風に思おうが、シンタロウは私のものなのだから、シンタロウの意思の決定権は私にあるのだ。その私が、私以外の女を可愛がることは許さんと言っているのだから、お前は黙ってそれを受け入れていろ。それでも、シンタロウに対して何かちょっかいを出したいというのなら、偉大で寛大な私だ。それなりの条件を飲めば、多少の恩おん赦しやはくれてやるぞ」

「な、なによ。条件って……」

「そうだな。私の足でも舐なめろ」

　イリスお得意の頭のおかしな命令が炸さく裂れつする。

「あ、足を舐めろって……」

「できんのであれば、シンタロウに擦り寄るような哀あわれな真ま似ねはやめるのだな。どうする？　やるというのであれば、たまにだが私のシンタロウを貸してやってもよいぞ」

「そ、そんなことできるわけ……」

　頭の中で何かが閃ひらめいたような顔をする香澄。何度か慎しん太た郎ろうとイリスを見比べると、突然、観念したように口を開いた。

「いいわよ。別に、桐生きりゆうのことをどうにかしたいってわけじゃないけど、そうすればもうあんたがうるさい口を出さないって言うんだったら……」

「え？　お、おい。相馬……」

　呼び止める慎太郎を無視して、イリスとの距離を詰める。

「ふふ、中々いい心がけではないか娘。お前の言葉と覚悟がどの程度か見てやる。ほら、舐めろ」

　舐めろって……真顔で何てセリフを言うんだ、こいつは……

　若干イリスに引きながらも、慎太郎は黙って二人の様子を見守った。

　イリスが足を差し出す。正座したままの香澄は、宝物でも受け取るようにその足を手に取った。

　な、なんだか変な光景だな……

　自然と胸が高鳴ってくる。もしも本当に香か澄すみが足を舐なめたらと思ったら、慎しん太た郎ろうも気が気ではない。

　しかし、そこはあの相そう馬ま香澄だ。黙ってイリスの足を取ると、手の平を握り拳げん骨こつを作り、「えい」っと掛け声を出してイリスの脛すねを殴った。

「いたーいッ」

　すぐさま差し出した足を引っこ抜いて、イリスは殴られた箇所を撫なで始める。

「な、何をするかこの娘ッ。私の体を殴るなど、天に唾つばを吐くほどの愚行だぞ。もう許さんぞッ。多少の慈じ愛あいを出し、貴様を可愛かわいがってやろうと思った私が間違っていた。貴様のような者は、死ぬよりも辛つらい辱はずかしめを与えて身も心も叩たたき潰つぶしてやるッ」

「上等よ。やるって言うんだったら受けてたってやるから、かかってくれば」

　売り言葉に買い言葉で、香澄は立ち上がってイリスと顔をつき合わせた。

「ちょ、二人とも……」

　慌あわてて慎太郎も立ち上がる。女の子同士なのだから、つかみ合って喧けん嘩かするところなど見たくない。

「こっちも上等というものだ。貴様ごときには耐えられぬ辱めをくれてやる」

　開口一番、イリスは香澄の頬ほおをつねって横に引っ張り出した。

「え？」と、慎太郎が興きようざめするのも仕方ない。どうやらこれが、イリスの言う死ぬよりも辛つらい辱はずかしめのようだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「ふふ。心と言葉遣いに似合った無ぶ様ざまな顔になったではないか。お前はそっちのほうが似合っているから、そのままでいたらどう……ふがっ」

　負けじと、香か澄すみもイリスの頬ほおを引っ張る。

「き、きしゃま……私に対する二度の非礼……許さんぞッ」

　残った手で、残った頬を引っ張るイリス。それに合わせ、香澄もイリスの頬を両手で引っ張る。

　ええっと……止めなきゃいけないんだよ。でも、どうやって止めたら……

　女同士の意地が狭い室内で交錯している。止めに入ったら、引き千ち切ぎれんばかりに自分の頬を引っ張られそうだったので、慎しん太た郎ろうはアタフタと周りをうろつくことしかできなかった。





　結局、イリスと香澄の喧けん嘩かを止めたのは静しず華かだった。

　言い争う声を聞き、様子を窺うかがいに来た静華の注意を、最初は二人とも適当に聞き流していた。だが、段々と、小さくても深みのある声は重みを増していき、最後は二人とも正座で静華に怒られることになってしまった。

　姉である静華の説教を、慎太郎は何度も体験したことがある。反論の仕様がない絶対的な正義を見せ、相手の間違いを自覚させてから認めさせる。その流れには一寸の隙すきもなく、逆に隙を見せたら徹頭徹尾根元までねじ伏せられる。それを知っているから、慎太郎は静華に説教を受ける二人に多少同情もした。まあ、自業自得なのであくまでも多少なのだが。

　喧嘩をしていたときとは同一人物とは思えないほど落ち込んだ顔で、香澄は自分の靴を履はいた。身のこなしに淀よどみはないが、覇気もない。吐く息はすべてため息に変わってしまいそうな顔だ。

「そんなに落ち込むなよ。怒られることは誰だれにだってあるし、同じことして、また怒られなきゃいいだけなんだから」

「うん……それは、わかってるけど……あたし、あんたのお姉さんとはほぼ初対面なのに……あんな格好悪いところ見せて、あんな風に、情けないくらい怒られちゃって……」

　怒られて頭が冷めたことで、醜悪だった自分の姿を思い出したのだろう。

　意地の張り合いが発展した姿は、本来の自分とはかけ離れたもので、少し離れて客観的に見たら情けないものだ。気の強い性格をしている香澄としては、そんな自分を認めるのは中々辛いのだろう。

「何でだろう……あんたのお姉さんが言ったとおり、あんな風に興奮して取り乱す必要なんてなかったのに……なんか、あいつがあんたのことで色々と挑発してきたら、冷静でいられなくなって……あーあ、やだな。何で上う手まくいかないんだろ」

「誰だれにだって失敗はあるって。俺おれとしては、あんな風に取り乱す相そう馬まも新鮮でよかったけど」

「桐生きりゆう……やめてよ。よかったっていうの。あたしは、あんたに褒ほめられても嬉うれしくなんてないし……」

　照れた様子で顔を逸そらす。その仕草も、また新鮮に見えた。

「じゃあ、帰るわね。何か、迷惑かけるためだけに来たって感じになっちゃったけど……今度来る機会があったら、絶対に迷惑はかけないから」

　唇を尖とがらせ、若干面白くなさそうに香か澄すみが呟つぶやく。

「あのさ……また、桐生の家に行ってもいい？」

「それは別にいいけど……いいのか？　いつ来ても、またあいつがいると思うけど」

「だから行くのよ。あの女があんたと一緒に家にいると面白くないから、邪魔してやるの」

「……そう。それは相馬の自由だと思うけど……また姉さんに怒られても知らないぞ」

「それは……まあ、気をつけるわよ。じゃあ、桐生も色々気をつけてね」

「ああ、それじゃあ」

　玄関を出て行こうとする前、香澄はスカートを翻ひるがえして戻ってくると、慎しん太た郎ろうの首筋に鼻を添えて匂においを嗅かいでいった。

　何度かされた行為なのだが、予告もない不意打ちだったので、慎太郎は照れた。

「じゃあね桐生」

　そして微笑ほほえみながら、香澄は出て行った。一緒にいると台風のようだった子は、去り際だけはそよ風のようだった。

　香澄が鼻を近づけた付近を触る。汗で変な臭いがしていないか、ちょっと心配だった。

「シンタロウ……」

「え……うわッ」

　声がしたので振り返ると、廊下の曲がり角で、服を着た猫が何ともいえない顔でこちらを見ていた。目にはどんよりとした暗い色が灯ともっており、化け猫というのはこういうものをいうんだろうと勝手な想像をさせる。

「な、何してんだよお前。そんなところでそんな顔して……ほら、部屋に戻るぞ」

　襟を掴つかんで体を持ち上げる。粗末に扱われても反抗はせず、不気味な静けさを漂ただよわせている。

「見たぞシンタロウ……あの娘に顔を近づけられ、ずいぶんと嬉しそうではないか。なんだ、首筋に唇を押し付けて吸われ、跡でもつけられていたのか」

「な、生々しい表現するなよ……違うって。匂いを嗅がれてただけだから」

「ふんっ。そんなのどっちでもいい。人生で奇跡的に失敗を犯し、私が怒られて落ち込んでいたのに、お前はあのような娘と戯たわむれて……ふんっ。シンタロウも偉くなったものだな。私と出会った頃ころは、道端で小銭を集める浮浪者だったくせに」

「今のところ、一秒も浮浪者だった経験はないけど」

「ふんっ。そんなの、どっちでもいい……私が怒られたのだぞ。私のそばにいる男だったら、私の機嫌を伺うかがうためにもすぐに姿を現して慰なぐさめるべきではないのか？」

「慰める必要があるほど落ち込んでたのか？」

「数秒間ほど落ち込んだぞッ。嫌なことや気に入らないことは一瞬で頭から消し去るこの私が、数秒間もシズカの言葉を思い出して落ち込んだのだぞ。太陽が空から消え去るくらいの大問題であろうが。お前は速すみやかに私のそばに来て、私を元気付ける必要があったのではないのか？」

「たった数秒だろ。だったら、別に放ほうっておいても……」

「アホかお前は。数秒でも一瞬でも、私が落ち込んでいるのだから時間などどうでもいいであろうが。それなのにお前は、私よりも先にあの娘の様子を窺うかがうような真ま似ねをして……」

「それは、相そう馬まがもう帰るっていうから見送りにいこうと思って」

「全すべての元凶はあの女なのだぞ。あの女が身の程もわきまえずに私のものにちょっかいを出そうとするから、私は所有者として注意していただけなのに……うう、それも理解せずに私を怒ったシズカも悪いのだ。あの娘もシズカもシンタロウも、みんな嫌いだ。ふんっ。足を滑すべらせて崖がけから落ちて、運良く助かって喜んでいるところに石が落ちてきて潰つぶれてしまえばいいのだ……」

　機嫌が悪い姿は見慣れたものだが、今度のはいつもとは性質が違うようだ。怒りの節ふし々ぶしにねたみが入っている怒り方は、若干いつものイリスとは違う。

「どうしたんだよ？　そんな風にいつまでも怒ってるのは、お前らしくないぞ。怒りやすいけど冷めやすいが、お前の魅力だろ」

「そんなもの魅力にしたことがあるか……別に、シンタロウが私を最高に丁寧に扱わないから私は機嫌を損そこねているのであって……好きで怒ったことなど一度もあるものか」

　語尾が少し嫌味っぽい。このまま放っておくと、長引いて面倒なことになりそうだ。

「悪かったよ。いつものあれやってやるから、機嫌を直してくれ」

　服を持たれ宙ちゆう吊づりの猫の顎あごを撫なでてやる。この猫はこれがお気に入りで、どんなに機嫌が悪くてもこれ一発で機嫌が直るのだが……

「ふん。なんだ、これをやられて私はいつものように喜べばいいのか？　だったら喜んでやるぞ。あはーん、うふーん、はいはい、気持ちいい気持ちいい……どうだ、これで満足か？」

　な、何だこいつ。人がせっかく機嫌を直してやろうとしてるのに……

　怒りに任せてポイっと外に捨ててやろうと思ったが、そこは大人おとな気げないのでやめておく。代わりに、大人おとなとして真しん摯しに猫と話をしてやることにした。

「どうしたんだよ？　いつもだったら、これで機嫌を直してくれるだろ」

「ふん。今日はいつもより機嫌が悪いだけだ」

「だから何でだよ？　相そう馬まと喧けん嘩かしたからって、いつまでも根に持つ性格でもないだろうし……」

　襟首を持たれて不機嫌そうに、イリスは小さな声で呟つぶやいた。

「何で、あんな娘を家に連れてきたのだ？」

「何でって……それは、近くまで来たついでで、色々と世話になってる部分もあるから」

「何で、あの娘と私が言い争ってるとき、シンタロウは私の味方をしてくれなかったのだ？」

「それは、離れて見てて、どっちが悪いって感じもしなかったから」

　最高につまらなそうに、イリスが呟く。

「私だったら、シンタロウが間違っていたとしても、シンタロウの味方をしたぞ」

「……」

　そう言われたら、返す言葉が見つけられない。

「気に入らんぞ……私だけが、シンタロウを特別扱いしているみたいだ。私は、こっちの世界で最も頼れる……違う、頼らざるを得ない相手がお前だから、お前をそれなりに可愛かわいがってやっているだけなのに……お前は私をちっとも可愛がろうとはしない。私は他に選択肢がないから、仕方なくお前を一番にしてやっているのに……お前は、私を……」

　理由を知ったら、たわいもないことのような気がしてくる。結局は、負けず嫌いだということのようだ。

「一番とか、二番とか、人と付き合うのに順番をつける必要なんてないだろ」

「ふん。そんなもの知るか……私は、一番じゃないと気に入らん」

　だらーんと脱力した猫の体はいつもより重い。このまま重たい体をぶら下げているのも大変なので、慎しん太た郎ろうは適当に相手をしてイリスの機嫌を直してやることにした。

「大丈夫だよ。口には出さないけど、お前が一番だから」

　嘘うそも方便。そんな気持ちで口にした一言だった。

「……」

　黙ってそれを聞いていた猫。心なしか、腕に感じる重さが減ってきたような気がする。

「シンタロウ……」

「何だよ？」

「そうやってあからさまに媚こびを売っても、私はお前を寵ちよう愛あいなどしてやらんぞ」

　言葉とは裏腹に、態度は嬉うれしそうだ。器用に体を捻ひねって、襟を掴つかむ慎太郎の手に顔を擦りつけようとしてくる。

「シンタロウ、シンタロウ。特別に私を可愛かわいがり、甘やかすことを許してやるぞ。ほら、わかったらさっさと撫なでろ。じゃないと、噛かむぞ」

「はいはい。わかりましたよ」

　命令どおり、イリスの顎あごを撫でてやる。さっきの反応とは天と地ほど違い、くすぐったそうに体を躍らせ、甘い声を出してくる。

「やぁん……シンタロウ……いいぞ、気持ちいいぞ。もっと優しくしてくれたら……もっと甘い声が出てしまいそうだ……あっ、ふん……ふみゃあ……シンタロウ、もっと」

　聞いているこっちが赤面しそうな声を聞きながら、慎しん太た郎ろうは猫の機嫌が直るまで、適当に顎を撫で続けてやった。

　機嫌が直るのはいいが……何度聞いても、この声は慣れないな。高くて可愛い声出して……何だか、やらしいことでもしてるような気分に……

　瞬間、なぜか一人の女性の姿を思い出した。

「きゃふ。それも、きもちいい……シンタロウ。どんどん、お前は上達していく……？　シンタロウ？」

　なぜか、窓から外の景色を見ていた。窓なんて開いてない。気になるものなど、どこにも存在していない。

「……匂においだ。甘い……あの匂いがする」

「匂い？」

　クンクンと、猫が自分の体を匂う。

「甘い匂いなど何もしないぞ。確かに、人間に戻ったときの私は甘い匂いをかもし出す美人かもしれんが、猫のときは猫の匂いしか……」

　呼んでる。

　なぜか、そんな気がした。

「シンタロウ……おいッ、シンタロウッ」

　すぐ近くの声が、飛んでいきそうだった意識を呼び戻した。

「あ、ああ……何だったっけ？」

「何だったっけではないであろう。シンタロウの一番である私が相手をしてやっているのだぞ。心臓を貫つらぬかれて即死したとしても、生き返って私の相手をしろ」

「あ、ああ。ごめん……」

　鼻を突く匂い。心を惑わす不思議な感覚。考えるつもりがなくても、頭の中ではあの女性の姿が妖あやしく舞っていた。

　あの人に会いたい……そして、もっと……

　体の端っこで生まれた感覚が満たされない欲求に形を変えて、体の隅々まで行き渡ろうとしていた。

　外を眺める。

　すでに暗くなった景色が、風に吹かれてわずかに揺れていた。





　真夜中、喉のどが渇かわいて目が覚めた。

　時間は何時なのかわからない。辺りの暗さから、夜が深いということはわかった。

　窓からは月明かりが差し込んでいた。淡く蒼あおい月の光。誰だれかと交わした、約束があるような気がした。

　……こんな時間に起きたって、何もすることなんか……

　すぐそばに置いている土ど鍋なべの中には、服を着た猫が丸くなって眠っていた。いい夢を見ているようで、顔つきは幸せそのものといったところだ。

　喋しやべらなかったら、可愛かわいい奴やつなのにな……

　そんな幸せそうな顔にほだされるように、慎しん太た郎ろうは猫の体を優しく撫なでてあげた。

　甘い香りが鼻をかすった。

　するとフラッシュバックのように、シノの顔が頭に浮かんできた。

　喉の渇きが増していく。なぜか渇きは、潤いとは違う別の何かを求めてきた。

　外は、明るいみたいだな……

　不意に、月の明かりに誘われているような気がした。こんな時間に目を覚ましたのも何かの縁だと思い、慎太郎は上着を一枚だけ羽は織おり、散歩に出かけることにした。

　思った以上に外は明るかった。

　肌に触る風もあまり冷たくない。

　夜の世界というよりは、幻想的な夢の世界にいるような錯覚を覚えた。



「シノさん……」



　家の近くにある小さな公園のそばを通る。こんな時間なのに、見知った顔がそこにはあった。そして、わずかに会えたことを喜んでいる自分もいる。

　大きな弓を小こ脇わきに置き、小さなブランコに座っていたシノは、慎太郎の姿を確認すると笑顔を浮かべて立ち上がり、そばに歩み寄ってきた。何度か見せた妖あやしさを漂ただよわせる笑顔とは違う。迎えに来た親を見つけた子供のような、無防備な笑顔を向けてきた。

　会いたいといっていたのは嘘うそではなかったんだ。

　その笑顔は、そんな気持ちにさせる。

「こんばんは。本当に会いに来てくれたんですね、嬉うれしいです」

「いや、会いにきたつもりはないけど……」

　笑顔のまま、逃がさないように慎しん太た郎ろうの瞳ひとみを覗のぞき込んでくる。そして両手で慎太郎の手を掴つかむと、もう何も言えなくなってしまった。

「よかったら、座って話をしませんか？　せっかくあなたが会いに来てくれたんだから、このまますぐにさよならなんてしたくないです」

「……いや、俺おれは……」

「駄目、ですか？　ここなら、誰だれも邪魔なんてしないと思うんですけど……」

　甘えるような声こわ音ねと共に、甘い香りが届けられる。この香りが駄目だった。これを嗅かいでしまうと、考えるのが面倒になってくる。

　話をするくらいなら問題ないだろうと自分を納得させ、慎太郎はシノの相手をすることにした。

「じゃあ、少しだけでいいなら」

　手を握るシノの力が強くなる。

「ありがとうございます。だったら、あなたが後でこの時間を後悔しないように、一生懸命頑張ります」

　潤うるんだ瞳で両目を見つめながら、手にこもる熱と力を強めていく。どうやら彼女は、自分の感情を態度で素直に表現するタイプの女性のようだ。

　横に並ぶ形で、二人はベンチに腰を下ろした。誰もいない夜の公園に二人っきり。月明かりの下で密会している錯覚を覚える。

　シノは握り締しめていた手を離すと、今度は慎太郎の太ももに手を添えてきた。合わせてくる瞳は絶対に逸そらそうとはしない。愛し合っている恋人同士のようなスキンシップを、シノは繰り返してくる。

「何から話しますか？　話さないといけないことはないですけど、私はできる限りあなたとお話がしたいです。私のことをたくさん知ってほしいですし、あなたのこともたくさん知りたい。もう二度とないかもしれないこの時間を、大切にしたいんです」

「……ずいぶんと積極的ですけど……できれば、そうやって体を触ってくるのはやめてくれませんか」

「体？」

　なぜかシノは不思議そうな顔をした。そんな顔で慎太郎の太ももに添えていた自身の手を確認すると、シノは申し訳なさそうにその手を離した。

「ああ、ごめんなさい。嘘うそみたいに聞こえるかもしれませんけど、無意識なんです。私、人と話をするときに、相手の体に触れてしまう癖があって……不愉快にさせたんなら謝あやまります。ごめんなさい」

「謝ってもらう必要はないですけど……ちょっと、気になって話に集中できないから」

「そうですね。これからは気をつけます」

　瞳ひとみを見つめながら謝あやまった矢先、シノはまた慎しん太た郎ろうの太ももを触ってきた。同時に今度は、片手で手を握ってくる。

　謝った直後の行為で、冗談にしては性た質ちが悪いのだが、本人にその気配は一切感じられない。どうやら本人が言ったとおり、無意識でやっていることのようだ。

「あの……ええっと……」

　慎太郎が言いにくそうに視線を送ると、シノは自身の失敗を悔くいるような顔をして手を放した。

　その顔が今まで見てきたシノの表情と違い可愛かわいらしいもので、慎太郎はドキっとしてしまった。

「ごめんなさい……気をつけると言ったのは嘘うそではないんですけど……失敗ですね」

「いや、あの……気をつけてください……」

　こんな風に何度も、女性に体を触られるのは初めてのことだ。失敗を悔いているシノ以上に、慎太郎のほうが照れていた。

　シノの体越しに、立てかけてある大きな弓が目に入る。緊張を誤ご魔ま化かすために、慎太郎はその弓に話題を振った。

「あの弓、大きなものですけど……いつも持ち歩いてるんですか？」

「弓、ですか？　そうですね。不都合が生じるような場所でなければ、大体いつもそばに置いておくようにしてます」

　自分の弓を確認するため、シノの瞳がそちらに向けられる。しつこく合わせてこようとする視線が逸それたのはその一瞬だけで、弓を確認すると、シノは再び慎太郎の目を見つめてきた。そしてまた、手を握ってくる。

　注意しても無駄だと思った慎太郎は、手くらいならと思い、黙ってされるがままでいることにした。

「あの弓、矢はないんですか？　俺おれに向けて撃ってきたのは、青く光ってる、変な矢でしたけど……」

　前日に向けられた矢を思い出す。従来のものとは違う矢だというのは、一目でわかるものだった。

「ああ、あれですか。実際に見たあなたであれば、説明する必要はないと思いますけど……あれは、普通の矢とは違っているものなんです」

　残っているシノの手が、慎太郎の太ももに触れてくる。ここまでなら我慢できるが、この先に行くようだったら、また注意するつもりだった。

「どう違うんですか？」

「一言で言ってしまえば魔術です」

「魔術？」

「はい。世界を理解して、世界に触れ、世界を使用する術。あの弓には魔術による特殊な細工がしてあって、あの矢は、それによって作り出されたものなんです。だから、普通のものとは見た目も中身も、だいぶ違ったものになっています」

　魔術……聞きなれない単語に、慎しん太た郎ろうの顔色が変わる。だが、胸を襲う感覚が、一瞬で意識の全すべてを持っていった。

　太ももに添えられていたシノの手が、いつの間にか慎太郎の胸へと移動していた。添えられているだけならまだ我慢できたのだが、軽く動かし撫なでてくるので、意識せずにはいられない。

「あの、シノさん……」

「？」

　事態を理解していない顔で、シノが自分の手の位置を確認する。ベタベタと相手に触れていた事実を認識すると、シノは申し訳なさそうに体から手を放した。

「ごめんなさい……私としては、注意してたつもりなんですけど」

「気を、つけてくださいね……」

「はい。胸に刻んでおきます」

　注意を受けてシュンとする姿が異様に可愛かわいく見える。面と向かって話をしてみないと、相手のことはわからないものだ。

　この一連の会話を通じて、慎太郎のシノに対する警戒心はかなり薄れていった。

　何度も体を触られたせいだろうか。むしろ、親しみのような感情すらある。

「お話が途中でしたね。とにかく、私は魔術というものを使っています。使いこなせば便利なものなんですけど……便利なものだからこそ、そう簡単に扱うことはできません」

　目を見つめたまま、今度は慎太郎の腕を握ってきた。注意してもキリがないので、この程度のことはもう気にしないことにした。

「私には魔術を使うだけの才能がありませんでした。だから、体に魔術式という特殊な紋様を刻んで、魔術を使える体にしているんです」

「魔術式、ですか？」

「はい。お見せしてもいいんですけど……ここで裸になるのはちょっと抵抗があるので、許してもらってもいいですか？」

「は、はい。それは、もちろん……」

　このボディタッチに加えて裸体を晒さらされるということになれば、慎太郎としても正気でいられる自信がない。

　丁重に断る慎太郎を見て、シノは軽く微笑ほほえんだ。もちろん体には触れたままで、見つめてくる瞳ひとみも逸そらしたりはしない。

「ですが、元々持っていないものを身につけるには、それなりの代償があるものでして……私は魔術の代わりに、あるものを失いました」

「あるもの？」

「はい。体に触れないという約束を破って申し訳ないんですけど、あなたの手をお借りしますね」

「え？」

　言った瞬間、今度ははっきりとした意思を持って、シノが両手で慎しん太た郎ろうの手を握ってくる。そして前日のように、シノはその手を自分の胸を持っていった。前日と違うのは、着ているシャツの間に手を入れさせ、直接胸を触らせているということ。

「ちょッ、ちょッ……シノ、さん……」

　伝わってくる感覚はダイレクトで逃れようがなく、頭の先から足のつま先まで、慎太郎はそのことしか考えられなくなった。

「どんな感じですか？　よかったら聞かせてください」

「ど、どんな感じって……」

　触ってはいけないところを触ってしまうような気がして、手を動かすこともできない。どんな感じかと聞かれても、緊張で感覚を確認するような余裕もなく、仮に確認できたとしても、この感覚を形容する言葉は思いつかない。

「あなたがどんな気持ちを抱いているのかはわかりませんが、何か、感じるものはありますよね。私には、それがないんです……」

「……」

　胸に直接手を当てている相手と、正面きって見つめ合うというのは変な感じだった。だが、シノから発せられる甘い匂においが体に入ると、それも気にならなくなってしまう。彼女の言葉の全すべてが、自分にとって必要なもののように思えた。

「普通に触れる際の感覚はあります。だけど、それが異性とのものになると駄目なんです。性的な興奮を伴ともなう感覚……魔術を使えるようになった代償として、私はそれを失いました。だから、私の胸に触れるあなたの手がどんな動きをしたとしても、私は何も感じません。胸を触られている程度の認識しか、私は持てないんです」

　見つめこんでくる瞳ひとみには悲しさがあった。何かを手に入れるために何かを失った。その切なさが、瞳から流れ込んでくる。

「どうして、そこまでして魔術なんかを……」

「力が欲しかったんです。私の思い通りになるだけの力が。だから、そのためには、少しの感覚なんてなくなっても良かったんです。でも、そうやって覚悟していても、いざ代償を前にしたら悲しくなるものですね。仮にこの手が好きな人の手だったとしても、私は何も感じない。好きな人が一生懸命私を愛そうとしてくれても、私はそれにどう応こたえていいのかわからない。それを思うと、申し訳なくて悲しくなります」

　初めて、シノは自分から瞳ひとみを逸そらした。その仕草と浮かべる表情を見ていると、堪たまらない気持ちになってくる。守ってあげたいという気持ちが、心の底から湧わき上がってきていた。

　追い討ちをかけるように、甘い香りが体に入り込んでくる。強く意識を持っていないと、どんな行動に出るか自分でもわからなくなってきた。

「何で、力が欲しいんですか？　そこまでして、シノさんがやりたいことって……」

「それは、あなたが一いつ色しきになったら説明しようと思います」

　胸に押し付けていた手を放す。心残りがあったが、本人がそうするのであれば、従うしかない。

「いつか……あなたが一色になったとき、私とあなたが、目的を説明できる関係であったらいいですね」

　シノの笑顔を直視すると、甘い匂においが鼻び腔こうをくすぐってきた。

　衝動的だった。襲い掛かりたくなった感覚をどうにかして沈め、できる限り優しく、慎しん太た郎ろうはシノの体を抱きしめた。

「あっ……あまり、強くは抱きしめないでください。何をされても構いませんけど、痛いのは好きじゃないですから」

「ご、ごめんなさい……それより、一つ、聞いてもいいですか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「どうぞ？」

「俺おれが一いつ色しきになったら、シノさんの望みというのは叶かなうんですか？」

「はい。そうです。だから、私はあなたに協力したいんです」

　シノという女性が欲しい。

　湧わき上がってくるそんな感情を、何とかして抑える。

「わかりました。じゃあ、俺は……あなたの、ために……」

　発する言葉は、あくまでも普段の慎しん太た郎ろうのものだった。だけど、心の声の色は、いつもよりも黒かった。

　甘い香りが体中に染み渡っていく。もう、これがあれば他には何もいらないような気がした。

「ありがとうございます」

　服の中に手を入れて、直接背中を触るようにして抱き締しめ返してくる。触れられた箇所に、弱い電気が流れていく。その痺しびれは、説明するまでもなく心ここ地ちよい。

「よかったです。私は、あなたを選んで」

　抱きしめているので、顔はよく見えない。ただ、嬉うれしさとは別の感情を持ってシノが笑ったような気がした。



    

  
    
      


３「死に至る甘い毒」



　目が覚めると、体が少し重かった。べとつくように不愉快な感じが体中にまとわりついてくる。何か変な感じだった。朝が弱いというわけではなく、むしろ目覚めはいいほうなのに、体が気分よく起きてくれない。

　最近の目覚めは、ずっとこの調子だった。

　両手で頬ほおを軽く叩たたき、意識をしっかりさせようとする。手の平から、軽く女性の匂においがした。

　部屋の外に気配を感じる。見ると、黒いドレスを着た派手な金髪の少女が、そうっと部屋の襖ふすまを開けようとしていた。

「おっ。何だ、起きていたのか。つまらんぞシンタロウ。お前が起きるときは私の魅力にのた打ち回るときだと決まっているのに……」

「そんな決まりを作ったつもりはないけど……何だよ？　また朝から俺をからかいに来たのか？」

「からかうとは心外だな。目が潰つぶれるほどの最高の美を、お前に叩きつけてやろうと思っているだけだ」

「……そう。それは、朝から迷惑な話で」

「迷惑とは何だッ。美しさが持つ魅力ではなく、直接的な力でお前の目を潰つぶしてやるぞ」

　なぜだろう。いつも以上に、今日のやり取りは面倒くさく感じた。

　イリスと、他の誰だれかを無意識に比べてしまっている。

「あっそ。できるんだったら勝手にやればいいさ。それより、着替えたいから出て行ってくれないか」

「むっ。シンタロウのくせして私を邪魔者扱いするつもりか。そんなのは許さんぞ。私が邪魔だというのなら、お前のほうが出て行けばいいであろう」

　鬱うつ陶とうしいな……どこか、いってくれないかな。

　いつもと同じ光景のはずなのに、なぜかそんな感情が湧わき上がってくる。そんな気持ちを押し留とどめ、慎しん太た郎ろうは冷静に声を発する。

「そっか……じゃあ、俺おれが出て行くから、お前はここにいれば」

　そう言って立ち上がり、部屋を出て行くそぶりを見せる。イリスにとっては意外な反応だったようで、慎太郎が立ち上がると驚いた顔をした。

「お、何だシンタロウ……今日のお前は聞きわけがよすぎて気持ち悪いぞ。私に従い、捨てられるその日まで寵ちよう愛あいを受けたいという気持ちはわかるが……そんな風に媚こびているだけでは、私に簡単に飽きられてしまうぞ」

「じゃあ、飽きたらいいさ」

　イリスの横を通り、慎太郎が部屋を出て行こうとする。男の体に触れたら緊張してしまう体質のイリスは、体に触れないように服を掴つかんで慎太郎を呼び止めた。

「おい待てシンタロウ。お前、最近おかしいぞ」

「……」

　鳳おおとり大たい樹じゆという人間と出会ってから、数日が過ぎていた。その間、一いつ色しきの名前に関することで特に進展はない。そのせいでというわけではないが、不思議と、慎太郎は鬱うつ憤ぷんが溜たまったような気分で日々を過ごしていた。

「私がお前を可愛かわいがってやろうと思っても、前のように面白い反応は見せんし、私の話も満足に聞こうとはせん。まあ、その点は待たされるだけの日々を送っているからということで納得してやってもいいが……お前、最近夜中にどこへ出かけているのだ？」

　夜中。出かける。

　浮かんでくるのは、隙すきがあれば体に触れてこようとする癖を持った、シノという名前の女性であった。

　夜中に彼女と話をした日から数日。慎太郎は夜になると、毎日のように彼女に会いに出かけていた。だが、特に変わったことはしていない。ただ、普通の話を普通にするだけで、それ以上のことは何も行っていない。

　夜中になって彼女の甘い匂においが思い出されると、どうしても会いたくなるから、慎しん太た郎ろうは毎夜シノに会いに行っていた。

「夜中にどこかに出かけたかと思えば、そのまましばらく帰ってこない。どこに行って何をしようがお前の勝手だが、どこに行って何をしているのかを知る権利くらいは私にもあるのではないか？」

「権利？　何でそんなものが、お前にあるんだよ」

「むっ。そんなのは決まっているだろうが。お前は私のものなのだから、お前がどこに行って何をしているのか、私は知っておく必要が……」

「別に対した用事があって出かけてるわけじゃないよ。ただ、ちょっと外に出たい気分になるから外に出てるだけで……その辺は、別にどうでもいいだろ。何でもかんでも、お前に報告しないといけないってわけじゃないし」

「シ、シンタロウ……」

　寂さびしげな声が響く。散々偉そうにしておいて、今更そんな声を出されても対処に困る。

「何だ。そんなことを言うのはお前らしくないぞ。私に対する無礼な態度は前からあったものだが……その突き放すような態度は何だ？　私のシンタロウなのだから、最後は私が納得するように話を持っていくのが筋というものではないのか」

　憤ふん慨がいした態度で自分の言いたいことを流りゆう暢ちように並べ立てる。

　こちらの都合を一切気にしないイリスの性格が、今日はなぜかいつもよりも鼻についた。

　あの人なら……シノさんだったら、こんな面倒くさいことは言ってこないのに。

　あの人だったら、もっと遠慮気味に近づいてこようとするのに……

　気がつけば、イリスとシノを比べてしまっている。

「そういうルールを持つのはお前の勝手だけど、俺おれにそれを押し付けるのはやめてくれ」

　腕を振り、服を掴つかんでいる手を引き離す。手が離れた瞬間、イリスは小さく「あっ」と言った。

「シンタロウ……ふんっ。お前がそんな態度を見せるというのなら、私もお前の相手などしてやらん。せいぜい一人でのた打ち回って苦しめ」

「あっそ……」

　会話の全すべてが面倒くさかった。イリスを置き去りにして、慎太郎は逃げるように部屋を出て行く。

「シンタロウのアホー」

　最後に、精一杯に感じられるイリスの悪態が聞こえた。





　学校に行かなければいけないのに、そんな気分にはならなかった。

　何かおかしな感覚が体中に広がっていて、それが不思議な倦けん怠たい感かんと渇かわきになって体を支配しようとしている。

　何かが足りないのは何となくわかった。だけど、その何かがわからない。

　ぼんやりとした気持ちのまま、慎しん太た郎ろうは学校に向かうことなく、適当に街中を歩き回っていた。



「おはようございます。いい天気ですね。散歩をするには、ぴったりの日です」

　いつの間にか、彼女は目の前に立っていた。



「シノ、さん……」

　大きな弓を携たずさえ、真正面からこちらの瞳ひとみを見つめてくる。癖になりそうな甘い匂においを漂ただよわせ、親しげに近寄ってくると、シノは躊ちゆう躇ちよすることなく慎太郎の手を両手で握り締しめた。

「どうしたんですか？　何か、悩んでいるように見えますけど……よかったら、相談に乗りますよ」

「いや、別に悩んでるってわけじゃないけど……」

　手の平から優しい体温が伝わってくる。シノは慎太郎の両目を見つめたまま横に移動すると、恋人のように腕を組んできた。

「あの……恥ずかしいから、あんまりくっつかないでほしいんですけど……」

　言葉に強い拒絶を込めることができなかった。頭のどこかで、こうやって触れ合っていることを素直に喜んでいる。

「？　……くっつかないでと言われましても……」

　一瞬よくわからない顔を浮かべたシノだが、あらためて慎太郎との距離を確認すると、失敗したことを心から悔くやんでいる表情を見せて慎太郎から離れていった。

「ごめんなさい……これは、あなたから何度も指摘されてきたことなのに……本当に無意識なんです。だから、あまり怒らないでください。気分を悪くしたんだったら、謝あやまりますから」

「謝る必要はないですよ。ただ、気をつけてほしいなって思っただけですから」

「そうですか。じゃあ、これからは気をつけます。ごめんなさい」

　失敗を認め謝るまで、シノは一秒も慎太郎から目を逸そらすことがなかった。あまりにも情熱的に見つめ続けられ、最終的に目を逸らしたのは、謝られた慎太郎のほうだった。

　この人は、俺おれのことが好きなのかな……だから、わざとじゃないふりをして体を触ってきたり、こんな風に見つめてきたりして……

　都合のいい想像だというのはよくわかっていた。だが、こんな風にスキンシップを重ねてしまうと、嫌でもそう思ってしまう。気がつけば心に住み着いてきて、少しずつだけど確実に、シノはその占有率を高くしていこうとしている。

　それを意識すると、自然と慎しん太た郎ろうもまんざらではない気分になってきた。

『シンタロウのアホー』

　突とつ如じよ何の脈絡もなく、金髪の少女のことが頭に浮かんでくる。今は関係ないと頭を振り、必死になって考えないようにした。

「……あの、シノさんは何でここに？」

　余計なことを考えないために、会話に集中することにする。話題を振られたシノは、嬉うれしそうな様子を見せた。無論、こちらの瞳ひとみを見つめようとする行為をやめたりはしない。

「私ですか。私は、ここに来ればあなたに会えると思ってましたから、ここに来ただけです。そして思っていた通り、あなたに会えました。ふふ。これも運命なんですかね」

　匂においと同じかそれ以上の、甘い笑顔。

　一分も経たてばすぐに約束を忘れるシノは、またしても慎太郎の手を握ってきた。だが、口で言っても無駄だというのがわかっていたので、慎太郎は何も言わなかった。

「それで、あなたはどうしてこんなところに来たんですか？　その服装から察するに、今は学校に向かう時間だと思うんですけど」

「いえ、それは、あの……」

「よかったら聞かせてください。私は、あなたに助けてもらう立場の人間なんですから。あなたが困っているときは、同じように私もあなたを助けてあげたい」

「……」

　無意識といった様子で、シノが横に立つ。さっきの再現のように腕を組んでこようとしたが、今度はすんでのところで思い止とどまり、離れていった。

「あの……する立場の私がこんなことを言うのもおかしいと思うかもしれませんけど、できれば、こうなる前に注意してもらえませんか？　何度も何度も、同じ失敗を繰り返すのは、さすがに恥ずかしいですから」

　照れているときだけは、合わせている視線を外そうとする。この、心を無防備にしている状態が、無性に可愛かわいく見えてしまう。

　距離を取ると同時に、握っていた手も離す。口ではこう言っているが、少しすれば、また体に触れてこようとすることだろう。

「話を逸そらしてごめんなさい。それで、あなたの悩みはどういうものなんですか？」

「悩みって……いうほどのものじゃないですけど」

「どの程度のことでもいいです。聞かせてください」

　瞳を見つめられると、真剣に自分のことを考えてくれていると思えた。

　甘い匂いが体に入ってくる。零こぼれ落ちるように、慎太郎はシノに心情を吐と露ろしていた。

「何だか……モヤモヤしてるんです」

「モヤモヤですか？　それは、どうしてです？」

「さあ。それは自分でもよくわからなくて……何だか、物足りないっていうか。満たされてないっていうか……何か、しないといけないことがあるのに、それをしていないような気がして……」

「心当たりはないんですか？　その、しなくてはいけないことというものに」

「心当たりですか……」

　黒い感情が湧わき上がってきたような気がした。

　そんな感情を抱く理由なんて、どこにも、これっぽっちもないのに……

「私には、何となくわかるような気がします」

「……」

「あなたはきっと、戦うことに飢えているんだと思いますよ」

「飢えている？　俺おれが？　そんなこと……」

「ありえないと言い切れるんですか？　あなたは、一いつ色しきという王様になろうとしている人なんですよ。戦うことを、嫌悪するようなタイプの人間じゃないのは間違いないです」

「……でも、俺は別に好きで戦ってるわけじゃあ……」

「好きではないんでしょうね。でも、好きになりかけているんですよ。知っていますか？　王様と呼ばれる人は全員、勝ち続けても満たされないほどに、勝ちに飢えている人なんですよ」

「……」

「王様の本質はそういうものです。信頼されている。尊敬されている。愛されている。そんなものは全すべて、存在を正当化するために後からつけられたものです。王様は戦って勝ち続けたから、王様になれたんです。決して、目的があったわけではないと思うんですよ。勝ち続けていたら、いつの間にか王様と呼ばれるようになった。ただ、それだけの話です」

　反論しようとする思考の間に、甘い匂においが割って入ってきて邪魔をする。体の中に入ってくる言葉は、服についたシミのように、取れずに広がっていくような気がした。

「あなたが満たされていない理由は、とても簡単なものだと思います。勝てばいいんですよ。勝って、自分が王様に相応ふさわしい人間だということを周りに認めさせて、自分で納得すればいいんです。そうすれば、少なくとも今よりは満足した感覚を味わえると思いますよ」

　言いたいことを言うと、シノは当然のように慎しん太た郎ろうの手を握ってきた。触れてきた感覚はいつもとは違う。背筋があわ立つような、官能的な感覚が体を突き抜けていった。

「でも……俺が、戦う相手なんか……」

「いるじゃないですか。同じ、王様になろうと思っている人間が。その人と戦って勝てばいいんですよ。そうすればあなたは満足できるし、私の目的も叶かなって……いいことずくめだと思いますけど」

　鳳おおとり大たい樹じゆ。

　そうだ。いつになるかはわからないけど、あの人とはいつか戦わないといけないんだ。

　だったら、早いほうがいい。少しでも早いほうが、この渇かわきを満たすことができて……俺おれは……

　どの瞬間で、それが確定したのかはわからない。

　いつの間にか、戦う事が自分を満たす唯一の方法だと慎しん太た郎ろうは信じるようになっていた。

「だけど、あの人とはまだ戦う用意が……」

「そんなものがいるんですか？　一いつ色しきになる戦いにルールはないと聞いてますけど」

　シノの言うとおりだった。

　一応、管理人のような人間がいるが、特に強制力のようなものは持っていない。

　それに、その管理人本人が言っていた。

　戦いたければ、好きにすればいいと。

「恐こわがらないでください。あなたは、戦うことを恐れるような人じゃないですし……それに、私のために戦うと言ってくれたあの夜の約束を、嘘うそだったと思いたくないですから」

　柔らかい女性の体が、全身で包み込むように、慎太郎の体に触れてくる。

　拒絶するような気持ちは一切起こらない。むしろ、そんなことよりも、これから戦いが始まるかもしれないと思うと、喉のどが渇いてきて、体が高揚していく。

　黒い感情が大きくなっていく。

　シノが言っていたとおりの自分が、自分の中で大きくなっていくのがわかった。

　誰だれかと戦いたい。そして勝ちたいと、もう一人の自分が強く求めている。

「私も、できる限りの手助けはしますよ。だから、都合さえつくのであれば、今からでも……あ、ごめんなさい」

　突とつ如じよとして顔色を変え、恋人のように体に触れていたことをシノは謝罪する。

「駄目ですねやっぱり。異性と触れ合ったときの感覚がないというのは……気がついたら、馴なれ馴なれしくあなたに触れちゃってて……」

「いいですよ。そんなことは。それよりも……」

　触れていたことを謝あやまっている顔は、プレゼントを貰もらったような嬉うれしそうな顔に変わった。

「はい。わかってますよ。行きましょう……あなた」

　長年寄り添った妻のような声こわ音ねだった。

　この人がいれば、自分は大丈夫のような気がした。

　この人がいれば、自分は戦っていけるような気がした。

　心の中に、いつの間にか住み着いていたシノという女性は、いつの間にかそばにいてほしい女性になっていた。

　他の望みは全部いらない。

　ただ、彼女の望みだけを叶かなえてあげたい。

　今は小さくても、いつか必ずその気持ちは大きくなる。そんな気がした。





　近くまで行くと、慎しん太た郎ろうは手当たり次第にあの男を探した。途中、よくわからないことを言って、力で邪魔をしようとする人間もいた。

　仕方がないからと自分を納得させ、慎太郎はそういう人間を力で排除した。

　多少の罪悪感があったが、それらは全すべてシノがそばで言葉を囁ささやいて消してくれた。

　その度に癒いやされ、その度に満たされていった。

　そしてそれを繰り返す度に確信していった。

　自分は、戦って勝つことが好きなんだと。

　その気持ちがもっと味わいたくて、慎太郎は暴れるようにあの男を探した。

　どれだけそんな時間を積み重ねたのかはわからない。この程度の相手では絶対に満ち足りないと気づき始めた頃ころ、その男は姿を現した。

「人探しはもっと目立たないようにやるもんだ。じゃないと、相手が逃げちまうだろ」

　派手な登場で、大型のリッターバイクに乗っている。その後ろには、フルフェイスのヘルメットを被かぶった少女が乗っていた。

　男は、余裕溢あふれる堂々とした態度だった。それが、無性に気に入らなかった。

　場所は、上に線路が走る高架下。不良の溜たまり場になっているようで、至る所の壁に、スプレーでの落書きがあった。

　そばにいるのはシノだけ。さっきまで相手をしていた人間は、気づけば逃げ出していなくなっていた。

　目的の相手がやっと見つかった。

　黒いレザーのジャケット。オールバックの髪。決して外そうとしないサングラス。

　鳳おおとり大たい樹じゆが、やっと姿を現してくれた。

「確か、桐生きりゆう慎太郎だったな。何が目的なのかは知らないが、俺おれは男に呼び出されて喜ぶような趣味はないぜ」

「そんなの……わかってますよ」

「わかってるんだったら性た質ちが悪いな。高いぜ。俺を呼び出した代償は」

　鳳がバイクから降りる。後ろに乗っている少女も、それに続いて降りてきた。

「オ、オオトリ殿。お手数なのは承知で、恥を忍んでお願い申し上げたいのですが……これを取るのに、力を貸してはいただけないでしょうか？」

　少女の見た目は、小学生の低学年といったところだった。

　服装が若干変わっており、セーラー服のように見えて少し違う。少女が着るのを意識した軍服といった感じで、可愛かわいらしさの中に格式と礼式があった。その証拠に、胸には勲章のような物がいくつかついている。

「力を入れてろよ。首から上が取れても、俺おれはくっつけてやれないからな」

「はい。覚悟はできていますので、よろしくお願いいたします」

　体を硬くする少女のヘルメットを掴つかみ、勢いよく引っこ抜く。出てきた顔は、体格どおりの可愛らしい少女の顔だった。

　縦にロールがかかっている髪の毛を左右でまとめている。瞳ひとみは大きく宝石のように輝いており、真面目まじめな性格が一目でわかるほど強い光を持って真まっ直すぐ前を見つめている。軍服に身を包んだ軍人ごっこをしている真面目な少女。それがその少女に抱いた印象だった。

「ありがとうございます、オオトリ殿」

「ああ。首が取れなくてよかったな」

　一連のやり取りが終わり、二人の視線がこちらを向く。自然体で立っている鳳おおとりとは対照的に、真面目そうな少女はその見た目の通り、腕を後ろに組んだビシッとした真っ直ぐな姿勢で立っていた。

「ティトは下がっててくれ。女を守りながら戦うっていうのも悪くないが、何かがあったときの責任は取れないからな」

「はい。了解しました」



    

  
    
      



    

  
    
      　鳳おおとりの指図を受け、ティトと呼ばれた少女は少し離れたところに立ち位置を変えた。

　ティトという名前には聞き覚えがあった。初めて会ったときの記憶が確かなら、鳳のそばにいた喋しやべる子犬がそんな名前だったはずだ。

「その子が、あんたの式しき神がみですか？」

「ああ。お前のそばにいるその女は……そうじゃないみたいだな」

「わかるんですか？」

「ああ。それは、心を許した男のそばにいる女の顔じゃない。どっちかっていうと……自分にできる戦いをしようっていう、女の顔だ」

　自分にできる戦い。

　鳳が言っていることは的まとを射ていると思った。シノはシノで目的がある。そのために、彼女は慎しん太た郎ろうのそばにいるのだから。

「突然気持ちが変わったのには、理由があるのか？　前に見たときの感じだと、考えナシにスピードを上げて事故るって感じの奴やつじゃなかったがな」

　戦いを挑んできた理由を聞かれる。それを聞かれると答えに困るというのが、本音でもあった。

「理由なんか別にどうでもいいじゃないですか。どうせいつかは、やり合うことになるんですから」

「そのいつかをもう少し待てば……戦わなくても済むかもしれないんだぜ」

「……どういうことですか？」

「場合によったら、俺おれはさっさと身を引こうと思ってる。その、場合ってやつが、まだはっきりしてないだけさ」

　大切な部分がぼかされていて話の全体像が理解できないが、要点はかろうじてわかる。

　要は、少し待てば鳳は戦いをやめるかもしれないということを言っているようだ。

　だったら、ここで俺が無理して戦わなくても……

　静かな声でもう一人の自分が囁ささやいてくる。それを遮さえぎるように、声と甘い匂においが体に入ってくる。

「守ってもらう立場の私がこんなことを言ってごめんなさい……私は、あなたに戦ってほしいです。私のために戦ってくれるっていうあなたの言葉を信じたいから……あなたさえよければ、ここで……」

　瞳ひとみを見つめながら、手を握ってくるのはいつものことだった。ただ、今回はそれに加えて、甘えるような仕草もしてくる。

　軽く麻ま痺ひした思考は、多くを考えようとはしなかった。

　戦うことを望んでいる少女がいる。その子の為に、今は戦いたいという気持ちになった。

「お前にはお前の事情があるってわけか……まあいい。やるからには相手になってやるが、一つ聞いてもいいか？」

「何ですか？」

「何でお前は王になりたいんだ？　あんなものには、何の価値もないぞ」

　なぜ……

　思い出そうとしたら、頭が痛くなってきた。

　そうだ。何で俺おれは、王になりたいなんて……

　肩に触れる細い指。吐息のような声が、耳元で囁ささやかれる。

「あなたは強い人です。だから、私のような弱い人のために戦ってくれるんです。それを誇りに思って……そして、王になってください」

　そして、甘い香りに包まれる。頭に走った軽い痛みを振りほどくと、なぜか目の前の男が急激に憎くなってきた。

「そんなの、あんたには関係ないじゃないですか……俺がどうして王になろうかなんて、あんたには何の関係ない。だから、あんたに説明する義務なんて……」

「……ふっ。事情はよく知らないが、今のお前は格好悪いな。教えてやる。男は、女の前で格好つけられなくなったら、もう男じゃないんだ」

「うるさい。そんなの、今は関係……」

　一歩、二歩、散歩に出かけるような感じで間合いを詰めてくると、突とつ如じよとして鳳おおとりは強烈な前まえ蹴げりを放ってきた。

　腕を組んでその蹴りを防ぐ。貫つらぬく衝撃は、後ろに跳ぶことで緩和した。

「話してる最中じゃないですか……」

「その前に喧けん嘩かの途中だ。何か言いたいんだったら、後にしてくれ」

　唐突と、だけど必然的に、二人の戦いは始まった。

　白はく稜りようの王と呼ばれている男には風格があった。構えのない、ただ突っ立っているだけのような姿勢でも、安易に近づくことを許さない。

　慎しん太た郎ろうは相手の攻撃に合わせ反撃を狙ねらうつもりで、警戒しながら距離を詰めた。

　鳳が腕を伸ばしてくる。殴り飛ばそうという気配はなく、単純に服を掴つかんで何かを狙っているようだ。

　単純な喧嘩のやり方か……服を掴んで振り回すか、殴りつける。そんなもんが、本気で通用すると思ってるのか。

　伸ばされた鳳の腕を、逆に慎太郎が掴む。手首を掴んで自由を奪い、顔に肘ひじを打ち込んでやるのが狙いだった。だが……

「ツッッ――」

　触れたもののヤバさを悟ると、慎太郎は全力で鳳から距離を取ろうとした。しかし一歩遅い。逆に腕を掴まれると、力任せに思いっきり、慎太郎は投げ飛ばされた。

　跳んだ方向には壁がある。慎しん太た郎ろうは空中で体勢を整えると、壁を蹴けって受身を取った。

「それくらいはできるんだな。だったら安心だが……それができるにしては、あまり乗り気じゃないって顔してるな。男がしてる喧けん嘩かなんだ。つまんない迷いなんか持つなよ」

　つまらない迷いと言われ、慎太郎は自分でも気づかないほど小さく動揺した。

　自分は、こんな風に自ら仕掛けていって戦おうとする性格ではなかった。むしろ争いは好まないで、戦いはできる限り避けたいと思う種類の人間だったはずだ。

　普段とは何かが違う。それを自覚すると、気持ちが弱くなってくる。だけど確実に、この戦いに高揚しているもう一人の自分もいた。

　深く考えようとすると頭が痛くなってくる。だから慎太郎は何も考えず、目の前の相手に集中することにした。

　そして戦いに集中すると、自分に危害を加えようとしてくる敵がどうしようもなく憎くなってくる。

「黙っててくださいよ。あんたが言ったんじゃないですか。話したいなら後にしろって」

「俺おれがそう言った瞬間から見たら、今は立派な後だろ」

「屁へ理り屈くつを……」

　鳳おおとりに掴つかまれた腕を軽く撫なでる。服をめくって肌を晒さらせば、毒々しいあざができていることだろう。

　腕だ……あの腕は半はん端ぱじゃない。触れただけで寒気がするなんて……くそ。

　腕一本で体ごと慎太郎を投げ飛ばした腕力もさることながら、特筆すべきは握る力――握力のほうだった。

「腕は動くか？」

　腕をさすり、掴まれた箇所を気にしている慎太郎に声をかけてくる。自身の力を自覚しているからこその言葉だ。

「動かなくても動かしますよ。まあ、どっちでも、あんたには関係ないじゃないですか」

「関係あるさ。腕を握りつぶされても文句はないかって、俺は聞いてるんだからな」

　見せ付けるように、鳳は自分の右手を慎太郎に向かって差し出した。

「竜の牙きばと書いて『竜りゆう牙が』。一いつ色しきの名前を知ってるんだったら、看板はハッタリじゃないっていうのがわかるだろ？　ボヤボヤしてると、食い殺されちまうぞ」

　体感したので、今更その正体を探るような必要はない。

　竜は腕、牙は指。

　食い殺すという言葉はハッタリじゃない。鳳が本気になれば、本当に指で相手を食い殺すことができるはずだ。

「オオトリ殿。後方からの助言で申し訳ありませんが、自分の戦力を相手に見せ付けるような真ま似ねは慎つつしんだほうがいいのではないのかと思います。情報を分析し、どのような奇策を立てられるかわかりません」

「ティト。いい女になりたかったら、そういう頭でっかちな考え方はあまりしないことだ。バラしたから引き出せるものだってある。俺おれの力を理解したことで、あいつは自分の力を出さないといけなくなったんだ。そうじゃないと、食い殺されて終わりだからな」

「なるほど。自分の戦力を伝えることで、次の行動を予測するということでありますね。勉強になりました。浅はかな助言、申し訳ありませんでした」

「素直はいい女の必需品だ。ティト、お前はいい女になるよ」

　褒ほめられたことで、鉄壁だったティトの姿勢に隙すきができる。真まっ直すぐ前を向いていた顔は、少し赤くなって下を向いてしまった。

「あ、ありがとうございます……」

　照れている顔は、普通に女の子の顔だった。

　ティトとの会話を終え、鳳おおとりは再び慎しん太た郎ろうを視界に捉とらえた。

　あそこまでわかりやすく作戦を説明してくれたら、それを裏切ることはできない。一見無防備なまま、慎太郎は鳳に向かって走り出した。

　腕を薙なぎ払うような構えで、鳳が迎え撃つ。腕に宿る竜を暴れさせて、慎太郎を迎撃しようという構えだ。

　間合いに入る。刹せつ那な、鳳は最速で自身の腕を振るった。

　呼吸を合わせる。

　最速で空を駆る竜であろうが、見えるのであれば問題ない。止まった時の世界で動けないのなら、世界の支配者には屈するのみだ。

　停てい眼がん。

　時を止めると同時に腕の軌跡を見切ると、髪の毛一本が入る程度の距離で、慎太郎は鳳の腕をかわした。

「……」

　当たると確信していた鳳は、わずかに驚いた顔を見せた。だが、動揺しても余裕が消えることはない。それが気に入らなかったから、攻撃が空振り隙だらけの鳳の顔目掛け、慎太郎は思いっきり蹴けりを放った。

　強撃が相手に叩たたき込まれる。だが、それを受けたのは残ったもう一つのほうの腕で、大したダメージがないことを悟ると、掴つかまれることを恐れ、慎太郎は距離を取った。

　鳳が蹴りを受けた腕を軽く振る。その行為には、間を繋つなぐといった意味しかないようで、痺しびれや痛みのようなものは一切感じられない。

「お前の自慢は、その見切りか？」

「だったら何ですか？」

「男の秘密を知っても、嬉うれしくはないな」

　余裕のある態度が気に入らない。あの顔、あの態度、あの腕……全部まとめてぶっ壊してしまいたい。

「ここまでは遊びだ。どうする？　この先に足を突っ込んで、全部失なくしてみるか？」

「上等だよ。全部失くすのは、あんたのほうだ」

　憎む理由はないのに、殺意のような感情が溢あふれてきて止まらない。

　あの人は強い。だから納得のいくまでぶっ壊して……俺おれは先に行く。強いっていうのはそういうことだ。だから……俺はあの人をぶっ壊す。勝つんだ。勝てばきっと、よくわからないあの渇かわきも、俺の中から消えるはずだから……

　真っ黒な激情に弾はじき出されそうだった瞬間、二人の間に、一筋の青い矢が飛び込んできた。二人の視線が同時にそちらを向く。

「邪魔をしてしまってごめんなさい。でも、ここでは人目があるから、あまり長く続けるわけにはいかないと思うんです。だから、よかったらいったん場所と時間を変えて……ということにしたいんですけど」

　声を発したのはシノだった。

　邪魔が入ったところで、熱くなった感情はすぐには冷めてくれない。

「シノさん……シノさんのいうこともわかりますけど……今は、俺は……」

　砂漠で水を欲しがるように、慎しん太た郎ろうは敵を潰つぶすための戦いを続けたかった。だが、その場の空気はそれに反して急速に冷めていく。

「あの人は、そうではないみたいですよ」

　見ると、鳳おおとりはすでにやる気を失くし、自分のバイクの方へと向かっていた。視線で呼び、従順な子犬のようにティトが鳳に近づいていく。

「待ってくださいよ……逃げるつもりですか？　まだ、俺との戦いの決着は……」

　ティトにフルフェイスのヘルメットを手渡す。ティトは大苦戦しながら、それを被かぶろうと奮戦していた。

「場所はともかく、時間を変えるのには俺も賛成だ。太陽が出てる時間は、あまり好きじゃないんでね。それに……先に話しておきたい女もいる」

「女と話をする余裕なんて……」

「女に対する気遣いもできないなら、お前は生きるのをやめたほうがいい」

　何のこだわりもなく、あっさりと戦いをやめようとする鳳。その姿に呆ぼう然ぜんとする慎太郎に代わり、シノが話を進める。

「鳳さん……で、よろしかったですか？」

「ああ。好きに呼んでくれたらいいさ」

　動かない思考の中に、シノと鳳の会話が流れ込んでくる。

「でしたら、夜に街外れにある河か川せん敷じきでということでよろしいでしょうか？」

「河か川せん敷じきっていっても広い。見つからない相手を捜し続けるほど、俺おれは気が長くないぞ」

「近くに廃工場がある場所といえば、少しは見つけやすくなりますか？」

「車のスクラップが積んである所だな。わかった。必ず行くさ。女が約束を破っても、俺が女との約束を破ることはないんだ。それまでせいぜい、自慢の武器を魅力的なものにしておくんだな」

「ええ。あなたがそう望むというのであれば」

「ふっ。毒がある女は嫌いじゃない。だが、死に至るほどの毒は勘弁してほしいもんだな」

　鳳おおとりがバイクに乗ろうとする。そばにいるティトは、まだヘルメットが被かぶれないでいた。

「オ、オオトリ殿。進歩のない姿を笑われるかもしれませんが、できましたら、再びご助力のほうを……」

　ヘルメットに手を添え頭に押し込む。ヘルメットを被ったことでいきなり頭が重くなったティトは、少しふらついた。

「じゃあな。次に会うときは、もう少し格好つける余裕を持ってろよ」

「……」

　ティトを後ろに乗せると、鳳は爆音と共に走り去っていった。

　逃げるのか……

　あそこから面白くなっていって、俺は、あの人を……



　どうしたいんだ？



　自分の問いかけに、戦せん慄りつしそうになった。

　戦うことを望み、傷つけることを望み、あまつさえ……壊すことを望んでいる自分がいる。それも、無視できないほどの大きさで。

　違う……違う。俺は、こんな風に、誰だれかを傷つけることを望んでなんか……

　戦いのさなか湧わき上がってきた、黒い感情を思い出す。

　戦うことを、傷つけることを、倒すことを、勝つことを望んでいた自分がいた。過去に一度も、そんなことを望んだことはなかった。傷つけることを楽しいと思う気持ちは、自分の中には微み塵じんもなかったはずだ。

　それが今はある。

　それが、今は表に出ようとしている。

　それが、急激に恐こわくなってきた。

「俺は……」

　ふわりと、肌を撫なでるそよ風のように、シノが体を抱きしめてきた。甘えるために抱きつくのとは違う。甘やかすために、包み込もうとしている抱ほう擁ようだ。

「シノさん……」

「ごめんなさい。私のために、悩ませてしまってるみたいですね。でも、それは仕方ないことだと思います。戦うことに意味を見み出いだせないと……心が疲れてしまいますから。だけど大丈夫です。あなたがどんなに傷ついて疲れてしまっても、私はあなたのそばにいます。だから……あなたには、戦いを続けてほしい……お願いです。勝手なことを言っているのはわかっています。自分は傷つかずに、願いを叶かなえてもらおうなんて卑ひ怯きようですよね。でも、私はあなたしか頼る人がいないんです。だから、私の、ために……」

　シノのために。

　その理由があれば、何でもできるような気がした。

　壊れないように優しく、抱きついているシノを抱きしめ返す。不安がなくなっていくというわけでない。ただ、考えないようになっていくだけだ。

「シノさん」

　名前を呼んで、抱きしめる力を強めていく。

　シノの言葉と匂においに身を委ゆだねる。幸せに似た甘い感情が、体中に広がっていった。





「桐生きりゆう……ちょっといい？」

　学校からの帰り際、慎しん太た郎ろうは香か澄すみに声をかけられた。

　鳳おおとりと別れた後、夜までの時間潰つぶしのためだけに、慎太郎は学校へと向かった。昼過ぎという遅めの登校で、多少の注意を受けたが気にはならなかった。夜にある鳳との再戦のことで、頭が一杯だった。

「少しだったらいいけど」

　朝に比べると、気分はだいぶ落ち着いていた。しかし、戦うということを意識すると、かすかな渇かわきが顔を出してくるということに変わりはなかった。

　香澄についていき、学校の裏手にある剣道場にやってくる。放課後で人ひと気けのない学校の中で、ここには更に人気がない。部活動をしている生徒の声が、遥はるか遠くのことのように聞こえた。

　道場の前で香澄は立ち止まった。人目を避けるためにここにやってきただけで、この場所自体には特に用がないようだ。

「あのさ、この前のことだけど」

「この前？　いつのこと？」

「あんたの家にいって、変な金髪女と会った時のこと」

「ああ。それが？」

「うん。それでね、あたしも、家に帰ってからルカに人になれるのかって聞いてみたんだけど……なろうと思えば、ルカもなれるんだって。でも、ルカはあんまり力が強くないから、人間になることは極力避けてて、この先もあんまりなる気はないって言ってて……」

「それで？」

「うん。何て言うのかな、結局ってことで話をすると、あの日の桐生きりゆうは嘘うそをついてなかったわけで……なんか、あの、ええっと……色々あってあんたを殴ったのは、悪かったのかなって思って……」

　気恥ずかしそうに、落ち着きなく香か澄すみは言葉を紡つむいでいく。言いたいことをはっきりと言わない姿に、ほんの少しのじれったさを覚えた。

「本当はね、もう少し早くこのことを話しておきたかったんだけど……最近の桐生はなんだか忙しそうで、気づいたらいつの間にいなくなっちゃってたから……」

　最近のことを思い出すと、どうしても大半がシノのことで覆おおいつくされてしまう。

　真まっ直すぐ見つめてくる瞳ひとみ。ふれあいを求めているように触れてくる肌。甘い香りと、気持ちを満たしてくれる優しい声。

　思い出すと、急激にシノに会いたくなってきた。

「あのさ……それで……まあ、色々と誤解させたあんたが、十割悪いと思うんだけど……それとは別の、オマケみたいな部分では、あたしも悪かったかなって思って……あ、謝あやまろうかなって思って……」

　シノのことを考えている慎しん太た郎ろうにとって、それはつまらない用件でしかなかった。そんなことなら、すぐに謝ってすぐに終わりにしてほしい。

「そう。じゃあ、謝れば……」

　慎太郎は素そっ気けなく返事をした。香澄の気持ちを、少しも考えてあげていなかった。

「あ、謝ればって……な、何よそれ。言ったじゃない。悪いのはほとんどあんただって。それでも……ちょっとはあたしも悪いかなって思って……」

「そう……なら、別に無理して謝ってもらわなくてもいいけど……」

　あまり意味のある時間に思えなかったので、できることなら一刻も早くこの場を立ち去りたい。

　慎太郎には、夜に向けてやらなければいけないことがあった。

「ちょ、桐生」

　素っ気ない態度の慎太郎の腕を掴つかみ、無理やり話に集中させる香澄。

「ど、どうしたのよ……今日の桐生の匂におい……ちょっと変よ」

　腕を握ってくる感覚に違和感を覚える。あの人だったら、こんな風に強くは握ってこないのに。

「どうもしないさ。それより、悪いんだけど離してくれるかな。俺おれは、帰ってやらないといけないことがあるから、暇じゃないんだ」

「あんたにはあんたの都合があるっていうのはわかるけど……今日の匂におい、やっぱり変よ。どうしたの？　何かあったんだったら、あたしにも話してよ。大して、力にはなれないかもしれないけど……あたしも、あの……あんたを、助けてあげたいし……」

　助けてあげたい？

　相そう馬まが、何で俺おれを？

　疑問の答えはすぐに出た。彼女にも、叶かなえてほしい望みがあるからだ。だから、こうやって優しくして、その望みを叶えてもらおうとしてるんだ。

「いいよ。相馬の助けはいらない。俺は一人で戦えるし……それに、辛つらくなったら頼れる人もちゃんといるから」

　抱きしめてくれたシノのぬくもりを思い出す。あれに比べると、香か澄すみは魅力のない気の強い少女にしか見えない。

「桐生きりゆう……で、でも……あたしも、ちょっとは……」

「いいって言ってるだろ。どうせ、相馬の目的は俺が一いつ色しきになって、その力で妹の病気を治すっていうことだけだろ。わかってるよ。相馬の願いもちゃんと叶えるよ。だから、そうやって見え透すいた媚こびを売られたって……」

　香澄の顔色が変わったのは一瞬だった。

　いつもとは違う。

　本気で怒ってる顔を、彼女はしていた。

「見み損そこなわないでよッッ」

　力いっぱい、香澄は慎しん太た郎ろうの頬ほおを張ってきた。

「ふざけないでよッ。何が媚を売るよッ。そんなことで、あんたの力になってあげようなんて思ってなくて……あたしは……あたしはあんたに色んなものを貰もらったから、少しでもそれを返してあげられたらって思って……」

　一気に温度を上げた顔を見られまいと、香澄は腕で顔を隠してそっぽを向いた。

「もういいわよ。あんたがそう言うんだったら、あたしももう邪魔なんてしない。あんたなんかと話なんかしたくないし、顔も見たくないから……」

「相馬……」

　少し遅れて、叩たたかれた頬が痛くなってきた。だけどまだ、叩いた香澄の痛みを考えてやることはできなかった。

　顔をそむけたまま、香澄は慎太郎の横を通り抜けていく。

「バカ……」

　寂さびしげな声が、頭の奥の何かに触れた。でも、追いかけていく気分にはならない。間違ったことは言っていない。表に出さないようにしていた事実を口にしただけだ。

　それが間違ったことだとは、今の慎太郎には思えなかった。







　自宅の玄関で正座をして、静しず華かは家の主人である、弟の慎しん太た郎ろうが帰ってくるのを待っていた。慎太郎の帰りを正座で待つのは静華の日課であり、その姿に違和感はない。ただ、いつもと違っているのは、正座している脚あしに服を着た猫が乗っているということだった。

「シズカ。最近のシンタロウは、何か変ではないのか？」

「変……ですか。そうですね。普段の慎太郎とは、少し気配が違うような気もしますが」

「そうであろう。それに、私に黙って夜中にどこかに出かけているようでもあるし……面白くないぞ。シンタロウの分際で私の心を乱すような行いをするなど。シズカ。お前はシンタロウの教育係なのであろう。だったら、一度ビシッと言ってやれ」

「幼き頃ころならいざ知らず、今のように自我が出来上がっている年代では、私が何かを言っても届くことはないでしょう。私ができるのは、正しき道を指し示すことだけです。歩む歩まないを決めるのは、あくまでも慎太郎ですから」

「ふん。相変わらず反論しにくいことを言う……シズカの悪いところだぞ。それでは、文句を言っている私が――いや、やっぱりいい……」

　不満を言葉にしても意味がないことに気づき、イリスは口を閉じた。その微妙な心境の変化を静華は見逃さない。

「何か、ご不満な点でもあるのですか？」

　慎太郎が相手だったら口が裂けてもいえない。しかし、そこは相手が静華なので、わりと素直に話すことができた。

「不満な点は特にない……ただ、シンタロウが私の相手を満足にしないのが面白くない」

　ずっと心の中でモヤモヤしている感情があった。それは、慎太郎が相手をしてくれないと大きくなり、慎太郎が相手をしてくれると小さくなる。

　生まれてから一度も味わったことのない、最近のこの感情に、イリスは少なからず翻ほん弄ろうされていた。

「慎太郎にも都合がありますから、それら全すべてを放ほうっておいてイリス様につきっきりというわけにはいきません。聡そう明めいなイリス様なら、それがわかるかと思いますが」

「そんなことは私もわかっている。だが、それがわかっていても……私は面白くないのだ。こういう気持ちは初めてだから上う手まくは説明できないが……とにかくつまらん。私のシンタロウなのだから、私の相手だけをしていればいいのに……」

　小さくため息をつくと、静華は猫の姿をしているイリスの体をそっと撫なでた。

「なら、イリス様がそれに見合うだけの女性になればいいだけです。全ての都合を放っておいてでも、そばにいたいと思うほどの女性になれば、自然と慎太郎はイリス様のそばにいるでしょう」

「私ほどの女に、これ以上いい女になれというのか……シズカは簡単に無茶なことをいうのだな」

「男性と女性というのは、そういうものですから」

「しかしそれでも、肝心のシンタロウはアホな男だから、私の魅力に中々気づかずに、その辺のどうでもいいアホな女にひっかかるということが……」

　玄関に気配を感じ、二人は同時にそちらを向いた。

「シンタロウが帰ってきたのか？　シズカ。いいか。今話したことは絶対にシンタロウには言うなよ。私がシンタロウのために悩んだと思われたら気分が悪い。だから、絶対に言うなよ」

「はい。それは充分心得ております……ですが、これは慎しん太た郎ろうの気配ではありません。これは……」

　玄関が開き、立っていた人物が顔を覗のぞかせる。現れたのは、一いつ色しきの戦いの管理人でもある、陣じん内ないだった。

「ああ、これはこれは……何か、外に出かける用事でもあったのかな？」

「いえ、弟の帰りを待っていただけですので。御用でしたら、こちらで伺うかがわせていただきますが」

「そうですか。でしたら、単刀直入に用件を伝えさせてもらいますが……外敵が、この戦いに混じりこんできました。その人物はすでに慎太郎君と接触しているようでしてね……」

「シンタロウと？」

　その後、用件を伝えると、こちらでも対応をすると言い残し、陣内はあっさりと帰っていった。

「ふふ。シンタロウの奴やつ、最近どうもおかしいと思ったらそういうことだったのか……やはりシンタロウは、私と比べたら足りない部分が多い奴だぞ。教育係としても、この不始末はどうつけるつもりだ」

「そうですね。返す言葉もありませんが、私としてもそれなりのことはさせていただくつもりです……イリス様。少し、よろしいですか」

　膝ひざに乗っているイリスを持ち上げ、体を床に移す。

「シズカ。どうするつもりだ？」

「私ができる最善を尽くすのみです」

　そう言い残すと、静しず華かは電話のほうへと向かっていき、誰だれかと連絡を取った。





　何だよ、相そう馬まの奴……あいつだって、結局は俺おれじゃなくて自分の望みのほうが大事なはずなのに……

　慎しん太た郎ろうはまだ、香か澄すみに叩たたかれたことに納得できないでいた。

　シノだったら、ああいうことを言われても気にしないで優しくしてくれたはずだ。同じような理由でそばにいるはずなのに、真実を突きつけたときの反応はまるで違う。そのギャップが、慎太郎を納得させないでいた。

　シノさんだったら……もっと、優しくしてくれるのに……

　体が勝手に女性の肌のぬくもりを思い出す。最初は小さかったシノへの思いが、今は自覚できるほどに大きくなっていた。

　夜になったら彼女に会える。でも、甘い時間を積み重ねるために会うわけではない。

　あの男との決着をつけに行くのだ。

　そのために、力を手に入れるために、慎太郎にはしないといけないことがあった。

　家について門を開けると、イリスが腕を組んで家への道を塞ふさいでいた。探す手間が省はぶけて、ちょうどよかった。

「シンタロウ……哀あわれなお前に言いたいことがあって、私はお前を待っていてやったぞ」

　偉そうな態度はいつものことだ。ただ、今はそれに勝ち誇った雰ふん囲い気きも加わっていた。

「哀れなお前って言われても、意味がわかんないけど……俺おれも、お前に話があるんだ」

　制服のポケットに入っている、刀の刃先を取り出す。白い布に包まれたそれは、『色しき彩さい虚こ空くう』と呼ばれる刀の刃先だった。

「あのときみたいに……これを、お前の力で刀にしてくれないか」

　刃先をイリスに向かって差し出す。イリスは一いち瞥べつすると、興味なさそうに鼻で笑った。

「あのときというと……お前に剣の契約術をくれてやったあのときか。まあ、お前が私の力を求めるのは自然なことだから理解してやるが……今はそれよりも大切な話がある。シンタロウ。お前、女に騙だまされているだろう」

「女……」

　騙されるという言葉ですぐに思い浮かんだのは、当然のようにシノの姿だった。イリスに隠れて彼女に会っているということで後ろめたい気持ちになるが、騙されていると断言されるいわれはない。

「先ほど、前にお前をどこかへと連れて行った男……名前は、ジンナイだったか。その者が来たぞ。そして言っていた。外敵が入ってきて、お前を騙してこの戦いをかき乱そうとしている奴やつがいると」

「……敵？」

「敵というのは、前に会った弓を持ったあの女のことだな。私はあのとき言ったであろう。あんな女にはかかわるなと。その言いつけを聞かなかったツケが、お前に回ってきているのだ。わかったらさっさといつものシンタロウに戻れ。これは私の命令だ。これ以上他の女の思い通りに動くことは、私が許さん。お前は私のものなのだ。私の思い通りにだけ動いていろ」

　向けてくる瞳ひとみには熱があった。

　それが癇かんに障さわった。

「何言ってんだよ、お前……直接説明されたわけじゃないから、事情はよく知らないけど……あの人は、そういう人じゃない。確かに、俺おれを利用しようと思ってるのかもしれないけど、それはあの人の力だけじゃあどうしようもないことがあって……そのために、俺に助けてもらおうと思ってるだけで……」

「シンタロウ。ここまで言ってもまだわからんほど、お前はアホだったか？　お前を騙だまそうとしている者が、都合の悪いことをお前に説明するわけがないであろう。それを自覚して、すぐに納得しろ。そして私がお前に向かって、いつものお前に戻れと言っているのだ。ならば、お前がするべきことなど一つしか……」

「俺はいつもの俺だよッ。お前こそ……何も知らないくせして、あの人の悪口を言うなよ」

　魔術という力を手に入れるために、彼女は異性と接触する際の感覚を失った。そのせいで、無意識のうちに相手の体に触れてしまうという癖を持つようになり、そのせいで、好きになった相手の気持ちに応こたえてあげられないと嘆なげいていた。

　そんな女性を、簡単に敵だと決めつけ、排除しようとするのはやめてほしかった。

「シ、シンタロウ……」

　柄がらにもなく、イリスは驚いた顔をした。だが、上から見下してくる態度は決して改めようとはしない。

「お前……どこまであの女に色を植え付けられたのだ。女に騙されるアホな男は、どこの世界にでも無数にいるだろうが、私のそばにいるお前は、そんな男ではないであろう？　だったらすぐに、お前を利用しようとするあんな女のことは忘れろ」

「利用しようとしているのは、お前も一緒だろ」

　イリスはイラっとした顔をした。だが、事実だから何も言い返せないはずだ。

「俺を王にして、自分の世界の王になるのがお前の望みなんだろ。そのためだけに俺に近づいて、俺を利用してるんだろ。それが……シノさんと何が違うっていうんだッ？」

　強く、奥歯を噛かんでいるのがわかった。

　怒った顔は何度か見たことがあるが、悔しそうな顔を見たのは初めてのような気がする。

　一方で慎しん太た郎ろうも引けなくなっていた。前から、無駄に偉そうなイリスに不満があったのは間違いない事実だ。

　それが、シノという比べる対象がいることで、如によ実じつに浮かび上がってきた。

「いつもいつも俺の気持ちなんて考えないで、偉そうに命令ばっかりしてきて……俺はお前の奴ど隷れいじゃないんだ。一緒に戦ってるみたいな顔しても、お前は肝心なときに俺のそばにいないで……傷ついて、疲れてたとしても、お前は何もしてくれなくて……お前よりも、シノさんのほうがよっぽど優しくて、俺おれのことを考えてくれてて……」

　抱きしめられたぬくもりを思い出す。自分の中に生まれた黒い感情に戸惑っているとき、彼女は優しく抱きしめて癒いやしてくれた。

　そんな風に優しくしてくれた人を、敵だと思えるわけがなかった。



「お前じゃなくて、あの人が俺の式しき神がみだったらよかったのに―――――ッッ」



　言った後、しまったと思った。

　目の前にいる金髪の少女は、こんなことを言われて黙ってるような少女ではない。

「……」

　吼ほえられることを覚悟し、恐る恐るイリスの様子を窺うかがう。

　さっきまでは、確実に怒っていた顔をしていたはずなのに――

　イリスは、大切なもの全すべてを失ったような顔をして、慎しん太た郎ろうを見ていた。

　急激に胸が締しめ付けられ、痛くなる。色んなことが一気に湧わき上がってきて、心と頭を乱していく。

　どこかで、何かを間違ったのかもしれない。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすイリスを見て、初めてそんな気持ちになった。

　弱々しい態度で、イリスが顔を逸そらす。

「はは……そうか。シンタロウと会えて良かったと思っていたのは、私だけだったのか」

　イリスがそんな表情を持っていることを、慎太郎は知らなかった。

「そうだ。お前の言うとおりだ……王になりたいというのは事実だ。私が王になることを望んでいる者がいて、その者のために、私は王になりたいと思った……それは事実で、そのためにお前を利用していると言われたら、確かに私には反論の仕様がない……だが、私はその目的のためだけにお前のそばにいるつもりなど……」

　悔しそうに。

　悲しそうに。

　辛つらそうに。

　彼女は慎太郎に向かって心の声を囁ささやき続けた。

「本当に私が王になれるのか、不安があった。私が力を貸す相手がろくでもない奴やつだったらどうするかという不安もあった。だけど、相手がお前で……私は、それなりに満足していたのに……………そうか。私が相手では、お前のほうが不満だったのか。悪かったな。それに気づいてやれなくて……」

　違う。

　そんな顔をさせるほど、嫌ってなんていない。

　動揺している心と頭は、それを上う手まく言葉にしてくれない。

「すまない。シンタロウ……これ以上お前に嫌われるのは嫌だから、私はもう何も言わん。もう何も言わんから、もうこれ以上私を嫌わないでくれ。理由はよくわからんが、お前に嫌われるのは……少し辛つらいんだ。だから……」

　泣いていた。

　気の強そうな雰ふん囲い気きを残したまま、

　奥歯を噛かみ締しめて、何かを言いたそうに。

　でも、何も言わずに。

　――肩を震わせて泣いていた。

「もうそばにいなくていいと言うのなら、私がお前に力を貸してやる理由もない……お前はそばにいてほしい女と一緒に、勝手に戦え……」

　顔を下に向ける。顔色はわからなかったが、涙は止まっていない。零こぼれ落ちる雫しずくが、その証明になっていた。

　顔を隠しながら、背中を向ける。

　この雰囲気だ。もう、刃先を刀にしてくれと言えるわけがなかった。

「お、おい……」



    

  
    
      



    

  
    
      　声をかけるが、振り返ろうとはしない。慎しん太た郎ろうに背中を向けたまま、イリスは屋敷のほうへ戻っていこうとする。

「私が一番だという言葉は、嘘うそだったのだな……」

　普段の姿からは想像もできないほど弱い声で、彼女は泣いた。

　何か、とんでもない間違いを犯してしまったのかもしれない。だけど、何が間違いで、どうやればやり直せるのかがわからない。

　目の前から立ち去っていくイリスを、慎太郎は見つめることしかできなかった。



    

  
    
      


４「お前のために泣いてくれる人」



　月が出ていた。

　ここに至るまでの時間をどうやって使ったか記憶にない。何かを考えようとすると、決まって金髪の少女の顔が浮かんできて、何も考えられなくなる。

　電灯の一つもない河か川せん敷じきは暗かった。だが、遠くに架かかる橋についている電灯や、空に浮いている月のおかげで、視界に困ることはない。

　そばには、長い髪を一つに纏まとめ、弓を持ち、赤い十字架を首につけているシノがいた。

　気づけば、そばにいるのは――この人だけだった。

「シノさん……」

「なんですか？」

「あなたは、俺おれの味方なんですよね」

　イリスの言葉が気になっていた。涙を流してまで、真剣に自分の言葉を受け入れてくれた少女が、嘘を言っているとは思えない。だけど、ずっと優しくしてくれたシノが敵だとも思えない。

　だから、本人に聞いてみた。

　嘘うそかどうかは別として、ここでこうしている自分は間違っていないと思わせてほしい。

「もちろんですよ。たとえ何が起こったとしても、私はあなたのそばにいます」

　その言葉だけで、充分だった。

　大きな音を立てて、リッターバイクが近づいてくる。昼間見た光景と同じ。後ろにティトという名前の式しき神がみを連れた、鳳おおとり大たい樹じゆだった。

　無言でバイクを止め、エンジンを切る。バイクから降りると、鳳は何も言わずにティトの被かぶっているヘルメットを取った。

「ありがとうございます。オオトリ殿」

　礼儀正しくお礼を言うと、ティトはバイクから降りて鳳のすぐそばに立った。軍人のような、真まっ直すぐできれいな姿勢は相変わらずだった。

　邪魔は入らない。

　見ているのは月だけだ。

「決闘か……響きは悪くないが、あまり好きじゃないな」

　つまらなそうに呟つぶやくと、鳳は一歩だけ慎しん太た郎ろうに近づいた。それに応こたえるように、慎太郎も一歩踏み出した。

「話はついてるんだ。お前には悪いが……夢から醒さめないんだったら、そのまま終わらせるぜ」

「夢なんか見てませんよ。俺おれは、ちゃんと俺の意思で……」

　本当に俺の意思なのか？

　小さな声が、今の自分を否定しようとする。今更迷ってはいられないと、慎太郎は頭を振って考えないようにする。

「邪魔をする人は誰だれもいません。もちろん、私も邪魔はしませんから、二人とも納得するまで戦ってください」

　この場を仕切るシノに答えたのは、鳳だった。

「あんたは魅力的な女だ。だが、魅力以外の何かが欠けてる。それじゃあ、男に愛してももらえないぜ」

「構いませんよ。私は、愛されるよりは愛するほうの人間ですから」

「強がりは、可愛かわいくないぜ」

　何を言われても変わることなく、シノは微笑ほほえんでいた。そんなシノに向けていた鳳の視線が、今度は慎太郎の方を向く。

「男が女の魅力にやられるのは仕方ないことだ。だが、利用されてるだけっていうのは哀あわれなものだ。自覚はあるか？　今のお前は、最高に格好悪いぜ」

「あんたの価値観で、そういうことを決めないでくださいよ。格好いいとかどうとかは、俺が決めることなんですから」

「そうだな……じゃあ、始めるか」

　鳳おおとりの気配が変わるのに合わせ、ティトは一歩退ひいた。

「オオトリ殿。ご武運を」

「ああ。女神がついてりゃ負けやしないさ」

　言葉と共に、鳳大たい樹じゆは駆け出した。

「頑張ってください。私は、あなたを信じています」

「うん。ありがとう」

　シノの言葉に背中を押されるように、慎しん太た郎ろうも相手に向かって駆け出した。

　戦いに集中しないといけない。だけど、錘おもりのように、頭には金髪の少女がいた。

　距離が詰まり間合いに入る。体を掴つかもうとする鳳の腕をかいくぐり、慎太郎は一気に胸元まで入り込んだ。

　超至近距離の慎太郎を掴もうと、もう一つの腕が伸びてくる。停てい眼がんで動きを止め軌道を見切ると、慎太郎は横から鳳の手首を叩たたき、腕の向きを無理やり変えた。厄介な両腕がいなくなった隙すきをつき、顎あごを目掛けて下からこぶしを突き上げる。

　軽く後ろに跳んで、鳳は逃げようとする。その動きに合わせて慎太郎は前に跳び、隙だらけの顎を思いっきり殴りつけた。

　鳳の顔が上に弾はじけ飛ぶ。その反動を利用して、そのまま二人の距離は離れた。

　飄ひよう々ひようとした態度で、鳳が自分の顎を撫なでる。気配は強烈なものへと変わりつつあった。

「力っていうのは、ありすぎて困るもんじゃない。だが、弱い奴やつが持ったら、もてあましちまう……その点は女と一緒だ。人間には分相応ってもんがあるんだ。一人の女も満足させられない奴に、同時に何人も愛するような資格はないぜ」

「何が言いたいんですか……」

「お前は誰だれかのために強くなろうと思ったんじゃないのか？　お前が目指した強さっていうのは、この程度のもんなのか？」

「偉そうなこと言わないでください。殴られたのは、あんたのほうじゃないですか」

「そうだな。だが、お前は殴るしかできなかった。俺おれが本気だったら、お前は今ので食い殺されてたんだ」

「……」

　強い気配のまま、鳳は余裕を言葉にして言い放つ。

　敵を前にして、思い出したように黒い感情が噴き出してくる。

　この余裕が気に入らない。

　俺が一番強いという態度を、壊してしまいたい。

　一気に踏み込んで距離を詰めると、慎太郎は鳳の顔を思いっきり殴りつけようとした。その前に、竜が宿る腕が割って入ってくる。構わず殴りつけるが、手ごたえはまったくない。むしろ、鉄の塊を殴ったようで、慎しん太た郎ろうの手のほうが痛んだ。

　受けた鳳おおとりが、腕を伸ばして体を掴つかもうとしてくる。

　停てい眼がんを使っても無駄だと、すぐに悟った。攻撃の後の隙すきをつかれたら、見えていようが意味がない。鳳は慎太郎の胸元を掴むと、ボールのように持ち上げ、地面に叩たたきつけた。

「かぁッッ」

　受身を取る暇もなく、硬い地面でぶん殴られた衝撃が体中に拡がっていく。

　鳳の脚あしが動くのがわずかに見えた。追撃を逃れようと急いで離れると、鳳もそれ以上は追いかけてこなかった。

　わざと殴らせて、捕まえられるようにしたのか……くそ。邪魔だ。殴ってもまるで効果がない。まずは、あの腕をどうにかしないと……

　慎太郎の力では、竜を殺せるような衝撃を作り出すことはできない。何か、武器でもない限り、あの壁は突破できない。

　……そうだ。

　武器を持っていることを思い出した。

　慎太郎はポケットに手を入れると、今は刃先だけになっている刀を取り出した。白い布に包まれている部分は持ち手にできる。わずかでもいいので切っ先を外に出せれば、立派な刃物として活用できた。

　これならきっと、あの竜を切り裂けるはずだ。

　手段として武器を使うことを選んだ慎太郎に向ける、鳳の顔は冷たいものだった。

「言ったろ。人には分相応があるって。今のお前がそんなおもちゃを出してどうするんだ？　使いこなせない武器は、使い手を殺すだけだぞ」

「黙っててくださいよ。勝負の最中に偉そうなことばっかり言って……あんたは俺おれの何だっていうんですか」

「哀あわれな奴やつを見捨てるほど、俺は冷たくはないんでね」

　耳に触れる言葉を挑発と受け取り、慎太郎は駆け出した。思いっきり遠慮なく、手に持っている刃物を振るう。鳳が腕でそれを防ぐが、完全にはカバーしきれない。レザーのジャケットで隠れていない甲の部分が切り裂かれると、辺りに赤い血が飛び散った。

「……教えてやる。人を殺すには斬きるんじゃなくて、突くんだ。そんなんじゃあ、いくら時間をかけたって俺は殺せないぜ」

　鳳の言葉にはもう付き合わない。凶刃を防ぐ手段がないことを好機と見ると、慎太郎は再び鳳目掛けて刃を振るった。

「付き合ってやるさ。だから、無ぶ様ざまになりたくなかったら、意地を見せろよ」

　意味不明なことを言うと、鳳は自分の背中に手を突っ込んだ。

　そして白はく刃じんが姿を現す。刀よりは短い、短刀程度の長さの刃を取り出すと、鳳はそれで慎しん太た郎ろうの一いつ閃せんを受け止めた。

　受け止めた瞬間、予想を大きく超えた力が跳ね返ってくる。鳳おおとりに向けた攻撃は刃に止められても飛散することなく、全部まとめて慎太郎に返ってきた。

「なに――」

　振った力が、そのまま逆方向へと変換される。刃を持つ慎太郎の腕は虚こ空くうに打ち上げられ、残ったのは無防備な体だけだ。

　そこに、鳳は思いっきり前まえ蹴げりを叩たたき込んできた。

　貫つらぬく衝撃。ゆうに数メートル、無造作に慎太郎の体は吹っ飛ばされた。

「かッ……く……そ……」

　寝転がった状態のまま、地面の土を握り締しめる。後だしジャンケンで、思いっきりぶん殴られたような気分だ。

「まだ意地を張る余裕はあるか？　いや、まだお前は、夢を見てるのか？」

　夢を見てると言われても、何のことだかまるでわからない。そんなことよりも、相手が余裕一杯なのが気に入らない。

「うるさい……夢とか、騙だまされてるとか……これは、俺おれが選んだことなんだ。間違ってる間違ってないは、あんたには関係ない……俺だけに決める権利がある。だからあんたは黙っててくれよ」

　無性にイライラしてきたら、どうしてだか、泣いているイリスの顔を思い出した。

　何で俺は、あの子を泣かせてしまったんだろう。

　どうして俺は、あの子を傷つけてしまったんだろう。

　そもそもどうして、俺はここで戦っているんだ。誰だれが望んで、誰のために……

「……お前は間違ってるよ。お前のことはほとんど知らないが、それだけは断言できる」

「勝手に、決めないでください」

　ささやかな反論を、鳳は強い口く調ちようで切り裂いた。

「じゃあ何で、お前はそんな風につまらなそうに戦ってるんだ？」

「――」

「お前は本当に納得して、俺と戦っているのか？　誰かに頼まれて戦っているんだとしても……どうしてお前は、俺に対して胸を張らない。間違ったことはしていないんだろ。お前はお前の美学があって、今ここに立っているんだろ。そうなんだとしたら、ちゃんと胸を張れ。それができないんだったら、お前は間違ってるんだよ」

　心の中の何かを、強く握り締められた。

　そうだ。何で俺は、この人と戦ってるんだ……この人を倒して王になる……それは手段であって、目的じゃなかったはずだ。

　憎む理由なんて何もなくて……

　俺おれは、戦うことなんて……

「『双そう夢む・紅くれない』。あそこにいるティトとの契約の証あかしだ。ついでに力の説明もしてやる。お前が今体験したとおり、相手の攻撃をまとめて跳ね返すのがこの刀の力だ。そうだったな？　ティト」

　遠く離れたティトが、従順に鳳おおとりの呼びかけに応じる。真まっ直すぐな瞳ひとみの理由がやっとわかった。あれは、心の底から鳳を信頼している瞳だ。

「はい。鏡の契約術と申します。契約術師ソリユーストとしては未熟ではありますが、オオトリ殿のお役に立てて光栄であります」

「そんな硬い言葉はいらないさ。これはお前の手て柄がらだ。もっと自慢げにしてたらいいさ」

「もったいないお褒ほめのお言葉、ありがとうございます」

　二人の会話を傍そばで聞いているだけだったが、入り込めない何かを確実に感じた。

　あんな何かを、自分も持っていたような気がする。それは今、どこにいってしまったんだろう。

「わかるか？　力ってのは絆きずなのために、胸を張って使うもんだ。それがわからないなら、そこで無ぶ様ざまを晒さらして死ねばいい」

　絆。誰だれかのために。

　その言葉で繋つながれる人間はいる。でも、その人間以外との絆を捨てる必要なんてなかった。だけど捨てた。心ない言葉で傷つけて、泣かせてしまった。

　ずっとそれが引っ掛かっていた。

　イリスの涙が邪魔をして、どんな力も胸を張って使うことができない。

「何を迷っているんですか？　私のために戦ってくれると言ったじゃないですか？　だから、お願い。戦ってください」

　シノの声が聞こえる。

　彼女のために戦うといった言葉を思い出す。だけどなぜだろう。彼女のために、胸を張って力を使うという気持ちにならない。

「……俺は……」

　何が正しくて、何が間違っているんだろう。

　間違えたとしたら、どこで間違えたんだ。何で間違えたんだ。どうして俺は気づけなかったんだ……間違ってるんだったら、俺はどうしたらいいんだ……

　遠くに聞こえる声のように、隙すき間まに必ずイリスの泣き顔が入ってくる。

　あの子がいれば、辛つらい戦いでも戦っていけると思えた瞬間があった。

　それを俺は……なんで失なくしてしまったんだ……気づけ。思い出せ……そうじゃないと、あいつが泣いてくれた、意味がないじゃないか……

　考えて考えて、考えつくした末。

　慎しん太た郎ろうは鳳おおとりに向かっていくことを選んだ。

　それ以外の方法が思いつかなかった。

　この戦いを続ければ、何かがわかるような気がした。だが、自分の武器を使いだした鳳の強さは手が届くようなものではなく……慎太郎は何度も弾はじかれ、何度も吹っ飛ばされた。

　何度飛ばされたのか数えられなくなった頃ころ、慎太郎は呟つぶやくように弱音を吐いた。

「俺おれにも……武器があれば……あんたと同じような武器があれば……俺も……」

　呆あきれなければ、見下すようなこともなく。

　真正面から――鳳大たい樹じゆは答えた。

「武器があればどうにかなるって考えが、もう間違ってるんだよ。男だろ。自分を信じてるんだろ。だったら、答えなんてわかりきってることじゃないか」

　背中から、短刀の鞘さやを取り出す。それに刃を仕舞い込むと、鳳は無造作にティトに向かってそれを投げた。

「悪いが少し預かっててくれ」

「はい。了解しました」

　受け取り、ティトはそう言った。

　そして指を鳴らして、慎太郎を呼びつける。

「きな。鳳大樹を、お前に教えてやる」

「……」

　慎太郎は瞳ひとみを閉じ、覚悟を決めた。聞き手である右手で握っている刃先を、左手に持ち替える。そして力いっぱい、武器を持っていない右のこぶしを握り締しめた。

「少しはマシな顔になったな。今のお前だったら、聞く価値がありそうだから聞いてやる。お前のために、泣いてくれる女はいるか？　いるんだったら、そいつのために格好つけてろ。いないんだったら、そんな女が見つかるまで格好つけてろ」

　声を受け、駆け出す。

　自分のために泣いてくれる女という言葉で、浮かんでくる顔は一つしかなかった。

　全力で走り、全力で殴りつける。慎太郎のこぶしを、鳳は左手でがっしりと受け止めた。

　サングラス越しに、鳳大樹と目が合った。

　強い、男の目をしていた。

　竜の牙きばと称されるほどの超握力。その手で作り出したこぶしで、鳳は慎太郎を強く殴り飛ばした。

　悲鳴を上げる暇もなく、体が飛ばされて地面を転がる。体中がまんべんなく痛む。だが、動く余力だけはかろうじてあった。

　歯を食いしばって立ち上がろうとする。この程度の痛みなら、少し前に味わったことがある。あのときと同じだけの強さがあれば、あのときと同じように立ち上がれるはずだ。

　だけど、意識に体はついてこようとせず。

　地面に膝ひざをついて、慎しん太た郎ろうは倒れ伏した。

　駄目だ。立てない……体が動いたとしても、心がついてきてくれない……

　体と意思を支える絶対的な覚悟が、今の慎太郎にはなかった。

　そもそもどうして、ここで鳳おおとり大たい樹じゆと戦っているんだ。その問いに答えられない限り、心は絶対に力を貸してくれようとしない。

　おかしい……どこかで、何かがおかしくなった。俺おれは色んな人の思いを背せ負おっていて、胸を張って戦うことができてたはずだ……なのに今は、それができてない……何でだ。どこで、おかしくなった……

　鳳大樹と戦うことを望んだ人間は誰だれだ？

　誰と出会ってから、少しずつおかしくなっていった？

　思いつく人間は一人しかいない。でも、その人を疑うような気持ちにはなれない。

　信じていたかった。辛つらいときに、優しい言葉をかけて抱きしめてくれた人を、疑ってはいけないと思った。

　ほんの少し力を取り戻した体で、慎太郎は立ち上がった。

　シノのために戦うといった言葉に嘘うそはない。だけど今は、彼女を本当に信じてあげるために、疑いたかった。

「シノさん……大切なことを、聞きたいんだ」

「……何ですか？」

　シノは半身になって、慎太郎と向き合った。体が陰になり、弓を持つ手は見えない。

「あなたは本当に……俺の味方なんですか？」

　何て答えてほしかったんだろう。それは自分でもよくわからない。ただ、シノの次の行動で、全すべてがどうでもよくなった。



「いいえ――残念です。私のためにもう少し頑張ってくれる、役に立つあなただったら、私は永遠にあなたの味方でいられたのに」



　言って、シノは慎太郎目掛けて、青い弓矢を放ってきた。

　空を引き裂く一矢が、瞬まばたきをする暇もなく襲い掛かってくる。停てい眼がんで時間を止めても、体が動かないから意味がない。矢は頭を直撃して、吹っ飛ばされる。そんな未来が予見できるだけだった。

　矢が肉を裂き、鮮血が舞う。

　予見した未来と違うのは、その血を流したのは鳳だということだった。

「お、鳳さん……」

　慎しん太た郎ろうの頭を直撃するはずだった矢は、鳳おおとりが差し出した左手に遮さえぎられ消滅してしまった。

「何で……」

　自分の傷を気にすることなく、飄ひよう々ひようとした態度で鳳は答える。

「別にお前を庇かばったわけじゃないさ。頭をぶち抜かれて悲惨な姿になったお前を、ティトに見せたくなかっただけだ」

　余裕の態度のまま、鳳はシノと向き合う。

「男を騙だますのが女の仕事っていうのはわかるが……開き直るのは格好悪いぜ。騙した男のためにも、最後まで従順な女を演じていたらどうだ？」

　鳳に対し、シノの態度も余裕が溢あふれるものだった。全すべてが上う手まくいき、喜んでいる策士の顔をしている。

　そんな顔をしているのがシノだということが、慎太郎はまだ理解できなかった。

「最高の成果とは程遠いですが、ここにあなたたちが来てくれることで、私の目的は大体達成されました。なので、もう男性を騙す必要もありません。それに、あなた好みの従順な女性を演じたところで……もう、信じてはくれないでしょう」

「確かに信じはしないが、いつまでも信じたいとは思うもんだ。まあ、騙されたのは俺おれじゃないから、その辺は何とも言えないんだがな」

　そっと体をずらし、鳳は慎太郎の視界から姿を消した。

　目に映る人間はたった一人。

　自分のために戦ってほしいと懇願してきた、一人の女性だ。

「シノさん……何で？」

「なぜ、というのは何に対しての言葉ですか？　私はお願いしただけですよ。私のために戦ってほしいと。そしてあなたは私のために戦ってくれました。そしてそれで用がなくなったから、一番わかりやすい態度でサヨウナラって言っただけです。嘘うそは、特についてないと思いますけど」

「……」

　真っ白になった心に、怒りが込み上げてくる。

　まったく悪びれる様子もなく、そう言うシノに対して半分。もう半分は、そんな人間を信じて……大切な人を傷つけてしまった自分に対して。

「俺は……俺は、あんたのためにッ」

　未練がましく叫ぶ慎太郎に、決別の青い矢が飛んでくる。慎太郎は左手に持っていた刃先でその矢を受け止める。今度のは威力も速度も大したものではなかったのだが、とっさのことということもあり、刃先は弾はじかれ飛ばされてしまった。

「その点はとても感謝しています。でも、私があなたに恩を返さないといけないという決まりはありません」

「……………あんた」

　奥歯をかみ締しめた。

　こんな無ぶ様ざまな気持ちになったのは生まれて初めてのことで、未み来らい永えい劫ごう、これ以上無様な気持ちになることはない。

「ここから見えますよね、あの廃工場が。そこで待ってます。私に対する興味がまだあるんだったら、ぜひ迎えに来てください」

「待てよッ」

　もちろん、慎しん太た郎ろうの声などが届くわけもなく、シノはそのまま蝶ちようのように優雅に、その場から逃げ出してしまった。

「くそ。逃がしてたまるか」

　すぐに追いかけて、この怒りを相手にぶつけてやりたい。だが、その前に謝あやまらないといけない相手が、すぐそばにいる。

　貫つらぬかれた手から血を流したまま、鳳おおとりは興味なさそうに慎太郎に背中を向けていた。

「鳳さん……俺おれは……」

　どうすれば許してもらえるんだろう？

　しなくてもいい戦いを鳳に強しいてしまった。そしてそのせいで、手に傷まで負おわせてしまった。言葉の謝罪だけで許してもらえるとは、思えない。

「謝る前に、お前にはやることがあるだろう。それに、俺はお前に謝ってもらうことなんか何もない」

「でも、その手の傷は、俺のせいで……」

「舐なめときゃ治るさ。それくらいでとやかく言ってたら、格好悪いだろ」

「鳳さん……」

　悔しいけど……完全に、人として鳳大たい樹じゆには負けていた。

　この人は格好つけてるわけじゃない。自分の生き方をしているだけでどうしようもなく、格好よくなってしまうんだ……

「さっさと行きな。あんまり、女は待たせるもんじゃないぜ。それとも何か、最後のいいところを、俺にくれるつもりか？」

「いえ。全部、俺の失敗です。決着は、誰だれにも譲ったりなんかしません」

「いいセリフだ。それが嘘うそにならないように、頑張るんだな」

　最後に頭を下げると、慎太郎はシノを追いかけて廃工場へと走り始めた。

　これ以上無様な姿は誰にも見せられない。

　さっきまでの戦いとは違う強い気持ちが、慎太郎の中にあった。





　慎しん太た郎ろうの姿はすぐに見えなくなった。

　自分の役目が終わったことを自覚した鳳おおとり大たい樹じゆは、とりあえず待たせている少女の下もとに向かうことにした。

　途中、手を振りついている血を払い落とす。少女と対面するのに赤い血などは必要ない。

「オオトリ殿。浅はかな情報しか存じておりませんが、ご質問させていただいてもよろしいでしょうか？」

「どうぞ」

　この子は常にこんな話し方をする。最初は変わっているなと思ったものだが、慣れてくると面白いもので、現在ではこの話し方でないと物足りないと思うようになっていた。

「このような結果になることがオオトリ殿の目的だったようですが……なぜわざわざ、あの方と戦うことを選んだのですか？」

　腕を後ろに組んで、ビシッとした姿勢で淀よどむことなく質問を繰り出す。

　勲章のようなものがついた、セーラー服のような軍服と、育ちのよさを感じさせる縦ロールの髪型。

　色んな女性を見てきた鳳だったが、軍人ごっこをしているようなこの少女の可愛かわいさは、それらとは違う特別なもので、段々と、兄のような愛情を抱くようになっていた。

　そんな子に聞かれたことなので、鳳は包み隠さず事情を説明した。

「ティトだから教えてやるが……俺おれは人に頼まれて、あいつの面倒をみてやったんだよ」

「どのお方ですか？　自分の記憶の中には、該当するような人物は見当たりません」

「ティトは知らなくて当然だが……あいつの、姉さんだよ」

「あのお方……キリュウ殿の、姉上でありますか？」

「ああ。飛びっきりの美人でな、弟のことをよろしくお願いしますって言われて、断れなかっただけだ」

　その代償として、鳳は弓矢で手の平を貫つらぬかれることになった。だが、塵ちりほども後悔はしていない。

「オオトリ殿は、そのお方に恋をしているのでありますか？」

「さあな。恋とか何とかの前に、俺は基本的に女のお願いは断らないようにしてるからな……そういうことを聞かれても、上う手まくは答えられないんだ」

「でしたら、失礼な言い方かもしれませんが……オオトリ殿はそのお方に利用されているのではありませんか？　女性に惑わされ、国を乱すという話はよく聞きます。そのお方がオオトリ殿を利用しているということも、充分考えられることだと思います」

　鉄壁の瞳ひとみに、わずかな好奇心の感情が浮かんでいる。真面目まじめを絵に描いたようなこの少女も、色いろ恋こい沙ざ汰たの話には少し興味があるようだ。

「ふっ。別に構いはしないさ。ついでだから、ティトにいいことを教えておいてやる」

「はい。お願いいたします」

「こっちの世界にはこんな言葉があるんだ。裏切りは、女のアクセサリーみたいなものだ、ってな。要は、女は嘘うそをつく生き物だってことだ。男は、それに騙だまされてやるのが仕事なんだよ」

「裏切りは、女性のアクセサリーですか……オオトリ殿に頂いたせっかくのお言葉ですが、自分は納得できる自信がありません」

「それでもいいさ。言ったろ、所しよ詮せんはアクセサリーだって。魅力の根本はやっぱり中身だ。ティト、安易にアクセサリーで自分を彩らないお前は、きっといい女になるぞ」

「じ、自分はいい女よりも、よき指導者になりたいと思っております。こちらの世界にやってきたのも、そのための術すべを色々と学ぶためでありますから」

「そうか。じゃあ、二つほど謝あやまらないとな」

　謝られる理由がわからず、キョトンとした表情を浮かべるティト。鉄壁を誇る真面目まじめさを持っているのだが、鳳おおとりの前で見せる隙すきは意外と多い。

「何でありますか？」

「一つは俺おれが王になる気がないっていうこと。もう一つは、よき指導者になるために、俺が教えられるものは何もないっていうことだ」

　ティトの顔に真面目さが戻る。胸を張って堂々と、鳳の発言に返答する。

「王にならずとも、よき指導者になることはできます。ですので、自分はオオトリ殿を王にすることで、自分が王になりたいとは思っておりません。無論、指導者としての力が強いというのは良いことですが、それを目的とするのは間違った考え方だと思っております。そしてオオトリ殿は教えられることは何もないと仰おつしやいますが、自分はオオトリ殿から多くのことを学んでおります。ですので、オオトリ殿が謝罪をする必要はまったくないと……」

　最後まで語る前に、鳳はティトの頭を撫なでて言葉を制した。言葉が止まったティトは撫でられた箇所にそっと触れ、照れくさそうな顔を浮かべた。

「ティト。お前が俺のそばにいてくれて、よかったよ」

「も、もったいないお言葉であります……」

　照れるティトに微笑ほほえみかけると、鳳はこの近くに落ちているはずのある物を探し始めた。月夜に照らされているそれを見つけるのに、大した時間は必要としなかった。

「オオトリ殿。最後に一つお聞きしてもよろしいでしょうか？」

　目的の物を見つけると同時に、ティトが質問をしてきた。

「何だ？　都合の悪いことは誤ご魔ま化かしてもいいっていうんだったら答えてやるぞ」

「はい。誤魔化していただいて構いませんので、お聞きさせていただきます」

　声の調子を整えるため、ティトはコホンと咳せき払ばらいをした。

「オオトリ殿は、どうして王になろうとしないのでありますか？」

「……」

「自分は女子なのでよくわからないのですが、男子として生まれた者は必ず一度は王の位を夢みると聞いております。色々な事情があり、それを諦あきらめる者や他者に託す者が大半ではありますが、いつまでも諦めずにその夢を見続ける者も確実にいます。そのような方がいらっしゃる中で、どうしてオオトリ殿は王を目指さないのでありますか？　オオトリ殿でしたら、器量、武力、知性、魅力……どれを取りましても、王を名乗るに充分なものを持っていると思うのでありますが」

「はは、そんなに褒ほめるなよ……俺おれは、お前みたいに立派な人間じゃないさ」

　適当にはぐらかしてもよかった。でも、真正面から質問をしてくる真面目まじめな彼女が相手だから、誤ご魔ま化かすことが悪いことのように思えた。

　ティトの魅力に少しやられているのかもしれない。

　それを自覚して、ちょっと笑った。

「……王にしたくない奴やつがいるんだよ」

「したくないお方ですか？」

「ああ……ティト、王の位の下にあるのは何だと思う？」

「位の下でありますか？」

　あさっての方向を見つめ、ティトが悩み始める。何でもない質問でも真面目に頭を使うのは、彼女の長所であり短所でもある。

「志こころざしを共にする同士。心を許せる仲間……王になるために積み上げてきた、もっとも信頼できる方々の存在ではないかと、自分は思います」

「ティトらしい答えだな。だけど残念だが、それじゃあ間違いだ」

「では、何でありますか？」

「王の位の下にあるのは、数え切れないほどの恨みと痛みだけだ」

「……」

「王っていうのは頂点で生きてる人間なんだ。その上に誰だれもいなければ、その横にも誰もいない。敵は潰つぶすか、従わせるだけで、それができなきゃ王でい続けることなんてできやしない。わかるかティト。魚が水の中でしか生きられないのと一緒だ。王は、敵を作って戦うことを永遠に続けないと生きていけない生き物なんだ。だから戦う。だから潰す。そして恨みと痛みを積み上げていくのさ……永遠に」

「……」

「そんな馬ば鹿からしい役目を背せ負おわせたくない奴がいるんだよ。だから、俺はこの戦いに参加したんだ。そいつが王になるくらいなら、俺が王になってやろうって思ってな」

　手の平に溜たまった血が固まり始める。少し鬱うつ陶とうしかったから、鳳おおとりは手を軽く振って払い落とした。

「そのお方はどのような方なのですか？　よろしければ、お聞かせ願いたいのですが？」

「どんな奴やつか……そうだな。変な奴で、気性が激しくて、あんまり物事を深くは考えないで、短絡的で、自分勝手で、わがままで、自分のせいで周りが不幸になってもこれっぽっちも気にしないで……」

「なるほど。とてもではありませんが、王になられる器うつわの方ではないというわけでありますね」

「はは。表面的な部分だけで言うとどうしてもそうなっちまうんだけど……まあ、それだけってわけでもない。一言で言えば、手間がかかるいい女っていうところだ。俺おれはな、どうしてもそいつだけは王にしたくないんだ……」

　話に上がっている人間のことを思い浮かべる。

　こそばゆいような、懐かしいような、普通では味わえない複雑な感情を抱いてしまうのは、いつものことであった。

「それで、そのお方はどうしたのでありますか？」

「……さっき聞いた話では、負けちまったらしい。それで俺が戦う理由もなくなった。ティトが許してくれるっていうんだったら、俺はもうこの戦いをやめるつもりだ。元々、王の位なんてものに魅力は感じちゃいなかったし……第一、俺は王なんて柄がらじゃないからな」

　鳳おおとり大たい樹じゆにとって、その人間を一いつ色しきにしないことが一番の目的であり、唯一の戦う理由であった。だから、その人間が負けて一色になる権利を失ったと同時に、鳳が戦う理由もなくなってしまった。

　今回慎しん太た郎ろうと戦ったのは、慎太郎の姉である静しず華かとの義理であり、目的のためではない。

　自分が王になってでも、王にしたくなかった人間。その人間がいなくなったことで、鳳大樹と一色の名前を繋つなぐものはなくなってしまった。なので、王になるための戦いをやめるという鳳の宣言は、紛れもない本心からの言葉であった。

　それを受けても、ティトの態度は変わらない。真まっ直すぐ正直に、少し頭の固い優等生のような態度と口く調ちようで鳳に答える。

「自分はそれで構わないであります。先ほども申し上げたとおり、王にならずとも自分の目的は達成することはできますし……それに、オオトリ殿が辛つらそうに戦う姿を、自分もあまり見たくはありません」

　そう言ってもらえることが、嬉うれしかった。

「ティト……………ただでさえ可愛かわいい見た目をしてるんだ。あんまり可愛いことを言うなよ。世界中の男が、お前に惚ほれちまうかもしれないだろ」

「じ、自分はそんな器ではありませんので……」

　大げさな褒ほめ言葉を全すべて受け入れ、ティトは顔を赤くしてうつむいてしまった。

　この場でいつまでも話をしているわけにもいかないので、鳳はこれで話を切り上げることにした。

　それにまだ、話をしなければいけない相手もいる。

「ティト。もう帰るから、お前は用意をしておけ。ヘルメットくらい、早く自分で被かぶれるようになれよ」

「はい。全力を尽くします」

　元気よく答えると、ティトはバイクに置いてあるフルフェイスのヘルメットを被ろうと奮闘し始めた。苦戦している姿から察するに、簡単に被れるようになるにはもう少し練習を重ねる必要があるようだ。

　苦戦しているティトを尻しり目めに、鳳おおとりは見つけた刀の刃先を拾い上げた。自分の手の甲を切り裂いた刃物だが、特に湧わき上がるような感情もなく、黙ってそれを握り締しめる。

「あ、オオトリ殿。どちらに？」

「ちょっとな。すぐに戻ってくるから心配しないでくれ」

「了解しました。オオトリ殿も、お気をつけてください」

　ティトに見送られ、鳳は少し離れた場所へと向かっていく。そこは河か川せん敷じきを見下ろすことができる土手の上で、この場所からなら、さっきの戦いも全すべて観戦することができるはずだ。

　土手の上にいるのは、金髪碧へき眼がん。そして、露出の多い黒いドレスを身に纏まとった女神のような少女だった。

「話に聞いていたが……話以上に派手な子だな」

　イリスが鳳を一いち瞥べつする。だが、かけられた言葉には何も返さない。

「見てたろ？　あんたの王子様は、自分を騙だましてた魔女の退治にいっちまったぜ」

「……ふん。そんなの、私には関係ない話だ」

「そうか。まあ、俺おれとしてはどっちでもいいんだがな」

　少し離れたところには、和服を着た美女が立っていた。

　慎しん太た郎ろうの姉の、静しず華かだ。鳳の気配を察すると、静華は軽く頭を下げた。

　女性の魅力の一つである瞳ひとみを閉じているのだが、それで物足りないと思うことはない。むしろ、瞳を閉じている姿にこそ、ゾクゾクするような妖あやしさがあった。

「鳳様。色々と、ご迷惑をお掛けしました。慎太郎が至らなかったばかりに、あなたにはいらぬ手傷を負おわせてしまったようで」

　挨あい拶さつとは違う深々とした態度で、静華は頭を下げた。

「別に謝あやまる必要なんてないさ。そもそも、俺とあんたは最初からそういう約束をしてたんだ。俺があんたの弟と戦うときは、それなりに手心を加える。かわりに、あんたの弟があいつと戦うことになったら、そのときはそのときで手心を加えるってな。俺は約束を守っただけで、謝られる理由なんてどこにもないさ」

「そう言っていただけるとありがたいのですが……如月きさらぎ様は、すでに権利を失ったと聞いております。その点で言いますと、私は一方的に利益を享きよう受じゆしたということになりますが」

「そんなことは気にしないでくれ。戦わないんだったら、それに越したことはないからな。チップだと思って受け取ってくれればいいさ」

「鳳おおとり様……でしたら、今回はお気持ちに甘えさせていただくことにします。それよりお聞きしたいのですが、如月様がいなくなった今、鳳様はやはり、かねてより仰おつしやっていた通りこの戦いを辞退なされるのですか？」

「ああ。元々、俺おれは一いつ色しきの名前なんてものに興味はなかったんだ。残った奴やつらで、好きにすればいいさ」

「そうですか。鳳様の力量を考えたら、少々もったいないような気もしますが」

「柄がらじゃないからな。俺は、俺らしくやっていくさ」

　視線を変え、イリスの様子を窺うかがう。温和な態度で接してくる静しず華かとは違い、イリスは一切鳳の相手をしようとはしない。腕を組んだまま、慎しん太た郎ろうが向かっていった方向を見つめてつまらなそうな顔をしていた。

「心配か？」

「……ふん。別に……」

「そうか。じゃあ、わざわざここまで来る必要はなかったと思うけどな」

「……」

　拗すねたような顔で、鳳を睨にらみつけてくる。中々、気難しい女の子のようだ。

「ほら。あいつの落し物だ。大切な物なんだろ。俺と戦ってる最中でも、あいつはお守りみたいに握り締しめてたぞ」

『色しき彩さい虚こ空くう』の刃先を、イリスに手渡そうとする。

　一度だけ視線を送ったが、すぐに顔をそむけられた。

「そんなもの知るか……あいつが言ったのだ。私よりも、あの女のほうがいいと……ここで私があいつに力を与えるようなことをしたら、私が馬ば鹿かみたいではないか……そんなこと、私は絶対に……」

　困った視線を静華に向ける。静華は、あなたにお任せしますといった風に頭を下げた。

　最後まで面倒を見る覚悟を決め、鳳は苦笑した。

「世界が違っても、男と女なんてもんに大した違いはない。どこの国の、どんな時代だって、起こる問題なんていつも一緒だ」

「……」

「馬鹿なことをするのは、男の特権だ。女だったら、それを理解してやることだな」

「うるさい。そんなこと、お前に言われずとも……」

「そして、そんな馬鹿な男の生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握るっていうのが、女の特権だ」

　もう一度、イリスに向かって刃先を差し出す。受け取らなかったが、今度は視線を逸そらすこともない。

「取っとけ。助ける助けないは、あんたの自由なんだからな」

　説き伏せるような声こわ音ねを受け、イリスは刃先を受け取った。捨てるということは、どうやらないようだ。

　別れのサインとして、静しず華かに向かって手を振る。頭を下げるだけだったが、静華はちゃんと挨あい拶さつを返した。

「じゃあな。俺おれの出番はここまでだ。後は、あんたの好きにしたらいいさ」

　声をかけ背中を向けても、イリスのほうは挨拶を返そうとしない。腕を組んで同じ方向を見つめているだけ。

「おい、待て」

　呼び止められ振り返る。それなりの挨拶があると、鳳おおとりは勝手に予想していた。

「初めて見たときから、お前には言ってやりたいと思っていたことがあるんだ」

「……」

「私は、お前のような格好つけは嫌いだ」

　派手なのは見た目だけでなく性格も、のようだ。優しくした女性に宣戦布告されたのは、生まれて初めての経験だった。

「はは。それは残念だな。だけど仕方ないから諦あきらめてくれ。俺は格好つけてるわけじゃない。格好いいだけなんだよ」

　背中を向け、手をヒラヒラと振りながら鳳は立ち去っていく。

　夜空を見上げると、雲に陰る蒼あおい月が浮かんでいた。

　あいつは今いま頃ごろどうしているのかな。さっきまで戦っていた相手のことを、鳳は少しだけ思い出した。



    

  
    
      


５「月下の誓い」



　工場の入り口にかけられている鍵かぎは壊され、出入りだけなら何の問題もなく簡単にできる状態であった。

　敷地の中まで足を踏み込んでいく。一般的な学校と同じくらいの広さを持ったそこは、スクラップになった車やタイヤが至る所に積み上げられている。もう少し奥には、もう稼働しなくなってから何年も経たったであろう工場があった。

　大きな川がすぐ近くを流れているからであろう。たまに吹く風は、冷たかった。

　どこだ……どこ行った？

　わざわざ場所を指定してきたんだ。何もせずに逃げるということはないだろう。

　辺りを見回してみるが、シノの姿どころか、動くもの一つ見つけられない。敷地に入ったことで嫌でも認識する。この場所は、身を隠すにもってこいの場所だった。

　どうする？　闇やみ雲くもに捜したって見つかるわけないし……かといって、何もしないで、ぼうっとしてたところで――ッ。

　風を切る音。

　何かが空を裂いている。

　振り返った方向から、いつか見た青白く輝く弓矢が飛んできた。

「ちッ」

　舌打ちをしてそれをかわす。矢は慎しん太た郎ろうを傷つけることなく、そのすぐそばを通り抜けていった。

　隠れて狙ねらい撃ちってことか。今更卑ひ怯きようだなんてことは言わないが、今ので大体隠れてる方向が……

　矢が飛んできた方向には、当然、矢を放った人間もいる。反撃に注意しながらも、慎太郎はその方向へと足を進めていった。

　だが、まだ空を裂く音は消えない。

　考えるよりも早く反応すると、慎太郎はさっきとは逆方向から飛んできた弓矢を避よけた。

「嘘うそだろ……なんで……」

　慎太郎も感覚を全開にしてこの場に臨んでいる。その慎太郎に気づかれずに、わずかな時間で逆方向に移動したとは思えない。

　通り抜けていった矢を観察する。すると、矢はブーメランのように弧を描きながら、再び慎太郎のほうに向かってきた。

「そういうことか……くそッ。これが魔術ってやつか」

　青く光る矢が、三度慎太郎に襲い掛かってくる。慎太郎はすぐそばに落ちていた鉄材を拾うと、それで向かってくる弓矢を叩たたき落とそうとした。

　金属がぶつかる音がしたのは一瞬。弓矢は、鉄材を貫つらぬいて飛ひ翔しようし続けていた。

　駄目だ。こんなもんじゃ、撃ち落せない……

　正面に矢を見み据すえる体勢をとり、その動きを凝視する。もう一度戻ってくると予想したのだが、矢は役目を終えたように青白い光を四散させ、夜の闇やみへと消えていった。

　消したのか……いや、まだ使えるんだったら、ここであの矢を消す必要はない。あれは消したんじゃなくて、消えたんだ。

　鉄材を貫くことで力を使い、形を保っていられなくなった。

　目にした情報からその事実を浮かび上がらせると、慎しん太た郎ろうは再び感覚を全開にして辺りの様子を窺うかがう。

　永遠ではないとはいえ、向けられる弓矢には自動で追尾する能力が備そなわっているのだ。一刻も早く本体を見つけ出さないと、遠くからいいようにやられるだけだ。

　だが、捜そうとしたところで、この場所は障害物が多すぎる。人を一人捜すには、光と場所に関する知識が不足しすぎている。

　気を張り詰めたまま、数分の時間が経たつ。

　積み上げられたスクラップの裏側から、打ち上げられるように、青く光る弓矢が姿を現した。

　駄目だ。方向がわかっても、邪魔が多くて追いかけられない……

　一つは間に積み上げられたスクラップ。そしてもう一つは説明するまでもなく、逃げたところでしつこく追いかけてくる青く光る弓矢だ。

　急降下する鳥のように、慎太郎目掛けて矢が降ってくる。手を突いて横に跳びそれをかわすが、矢は地面に当たる瞬間に鳥のように浮かび上がり、しつこく慎太郎に狙ねらいを定めてきた。

　この隙すきにあいつはまた場所を変える。そしてこれを永遠に繰り返していれば、それだけで……

　何度かかわしたとき、慎太郎は落ちていた鉄くずに足を引っ掛けてしまった。

　幸運にも直撃は回避できたか、矢は慎太郎の左腕をかすめ、痛みと傷跡を残していった。

「くそ……」

　そして役目を終えたように、矢は光を四散させて消えていく。

　今度はかすめた程度で消えていった……そうか。あれは飛び続けていられる燃料の量が決まってるんだ。硬いものを貫いたら多くを消費して、すぐに消えてしまう。だが、何も貫かなければ、いつまでも、相手に向かって飛び続けることができる……無限じゃないってのは救いだが……同じことを何度もしてきたら、結局は同じか。

　傷の代わりに得た情報を頭でまとめる。だが、できるのは情報をまとめることだけで、肝心の実践で活いかすということができない。

　遠くから弓矢を撃ってくる相手を攻略するには、近づくしかない。だが、その近づくという行為が完かん璧ぺきに封じられているので、慎しん太た郎ろうは何もできずに逃げ惑うしかない。

「おいッ。いくつか聞きたいことがあるんだ……聞こえてるんだったら、答えろッ」

　駄目もとで会話を試みてみる。声のする方向から居場所がわかればと思ったが、そう簡単に見え透すいた罠わなには乗ってこないだろう。

　矢に抉えぐられた左腕に手を添える。やられたのが利きき腕でないのは、不幸中の幸いだった。

「何ですか？　私が答えられることだったら、答えてあげますよ」

　返事があったことに一番驚いたのは慎太郎だった。頭を振り周りを見回すが、さすがに姿までは見当たらなかった。

「……あんたの目的は何だ？　何で俺おれに近づいてきた？　何で一いつ色しきの力を欲しがってるんだ？　そもそも……あんたの正体は何だッ？」

　思いつく限りの質問をした。わずかな静寂、声は冷たい風に乗って返ってきた。

「同時に答えることはできませんから、順を追ってさせてもらいますね。私の名前はシノ。それは嘘うそじゃないですから、安心してください」

「……」

　動くものや、矢が撃ち出される気配はない。慎太郎は耳に神経を集中させ、声の場所を探した。

「『王族の血統ロイヤルブラツド』。それが、私たちという集団の名前です」

「ロイヤルブラッド……集団の名前……」

「はい。一色のことについては、少しですけどこっちにも知識があります。私たちのように敵対する集団のことを全すべてまとめて、一色では『世界の半分』と呼んでいるんですよね。そのうちの集団の一つが、私たちです」

『世界の半分』という言葉には聞き覚えがあった。一色では、敵対する存在全てをまとめてそう呼んでいる。

「あんたたちは何で一色って人を狙ねらってるんだ？　何か、目的でもあるのか？」

「もちろん目的はあります。それはあなたにずっと説明してきたはずですけど」

「一色の力か……」

　何度も口にする言葉だが、その正体までは知らない。王を敵にしてでも手に入れる価値が、それにはあるのだろうか。

「一色の力ってはどういうものなんだ？　あんたが手に入れて、使いこなせるものなのか？」

「……そういう言い方をするということは、その力について、あなたは何の知識もないんですね。残念です。それを知りたいのは私も同じだから、上う手まく誘導してあなたに説明してもらおうと思ってたんですけど」

　聞きたいことがあるのは向こうも同じようだ。注意して言葉を選んで話さないと、また彼女の都合のいいように利用されてしまう。

「悪かったな。俺おれは、一いつ色しきの力の正体については何も知らないんだ。だから、俺から何かを聞きだそうとしても無駄だ」

「そうですか。だったら、代わりに私が知っている範囲で説明させてもらいますね」

「どういうつもりだ？」

「大したことじゃないですよ。私のために働いてくれたお礼です。それに、この程度の話だったら、聞こうと思えば簡単に聞けますから」

「……」

　何となくだが、聞こえてくる方向が見えてきた。見失わないためにも、このまま話を続けないといけない。

「前に、簡単ですけど魔術に関する説明はしましたよね」

「ああ。魔術を使うために、体に何か刻んでるとかっていう話だろ」

「はい。それは前にも説明した通りで、そこにも嘘うそはありません」

　声がするのは右前方のほうだ。慎しん太た郎ろうは気配を殺し、徐々に距離を詰めていく。

「魔術師には二種類います。生まれながらに特殊な力を持つ『魔術体質ウイザード』と呼ばれる種類と、私のように魔術式を体に刻み、魔道具と呼ばれる道具を持つ『魔術技師マジシヤン』がそれに当たります」

　生まれながらの特殊な力。

　慎太郎は停てい眼がんが宿った自身の瞳ひとみに触れた。

「魔道具というのは、魔術式が刻み込まれた道具のことで、私の体に刻み込まれているものと同じものが、道具に刻まれていると思ってもらえれば結構です。その威力と利便性は、もう説明する必要はないですよね」

「ああ……」

　追い続けられる。実際に体験してみれば、これほど厄介な攻撃はない。

「私たち『王族の血統ロイヤルブラツド』は、魔道具を使う『魔術技師』の集団です。だから、この世で最高のものと言われている魔道具を求めるのは、当然のことだとは思いませんか？」

「……一色の力は、あんたたちの言う魔道具だっていうのか？」

「はい。この世で最も強き力を持ち、神でさえ超えられるといわれている魔道具。それが一色が持っている力の正体だって聞いてます。残念ながら詳細は、本人である一色以外誰だれも知らないみたいですけど……」

　意外なところで、目指しているものの片へん鱗りんが見えた。

　わずかにあった疑いは消え、これで心の底から確信することができる。

　みんなが言うとおり、一いつ色しきの力には、命を賭かけて戦うほどの価値があるのだ。

「……で、俺おれに近づいてきた理由は何だ？　一色の力がほしいんだったら、最初から俺じゃなくて一色のところに行けばいいじゃないか？」

「……………」

　長い沈黙。近づいていることを悟られたのかと思い、慎しん太た郎ろうは足を止めた。

　沈黙はなおも続く。だが、動く気配は一向に現れない。どうやら、話すことを躊躇ためらっているようだ。

「……過去の話ですが、私たちは一色を直接狙ねらったことがあります」

　返事のあったのは数十秒後のこと。声こわ音ねは、なぜか暗い。

「私はまだメンバーになる前の話だったから、当時からいた人に聞いた話になるんですけど……私たちは一度、真正面から一色と呼ばれる人と敵対したんです」

　今でも一色の名前があるという事実から、結果は容易に想像できた。だが、シノが話す内容は、慎太郎の予想を上回るものであった。

「一色にかかわるあなただったら、結果はすでに知ってると思いますけど……私たちは、主力となるほとんどのメンバーを失うほどの損害を受け、返り討ちにあいました」

「一色って人は世界で最も強い人なんだろ？　だったら、そうなっても不思議は……」

「違います。私たちを潰つぶしたのは、一色の名前を持つ人じゃありません。その、息子といわれている人……まだ子供とも呼べるほどの年齢の少年に……魔道具を持つ、魔術師の戦闘集団と呼べる私たちは、壊滅させられかけたんです」

「……白はく稜りよう……事件……」

　何年か前に起こった事件の名前。

　たった一人の少年が、大切な人の復ふく讐しゆうのために、『世界の半分』と戦った事件の名前だ。

「新しん堂どう……遊ゆう馬まか」

「そうです。その名前を持つ人に、私たちは潰されかけました。信じられますか？　本人である一色ならともかく、その息子に、万全の用意をした私たちが潰されるなんて」

　あいつの強さなら、戦ったことがあるのでよくわかる。

　余裕も油断もなく、本気で憎しみを持って殺そうとしてきたら、きっと、一秒たりとも対たい峙じすることはできなかっただろう。

「そこで私たちはしばらく時間を置き、力を蓄たくわえ、やり方を変えることにしました。まずは、一色の周りの力を削そぐ。本丸を攻める前に、外堀を埋めるということにしたのです」

「その外堀が俺だったっていうことか？」

「はい。その通りです。新堂遊馬を倒したあなたに対し、最上級の警戒を抱くのは当然のことじゃないですか。だから、私はあなたに近づいたんですけど……正直、安心を通り越して、拍子抜けしました」

　騙だまされていたことに気づいた瞬間を思い出す。

　あんな無ぶ様ざまな気持ちは、もう二度と味わいたくない。

「たまに、私から甘い匂においがしてましたよね。あれは、私が作った特殊な香水の匂いなんです。本来は精神安定のために使われるものなんですけど、私のは少し特殊で軽い催眠効果が伴ともなうようになってるんです。例たとえるなら、軽く酔っ払っているような状態になるもので……戦っているときに楽しいと思ったり、私に対して簡単に愛情を抱くようになったのもそれが原因です。だから、私に弄もてあそばれたと思って、そんなに悔くやむ必要はないですよ」

「そんなの関係ないさ。俺おれはあんたを信じてたんだ。それをあんたは裏切った……好きな人の気持ちに応こたえられないと言ったことや、人の体に触る癖があるっていうのも嘘うそだったんだな？　あれも全部、俺を騙すためのもので……」

　漂ただよっていた気配が変わる。スッと空気が引き締しまり、刃物のような風が頬ほおをかする。

「あれは嘘ではないです。私は、私の力を必要としてくれる人のために、私の幸せを一つ捨てました。その結果手に入れたものの一つが、あの癖です。まあもっとも、あの癖は、自分でも要いらないものだと思いますけど……それが今回のことで少しでも役に立っていたんだったら、私としては嬉うれしいですね」

　照れた顔や、悲しそうな顔を思い出す。大きな嘘の中に、小さな本当は存在していた。だが、今は同情などしていられない。

　再び距離を詰め始める。このままの調子が続けば、全部思い通りになるはずだ。

「でも残念です。私の計画だったら、私の香の効果で私を好きになり好戦的になったあなたは、理由なんて考えないで一生懸命戦ってくれるはずだったんですけど……何か、迷いが生まれるようなことでもあったんですか？　鳳おおとりさんと呼ばれてる人と戦っているあなたは、何かを気にしてるみたいでしたけど」

　思い出すのは、自分のために泣いてくれた少女のことだった。

　あの子が泣いている姿を見なかったら、何かがおかしいと思うことはなかった。きっと、シノの思惑通り、潰つぶれるまで鳳と戦っていたはずだ。

「ああ。俺のために泣いてくれる女の子がいたんだよ。その子がいたから……俺は、あんたを疑うことができたんだ」

「そうですか。それは、大変残念です。私のために行動してくれるあなたは――」

　声がする場所は近い。スクラップで死角になっている場所に、気配を殺して回りこむ。

「――最高に素敵な、男性だったんですよ。あの時も、そして――」

　間合いに入ると、慎しん太た郎ろうは全速力で声が聞こえるほうに駆け寄った。

「――今、この瞬間も」

「ッ――」

　だが、そこにシノの姿はなく、あるのは、音量を最大にまで上げた無線機のようなものだけだった。

「あなたでも鳳おおとりさんでも、どっちでも良かったんです。一いつ色しきの戦力を削そぐために、一色の名前を継ぐ権利を持つ人を殺す。それが――私の計画であり、私の望みですから。そのために、私はあなたをここに招待したんです」

　気配と音があるのは背中。

　今度は三本まとめて、青く光る矢は撃ち出された。

　やばい……三つも、同時は……

　落ちていた鉄くずを拾い、盾の代わりにする。

　一つ目の矢が、盾となっている鉄くずを貫つらぬき、吹き飛ばす。二つ目の矢をかろうじてかわすが、三つ目の矢が、右の太ももを抉えぐり取っていった。

「くッ」

　苦痛で顔が歪ゆがむが、休む暇すらも与えられない。盾を砕いた一つ目の矢は、まだ敵を追いかけるだけの燃料を残している。かわした二つ目と、肉を抉っていっただけの三つ目の余力は充分なものだ。

　同時に三つ。人を貫くだけの力はまだ残している。

　とっさに動き、慎しん太た郎ろうはスクラップを背中に背せ負おう位置に場所を変えた。

　最初の矢が慎太郎を狙ねらう。もう何一つとして、出し惜しみをしているような余裕はない。痛む両目を意識しつつも、慎太郎は停てい眼がんを使い、空を翔かける矢の動きを止めた。

　一発目を掴つかんで、後は……

　考えることが多すぎて、対策を立て切れない。両目の限界を超えると、矢は再び時を刻み始めた。

　最初の奴やつだけは見切ってる。だから、これだけでも何とかすれば……

　手を伸ばして、矢じりではなく本体の部分を掴もうとする。慎太郎の停眼にとって、この程度は何でもないことなのだが……

　触れない？

　伸ばした手が掴めたのは冷たい空気だけ。青く光る矢で実体を持っているのは、敵を貫くための矢じりの部分だけのようだった。

　これじゃあ、防ぎようが……

　一つ目の矢は慎太郎の手をすり抜け、後ろのスクラップにぶつかり四散した。だが、残り二つはそうはいかない。

　一つが左の手の平を貫き、もう一つが左足を貫いていく。

「があぁッッッ」

　そしてスクラップにめり込むと、二つの矢は飛ぶ力を失い消えていった。

　駄目だ、ここにいたら……

　両足をやられ満足に走ることができない。焦る気持ちの半分も速度がでない体を引きずりながらも、慎しん太た郎ろうは安全地帯と思えるスクラップの陰に身を隠した。

　だが、安全地帯なのも一時だけ。相手が居場所を変えこちらを視界に捉とらえられたら、後は兎うさぎのように狩られるしかない。

　くそ……全部罠わなか……そうだよな。そうに決まってるよな……あいつは狩るほうで、こっちは狩られるほうなんだ……罠があって、当たり前なのに……

　貫つらぬかれた傷跡からは血が流れ出している。放ほうっておいたら致命傷になるというほどの重傷ではないが、無視して戦えるというほどの軽傷でもない。

　相手にしたら充分。こちらにしたら最悪と呼んでも過言ではない戦果だった。

　最初から全部計画通りで、俺おれはその通りに踊ってるだけだったんだ……ここに誘おびき寄せたのもあいつの作戦で、話をしたのだって、俺を思い通りに踊らせるための作戦で……

　目を閉じ奥歯を噛かみ締しめながら、無ぶ様ざますぎるほどの屈辱に身を震わせた。

　どうして強くなければ一いつ色しきになれないのか、やっとわかった……ああいう奴やつから力を守るために、一色は強くなければいけないんだ。そして、あいつが魔道具って呼んでるあの力に対抗するために……式しき神がみっていう存在が与えられたんだ……くそ……くそ、なのに、俺は……

　たくさんのものを失った。

　無様で、惨みじめで、醜みにくい。

　こんな姿、誰だれにも見せたくない。

　全部俺が弱いからだ……だから、あんな罠にひっかかって……

　鳳おおとり大たい樹じゆならば、あの程度の罠にはひっかからなかっただろう。

　新しん堂どう遊ゆう馬まならば、罠にかかったところで、全すべて自分の力でねじ伏せただろう。

　自分にはそのどちらもできなかった。

　弱さを認めて、震えて、悔しがることしかできない。

「ちく、しょう……………………」

　涙が出ないのが、唯一の救いだった。

　残った冷静な部分で、自分の戦力を確認する。無限の時を費やして考えたところで、勝てる方法が思い浮かぶとは思えなかった。

　だけど、それでも、逃げることはできない。

　このまま前に進む以外に、失なくしてしまった大切なものを取り戻す方法が思いつかない。自分が犯した間違いの結果が、今この瞬間なのだ。

　後始末は、自分にしかできない。

　そうでなければ、永遠に――自分を許すことなどできない。

「行くしか、ないんだ……」

　絶望的だとわかっていても、慎しん太た郎ろうは戦いを挑むしかなかった。一歩を踏み出す。体は意思を拒絶するように激痛を訴え、慎太郎は地面に倒れ伏してしまった。

　くそ……歩くこともできないのかよ……

　思えば、香か澄すみにも酷ひどいことを言ってしまった。彼女は、目的のために男を利用することができるような、器用な女の子ではない。それを知っているはずなのに、あんな心無いことを言ってしまい、彼女を傷つけてしまった。

　シノしか見ておらず、価値観全すべてをそれで染め上げてしまったから、あんな間違いを犯してしまった。

　今すぐにでも飛んでいって謝あやまりたかった。だが、今の自分にはその権利すらない。

　騙だまされていたからあんなことを言ってしまいました。だから許してください。そんなことは絶対に口にはできない。そして、仮にそれで許してもらえたとしても、自分で自分を許すことはできない。

　償つぐなう方法は、血を流すことだけだと思った。戦って勝って、自分の失敗の後始末をすることが、謝って許してもらえる、最低限の条件だと思った。だから戦わないといけない。

　だけど、もう体に力は入らなくて……

「くそ……」

　消えてはいけない何かが――消えてしまうような気がした。



　目の前の地面に、刀が突き刺さった。

　強い力を宿す刀が、自分を呼んでいた。

　その傍そばには。

　月の女神が立っていた。



「お前……」

　顔を上げると、金髪の少女の顔があった。その後ろには蒼あおく輝く月が見える。

　月は世界の全てを無視して、二人だけを照らしていた。

　合わせる顔がなかったので、慎太郎は顔を下ろした。受ける罵ば声せいの、覚悟もした。

「顔を上げろ」

　命令されても上げられない。合わせる顔がない。

　この瞬間を共有する権利すらない。

　そう思っている慎太郎に容赦なく、言葉は飛ぶ。

「二つほど、気に入らないことがある。一つは、お前がこの私を拒否したということ。そしてもう一つは――それで私が私らしさを失ったということだッ」

　何を言っているんだろう。そんなことを言われても、返す言葉なんてありはしないのに。

「この私が、お前に嫌われて落ち込むなど、あってたまるかッ。たとえ全すべてを敵にしたとしても、私は私を貫つらぬく。それを阻はばむものがあるなら、たとえ神であろうが私は切り伏せてやる。だから……私を拒否すると言ったお前に、私は私のやり方を貫くッ」

　言葉には熱と心が込められていた。それを無視することなど、この世の人間にはできはしない。

「問うぞ。だからお前は答えろ」

「――」

　意外な言葉に引き寄せられるように顔を上げる。

　彼女の瞳ひとみに宿る光の色は、空に浮かぶあの月のよう。

「お前はなぜ戦っている？　何を求めて、何のために剣を振るい、何のために血を流す」

　心が奪われていく。

　惨みじめな自分を意識できなくなっていく。

　瞳に映るのは、絶対の魅力を持った月の女神だけ。

「誰だれを求め、誰のために剣を振るい、誰のために血を流す。答えろッ」

「俺おれは……」

　失われていた力が戻ってくる。

　消えそうな何かは、もう一度強く輝き始めた。



    

  
    
      



    

  
    
      「俺おれは俺のために力を求めて、俺を信じてくれてる人のために剣を振るって……俺が背せ負おっているもののために、血を……」

「その中に私はいるのか？」

　その問いに、即答できる自分がいた。

「いる。俺には、お前が……」

　必要なんだ。

　その言葉は、口にするまでもなかった。

　静寂。そして、月の女神の啓示が下る。

「ならばここで誓え。お前が持つ決意の全すべてを――私の色に塗り替えるとッ」

　きっと、これを魅了というのだろう。

　月の女神に全てを奪われてもいいと、心の底から思えた。

「今この瞬間から、お前が死して朽ち果てるまで――私を求め、私のために剣を振るい、そして――私のためだけに血を流すと――今この瞬間、ここで誓えッッ」

　両手を握り締しめる。脈打つ鼓動が、自分でも感じられた。

「ああ……約束するよ」

　立ち上がると、慎しん太た郎ろうは地面に刺さっている刀を手に取って抜きさった。

　まだ流せる血がある以上、まだ彼女がそれを求める以上、戦わないといけない。

　月の女神から受け取った宝剣を手に、慎太郎は再び戦場へと向かっていった。





　声がする。どうやら誰だれかと話しているようだが、気にする必要はなさそうだった。

　この場に誘おびき寄せた時点で、勝負は決着しているに等しい。隠れて矢を撃ち続けていればそれで勝てるという展開は、もうすでに完成してしまっていた。

　ふふ。新しん堂どう遊ゆう馬まを倒したという人ですから、もう少し厄介な人かと思ってたんですけど、案外、大したことなかったですね。

　気配を殺し、スクラップの物陰から様子を窺うかがう。姿は確認できないが、まだこの領域にいるのは間違いない。落ち着いて確実に事態を進展させることを念頭に、シノは自分がすべきことを実行していた。

　手に構えた弓の弦は軽く引いている。こうしていないと、撃ち出すための青く光る矢は練成することができない。

『流星の追撃シユーテイングチエイス』

　シノが持っている弓の魔道具には、追跡能力と高威力の貫通能力がある。だがその分、一発を撃ち出すためにかなりの時間を必要とした。

　使い物になるほどの矢を作るのに一分。それ以下だと、石ころを投げた程度の威力しか発揮することができない。だが、実戦の中で一分という時間を捻ねん出しゆつするのは並大抵のことではない。逃げ回ることに徹てつしたとしても、一分という時間は長すぎた。

　その欠点を補うために、シノはこの場に標的を誘おびき寄せたのだ。隠れながら矢を練成し、標的を仕し留とめる場所として、これ以上の場所はこの街にはなかった。問題はそこにどうやって誘き寄せるかということだが、思い通りに動いてくれる少年のおかげで、全すべてが上う手まくいった。

　溜ため始めた時間が一分を越える。時間をかければ威力が上がるということはないが、時間をかけると、その分同時に撃ち出す矢の数を増やすことができた。

　最大で五本。つまり、五分間溜め続ければ、一度に五本の矢を撃ち出すことができる。

　標的との会話に応じた本当の狙ねらいは、確実に傷を与えることができるだけの矢を作る時間を作るためだった。そして目的は達成され、標的は手傷を負おった。後は仕留めるだけだ。

　溜めが終わり、標的を見つければ、シノは迷うことなく必死となる一矢を放つつもりだった。

「？」

　物陰から標的が姿を現す。

　傷を引きずり、重たそうに体を動かすのは先刻までと同じだが、手には意外なものを握っていた。

　あれは、刀？

　見間違えようがない独特の形状。触れれば切り裂くという狂気を含んだ武器を、標的は握り締しめている。

　確か、一いつ色しきになろうとする人間には、式しき神がみとの契約で神器を渡されるっていう話でしたけど……

　軽い笑みがこぼれる。神器だろうが何だろうが、見えない者が相手では、使いようがない。武器を持ったところで、戦況は何も変わらない。

　神器と魔道具……響きは面白いですね。この際だから、どちらが強いのかはっきりさせてみましょうか。

　溜めた時間に比例して二矢。シノは標的に向けて撃ち出した。

　反応した標的が、刀を使ってそれを凌しのごうとする。だが、矢は刀に当たった瞬間にわずかだけ向きを変え、自滅することなく飛ひ翔しようを続けた。

　無駄ですよ。壁や大きめの鉄くずならともかく、刀のように表面積の小さいものじゃあ、あの矢は防げません。

　標的は二つの矢に翻ほん弄ろうされている。だが、さすがに武器を持った状態では簡単に仕留めることができず、何度目かの交錯の後、力を失い消えてしまった。

　二つで足らないのならば三つ。静寂の中、シノは三分をかけて三つの矢を作り出した。

　周りの気配を窺うかがいつつも、標的はその場を動こうとしない。自由にこちらを捜索できる余裕はないようだ。

　矢の出所を確認する作戦に切り替えたみたいですけど、無駄ですよ。まずはこの矢をどうにかしない限り――私の居場所は見つけられない。

　スクラップの間から標的を見つめる。矢が通るだけの隙すき間まがあればそれで充分だ。弦が弾はじかれる音がすると、青く光る三つの弓矢は標的目掛けて撃ち出された。

　標的が振り返ると同時に、シノは静かに居場所を変える。

　標的は、切っ先を下に向けた刀を体に近づけると、迎え撃つようにして構えた。

　防御に徹てつしても無駄です。すでに傷を負おっている以上、持久戦ならばこちらが……？

　最初は目の錯覚かと思った。刀に当たった瞬間、矢は動きを変えることなく、光をばら撒まきながら消えていってしまった。

　失敗？　まさか……

　シノにとって矢を放つという行為は、普通にボールを投げるという行為に近いほど簡単なものだ。矢の練成や撃ち出しに失敗したという可能性は、絶対にありえない。

　足を止めて隙間から確認を続ける。二つ目の矢も、同じように青く光って飛び散り消えていった。

　馬ば鹿かな。どうして……刀に当たってもすぐに向きを変えるから、自滅するなんてことはないはずなのに……



　少しだけ、だけど確実に。

　絶対的な優位が、崩れ始めていた。



　三つ目の矢も、標的に触れた瞬間消えていく。シノにとっては理解しがたい光景が、この短時間で三度も起こった。

　馬鹿な……ありえない。防がれるならともかく、消えるなんて……

　動揺を押し殺し、矢の練成を続ける。一秒でも早く事態を理解したかったシノは、溜ためが終わると速攻で標的目掛けて矢を放った。

　撃った後も場所は変えない。正面から見み据すえ、その瞬間を確認したかった。

　矢に気づいた標的が構える。構えは同じく、切っ先を下に向け刀をできる限り体に近づけるというものだった。

　おかしい……あの構え、何かがおかしい。刀を盾の代わりにするために、体に近づけているというのはわかりますけど……なんで……刃をこっちに向けて……

　刀を横にすることなく、縦にして迎え撃とうとしている。あれでは、ただでさえ小さい表面積が、線のように極小のものになるだけなのに。

　閃せん光こうがぶつかる。

　全すべての疑問の理由は、一目でわかった。

　うそ……飛んでくる矢の先端を、刃で受け止めた……

　知ってしまえば簡単な理由だった。そして理解してしまうと、震えてしまった。

　撃ち出された矢の速度は、超高速と呼べるほどのものだ。それを、標的は線のようになっている刃の部分で真正面から受け止めた。

　混じり気のない、単純な理由だからこそ震えてしまう。

　空を翔かける点を、あの男は線で受け止めていた。

　……悪い冗談です。縦と横だけの二次元ならともかく、奥行きまであるこの世界で……なんであんな芸当が？　飛んでくる矢を受け止めるだけで充分神かみ業わざなのに、それを、触れた瞬間に切り裂くなんて……

　矢じりは刃に触れた瞬間、自重によって切り裂かれて消えていた。わずかでも逸それたらその奇跡は起こらない。神業のもう一つ上の奇跡を、目の前の男は何度も起こしていた。

　どうしてあんな芸当が……あの人は、時間でも止めてるんですか……

　瞳ひとみに宿る力を、彼女は知らなかった。

　たった一つにして、一番大きな失敗。

　綻ほころびは広がり、ありえるはずのない反撃が始まる。

　標的がこちらを見み据すえる。確認するためにこの場に居座ったことで、相手から発見されることになってしまった。

　シノは万が一のときのことを考えて作成していたルートに沿って、逃走を開始する。標的は足に傷を負おっているので、追いかける速度は遅かった。

　工場の周りを走り、工場の内部に侵入する。ここなら全面が壁になっているので、外からは視認できない。もう少しで溜ためが終わる弓の弦を思いっきり引っ張ると、シノは壁越しに、外を歩いている標的に狙ねらいを定めた。

　射手にとって、見えない相手の動きを予測するのは初歩の初歩だ。壁が邪魔で姿が見えなくても、予測と気配で標的を捉とらえればいい。

　できる限り強く弦を引き、貫通力を高める。壁をぶち抜いての不意打ちで、決着をつけるつもりだった。

　瞬間――銀の一いつ閃せんが奔はしる。

　向こうに標的がいるはずの壁が、何かの一撃で切り裂かれてしまった。

「なッ……」

　不意打ちを受けたのはシノだった。壁についた亀き裂れつの向こう側には、逆にこちらを見据える標的の瞳があった。

　震えが、体中を駆け抜けていく。

　確実に見つかった。敵意を持った強い瞳ひとみに、心の弱い部分を貫つらぬかれた。

　矢を撃ち出すことができず、シノは一目散に逃げ出した。

　あの目が恐こわかった。

　あの一いつ閃せんが恐かった。

　あの刃が恐かった。

　まずは離れて頭を冷やさないと、何もすることができない。

　顔色も変えず、当たり前のように、一振りで壁を切り裂いてきた……しかも、受けるほうでは私の矢を簡単に見切って……

　まだ何もされていない。だが、すでに追い込まれてしまっていた。射手としての近づかれた際の脆もろさが、如によ実じつに露呈していた。

　甘かった……あの男は、あの新しん堂どう遊ゆう馬まを倒した男なんだ。正確に確実に最速で、殺さないといけない相手だったのに……

　シノは走る。最後に残っている手段を実行するために。

　たった一つの刀を持つだけで、あの男の全すべてが色を変えた。いたぶられるだけだった弱い少年はもういない。

　いるのは、狩人を逆に殺す、神技を扱う獣だった。

　矢を錬成しながら、頭を冷やしながら、シノは目的の場所まで走る。

　そこは工場の屋上で、逃げ場となる隠れるような場所はどこにもない。

　最後の切り札は誰だれだって同じだ。信じ続けてきた、自分の力しかない。

　最大まで溜ためた矢は、同時に五発まで撃ち出せる。冷たい空気を吸い息を整えると、シノは瞳を閉じてここにやってくる標的を待った。

　刹せつ那なの時間差もなく、五本の矢を同時に撃ち込む。刃で防げるのは一つだけだから、残りの四つが確実に標的を仕し留とめてくれる。

　逃げ場のない空間で、緊張を限界まで高め、自分の全てを引っ張り出す。

　息を吸い、吐く。

　階段を上がってくる音。近い。一歩、二歩、三歩……

　あの男がここに来る。

　弾はじけた緊張が覚悟に変わる。

　男が姿を現した瞬間、シノは全ての矢を撃ち放った。

「いけッ」

　男は走り始めた。信じられないことに、飛んでくる矢のほうに向かって。

　受ける気配は微み塵じんも見せない。

　手に持っている刀を振り上げると、男はたった一振りで、全ての矢を斬きり落とした。

「そんな……」

　神かみ業わざの見切りに、流れ星は光を失い消えていくことしかできなかった。

　目にした奇跡を前に呆ぼう然ぜんとする。だから反応が遅れた。

　上から下に、男が刀を振るう。とっさに弓を出すが無駄だった。

　弓を切り裂き、刃はシノの胸の間を通り抜け、赤い血を空に舞わせた。





　砕けそうなほど、両目が痛かった。

　停てい眼がんの力を使いすぎた。飛んでくる矢を見切るためとはいえ、少し無茶をしすぎた。もうこれ以上は、殺されたって使えない。

　シノの胸の間を斬きると、慎しん太た郎ろうの持っていた刀は消え去り、元の姿である刀の刃先へと姿を変えた。

　これが、慎太郎の式しき神がみであるイリスの力、剣の契約術の力だった。

　この世の全すべてを斬ることができる剣を召喚する。ただし、その剣は三度しか振るうことはできない。壁を斬るのに一度、矢を全て斬り落とすのに一度、そしてやっと捕まえた相手を斬るのに一度。合計三回振るったことで、剣は力を失い、元の刃先へと戻ってしまったのだった。

　武器が失われたが、もう問題はない。

　相手は武器を破壊され、致命傷ではないが重傷を負おっている。最終局面は過ぎ去り、今は決着の状態であった。

「俺おれの勝ちだ……文句はないな」

　うつむき、斬られた胸に手を当て、シノはよろめきながら後ろに下がっていく。逃げ場はどこにもない。ただ、距離を取りたかっただけだろう。

　もう下がれない所まで移動すると、シノは動くことをやめた。

「……驚きました。まさか、あの状態からひっくり返されるなんて……」

「悪いな。こっちには女神がついてるんだ。そう簡単には負けられないんだよ」

「神……式神ですか……一いつ色しきの力というのは、本当に興味深いものなんですね。そんな力、魔術師の間でも聞いたことないのに……」

　うつむいていた顔を上げる。意外にも、顔にはまだ余裕があった。

「聞いてもいいですか？」

「……何だよ？」

「どうして殺さなかったんですか？　あれほどの技術を持っているあなただったら、私を切り裂くなんて簡単なことでしょう」

「別に、俺はあんたを殺したいって思ってたわけじゃないし……それに……」

「それに？」

「目的のために大切なものを捨てたっていう気持ちは、少しわかるような気がしたから」

　嘘うその中に存在していた本当。

　それを思い出すと、騙だましていた相手なのに憎みきることができない。やり方に問題があっただけで、やろうとしていることに大した違いはないような気がした。

「優しいことを言ってくれるんですね。やっぱりあなたを騙してよかったです。それでもう少し弱かったら、何も言うことはないんですけど……」

　失敗を苦笑するシノ。彼女に聞きたいことはたくさんある。

「あんたのこと、もっと話してもらうぞ。組織のこととか、いろいろ……まだ隠してることがあるだろ。それを、全部話してもらうぞ」

「話すことですか……多分、たくさんあると思いますけど……今ここで、あなたに話せることは何もないです」

「……」

「目的と理想があって、仲間がいるんです。だから力が必要なんですし……そのためだったら、どうとでもなる覚悟があります」

「……死ぬことになるとしてもか？」

「もちろんですよ。そうじゃないと、私があなたを殺そうとした理由にならないじゃないですか」

　血を流しながらの宣戦布告。言葉にしにくい、嫌な感情が胸に広がった。

「名前……教えてくれませんか？」

「名前？　俺おれのか？」

「はい。憶おぼえておきたいので、よかったら教えてください」

　そういえば、こちらから名前を名乗ったことはなかった。名前すら教えてない相手に騙されていたことに悔しさを覚えながらも、慎しん太た郎ろうは自らの名を名乗る。

「桐生きりゆう慎太郎だ」

「きりゅうさん……ですね。わかりました。覚えておきます」

　シノに近づく。暴れたら力ずくで、ということになるだろうが、単純な格闘で負けることはない。

「桐生さん……一つ、いいことを教えてあげます」

　シノはふわりと飛び上がり、手すりの上に乗った。

「女性にとって、処女を捧ささげるのと、体に傷をつけられるというのは同じ事なんですよ」

「……」

「死んでしまうその時まで……私はあなたを決して忘れない」

　切り裂かれ、体ていをなしていない弓を持ち、弦を引く構えだけをする。

「桐生慎太郎……この傷を見るたびに、私はあなたを思い出します。最愛の人のように、あなたは決して忘れない。あなたは絶対――」

　そして手を放し、存在しない矢を慎しん太た郎ろうに射掛けた。

「――私が殺してあげます」

　強い意思を持って見返す。そんな脅おどしなど、相手にしていられない。

「強がり言ってる場合か。あんたはもう追い詰められてるんだから……」

「いいことを教えてあげます。作戦というのは、失敗したときのことまで考えて、初めて作戦と呼べるものになるんです」

　言って、蝶ちようのように、シノは夜の空に身を舞わせた。

「ちッ。バカ……」

　追いかけ、身を乗り出して下を確認する。

　下には、大きくて暗い、夜の河川があった。

「あいつ……」

　ここまで考えて、シノは慎太郎を呼び出したのだ。

　成功したら最上の出来。失敗したら、手傷を最小にして逃走する。彼女が最後にいったとおり、失敗したときのことも最初から考えてあったようだ。

　くそ……これじゃあ、俺おれの負けみたいなもんじゃないか……

　結局相手を捕まえることはできなかった。できたのは、一時の屈辱を返したことと、一瞬の勝利を手に入れたことだけ。

　緊張が抜けると、とたんに傷を負おった足が痛み始めた。

　少し休むために、その場に座り込み、そのまま寝転がり空を見上げる。

　空には、蒼あおい月が浮かんでいた。

　とりあえず終わった。でも、まだやらないといけないことがあるんだよな……

　自業自得の失敗。

　慎太郎に残った最後の仕事は、失なくしたものを取り戻すことだった。



    

  
    
      


エピローグ



「すいませんでしたッ」

　放課後の学校。剣道場の中央で正座をしている道着姿の香か澄すみに向かって、慎しん太た郎ろうは土下座をしていた。

　謝あやまる理由など一つしかない。犯してしまった失敗を、償つぐなうためだ。

「あのときの俺おれは、色々あってどうかしてたんだ。それで、相そう馬まの気持ちとか考えないで偉そうなこととか、酷ひどいこと言っちゃって……謝っても許してもらえるものじゃないってのはわかってるけど……とにかく、ごめんッ」

　慎太郎が道場にやってきたときに一いち瞥べつをくれただけで、それからは視界に入れようともしてくれない。今も、頭を下げ続けている慎太郎に背中を向けている状態で、許すどころか、相手すらしてくれなかった。

　何か一声かけてくれるまで、慎太郎は頭を下げ続ける覚悟だ。

　五分、十分……無視し続けるほうが疲れるというほどの時間が経たつと、やっとのことで香澄が声をかけてくれた。

「……その手の傷って……一いつ色しきの戦いのせい？」

　慎太郎の左手には包帯が巻かれている。矢で貫つらぬかれた際にできた傷で、当然浅くない。

「ええっとそれは……」

　説明するために顔を上げようとする。

「誰だれが頭を上げていいって言ったの？」

　香澄の言葉が槍やりのように頭に突き刺さる。串くし刺ざしにされた慎太郎は、頭を下げ続けたまま説明を始めた。

「そう……です。正確に説明するとちょっと長くなるんだけど、この傷は、一色の関係でできた傷で……」

「ふーん。で、勝ったの？」

「一応……勝ったってことにはなると思うけど」

「ふーん。頑張ってるんだ。あたしに、恩を着せるために」

「それは……」

　前日の暴言をついてくる。今度は胸に言葉が突き刺さった。

「とにかくごめん。謝って済むとは思ってないけど……とにかくごめん。あのときは、俺が馬ば鹿かだったから……」

　沈黙。

　無言すらも、今の慎太郎に突き刺さるように感じられた。

「気が済むなら何でも言ってほしい。俺おれにできることなら、何でもするから」

「本当に何でもするの？」

「ああ。俺にできることなら、だけど……」

「そう。じゃあ、爪つめを剥はがすとかでもできるの？」

「え？」

「それだけじゃないわよ。歯も抜いてもらうし、溶けた蝋ろうを耳から流し込むし、目は焼くし、脚あしに釘くぎを刺し込むし、口の中に割れたガラスを入れて思いっきり顔を殴るし、ライターでわきの下を炙あぶったりするし、あんたの背中でアイロンがけとかするし、とりあえずって感覚で色んなところに熱湯をかけてやるし、一時間おきに焼けたナイフで体を切り刻んだりするし、気を失いそうになったら傷口に塩を塗り込んだりするし、それを何日も何日も繰り返して、眠くなったらライトを顔に当てて眠れないようにするし、後始末のための穴をあんた自身に掘らせたりもするし、それから……」

　香か澄すみの饒じよう舌ぜつは止まらない。多分、三つ目くらいで死んでしまうフルコースだ。

　ど、どうしてこうスラスラと、耳が痛くなるような拷ごう問もんが思いつくんだ。やばい、相そう馬まって……かなりのドＳだ。

　だが、自業自得なので、文句を言う権利などありはしない。慎しん太た郎ろうは誠心誠意、香澄に向かって頭を下げ続けた。

「そ、それで相馬の気が済むんだったら……」

　本当に実行されたらどうしよう。若干不安になりつつも、許してもらうためには仕方ないと割り切り、慎太郎は全すべてを受け入れるつもりだった。

　香澄が立ち上がる。だが、顔を上げられないので、どこに移動したのかはわからない。

「本気で言ってる？　それ」

「もちろん」

「ふーん。言っとくけど、あたし、やるって言ったら本当にやる女よ」

「俺も、その気で謝あやまってるから」

「ふーん。心がけだけは、立派みたいだけど……」

　下げ続けている頭に血が集まってきた。少なくとも十分以上は、この姿勢を続けている。

「桐生きりゆう……いいわよ。頭を上げて」

「あ、ああ……」

　許しを得て顔を上げる。目の前にいたはずの相馬は、そこにはいなかった。

「今日は、ちゃんといつもの桐生の匂においみたいね……」

　両肩に手が添えられる。いつの間にか後ろに回っていた香澄が、慎太郎の肩に手を添えながら、首筋に顔を近づけてきた。

　道着姿の香澄からは、シャンプーの匂いと共に、女の子独特の汗の匂いがした。

　一度匂においで痛い目に合っているので、いい匂いだとわかっていながらも、慎しん太た郎ろうはあえてそれを嗅かがないようにした。

「本気で謝あやまってるのも嘘うそじゃないみたいだし……いいわよ。今回は特別に、桐生きりゆうのことを許してあげる」

「ほ、ほんと？」

「ええ。本当よ。まあ、桐生も色々大変だっていうのはわかってるつもりだから……今回だけは特別よ」

「あ、ありがと」

「だけどわかってるわよね？　今度あんなこと言ってきたら、さっきのこと本当に全部実行してやるから」

「か、覚悟しておきます」

「ふふ。それじゃあ桐生――」

　首筋から顔が離れる。慎太郎は、少し距離を取って香か澄すみの顔を見た。

　それが、失敗だった。

「ゆるして、あげる」

　言って微笑ほほえむ顔が強烈に可愛かわいらしくて、慎太郎はまたしても女性に魅了されてしまった。



    

  
    
      



    

  
    
      

　やばかった……相そう馬まのあの顔、やばいくらい可愛かわいかった……

　一人で歩く家への帰り道、慎しん太た郎ろうはさっき見た香か澄すみの笑顔を思い出していた。無防備に笑う女の子の顔の本当の可愛らしさを知ってしまった。これから先はきっと、一緒にいる間中ずっと、心のどこかであの笑顔を期待してしまうような気がする。

　駄目だな……女性のことで失敗したばっかりなのに……俺おれって、そういう奴やつなのかな。

　知らなくてもいい自分を知ってしまったような気がして、慎太郎は少し落ち込んだ。

「慎太郎君」

　声がかけられる。かけてきた相手は、いつもと同じように知的な感じを漂ただよわせている陣じん内ないだった。

「陣内さん……何か、うちにでも用ですか？」

「ああ。用があって君の家に伺うかがわせてもらっていたんだ。君がいないようだったから、用件は静しず華かさんに伝えておいたんだが……ちょうどよかった。出会えたついでに、君にも用件を説明しておくよ」

「何です？」

「鳳おおとり君が、正式に一いつ色しきになることを放棄したんだ」

「鳳さんが……」

「元々乗り気ではなかったようだが、これで正式に彼は一色になる権利を失った。この先に進むのは、慎太郎君に決まったということだよ」

　鳳大たい樹じゆという人間には、言葉にはできないほどの迷惑をかけた。目的だけを見み据すえているのなら喜ぶべき話なのだが、彼を知っている慎太郎にしては、素直に喜ぶことなどできない。

「先に進めるってのは正直嬉うれしいですけど……何で鳳さんが？　あの人にも、一色になりたい理由があったんじゃあ……」

「その点に関してはちゃんと説明しないと、さすがにわからないだろうね。そもそも、彼は一色の名前や力にまったくと言っていいほど興味がなかったんだ」

「じゃあ、何でこの戦いに参加して……」

　陣内は指先で、かけている眼鏡めがねをそっと上げた。

「初めてキミが彼と出会ったときに、如月きさらぎという名前が出たことは覚えているかい？」

「はい。一度だけだったと思いますけど、確か、その人の結果はどうだったかみたいなことを聞いてたと思いますけど……」

「そうなんだ。鳳君が戦いに参加したのは、その人物がいたからなんだ」

「どういうことですか？」

「その人物が一色の戦いに参加するのを決めたのと同時に、鳳君もこの戦いに参加を決めた。そして、その人物が負けて権利を失った瞬間、鳳おおとり君もこの戦いをやめることを決めた。僕が思うに、キミと戦ったのは、そのときはまだその人物の勝敗がはっきりしてなかったからだろう。だからとりあえず戦うことで、この戦いに参加していたかったんじゃないのかな」

「……どういう人なんですか？　その人って」

「詳しい関係は彼のプライバシーにかかわるから説明できないが、それなりの関係なのは間違いないよ。そうでなければ、王になるための戦いに参加しようなんて気にはならないだろうからね」

「鳳さんは、その人を一いつ色しきにしたくてこの戦いに参加してたってことですか？　それで、負けちゃったから、やる気を失なくして……」

「さあ。その辺りのことは、本人である鳳君にしかわからないことだろうね。とにかく、その人物がいなくなったことで、鳳君は戦う理由を失くしたんだ。キミにもわかるだろう？　目的を持たずに戦うような人間はいない。つまりは、目的がなくなれば、戦う必要もなくなるというわけだよ」

　自分の目に触れ、姉の姿を思い浮かべる。

　当然、慎しん太た郎ろうにも一色になるために戦う理由がある。だがもしも、ある日突然それがなくなったとしたら、陣じん内ないの言うとおり、慎太郎も戦うことをやめるだろう。

　戦うことが目的じゃない。

　戦った先にあるものが目的であり、望むものなのだから。

「鳳さんは強い人でした……先に進めるって言われても、俺おれに、あの人の代わりができるかどうかは……」

「自信喪失……といったところかい？」

「そう、ですね」

　あの人は強かった。

　単純な力だけじゃない。性格、考え方、生き方……全すべてが慎太郎の上をいっていたような気がする。

　その人を乗り越えたなどと言われても、納得できるわけがない。

「……大体の話は僕も聞いたよ。鳳君の世話になったキミとしては、確かに心苦しい話ではあるだろうね。だが、ここまで残ったのだから、キミは自覚しなければいけない」

「……」

「キミにはもう、引き返す道などはないんだよ。納得できないからやめるという我わが侭ままは通用しない。鳳君と違い、君には一色になりたい理由があるんだろう」

「はい……でも、単純に強さだけをいっても、俺よりも鳳さんのほうが……」

　一色になったところで、その先も勝ち続けることができるんだろうか？　慎太郎には、それがどうしても不安だった。

「今回の一件で、どうして一いつ色しきに強さが求められるのかはわかったね？」

「はい。色んな奴やつから、色んなものを守らないといけないからでしょう。俺おれに、それができるか……」

「ふふ、何を言っているんだ。キミはそれができたじゃないか。多少は何かを失ったかもしれないが、本当に守りたいものはちゃんと守れたんだろう。なら、そんな風に自分を追い込むことはない。不満があったとしても、キミは認めないといけない。本当に勝たなければいけない相手に、キミは勝てたということを」

「でも、俺一人の力じゃあ……」

「式しき神がみという味方がいるのは、そのためだよ」

「……」

「とにかくだ、僕はキミの悩みを聞きにきたわけじゃない。僕は事実を教えにきただけなのだから……来るべき日までに、キミはキミ自身を立ち直らせなければいけない」

「来るべき日っていうと……」

　陣じん内ないが微笑ほほえむ。それが欲しかったんだろうといった表情で。

「最後の相手が決まったよ。鳳おおとり君が固執していた如月きさらぎ君が負けたことで、キミたち以外の二人の戦いも決着がついた。何のイレギュラーもなければ、次の戦いで一色が決まることになる。僕はそれを伝えにきただけだからね。慎しん太た郎ろう君。後は、キミ次第だ」

　こぶしを握る。

　もう、慎太郎の意思など関係ない。一つの運命として、戦いを選んだ者は、戦わないといけないのだ。

「じゃあ、僕はこれで失礼させてもらうよ。その日までは、式神とも仲良くしておくことだね」

　そんな一言を発すると、陣内は慎太郎の前から姿を消した。

　陣内の言葉で決めた覚悟が少し萎なえた。

　式神と仲良く。最後の戦いの前に、それができるかが不安だった。

　あいつ……まだ怒ってるのかな？

　香か澄すみには許しを貰もらった。だが、イリスにはまだ正式な許しを貰っていない。戦場で誓いこそはしたが、許すという表現はどこにも含まれていなかった。

　あのときは俺がやばそうだから、お情けで相手をしてやっただけってのも充分考えられるし……

　あれからはずっと、イリスは慎太郎を避けていた。顔を合わせても何か言いたそうな顔でどこかへと逃げていくので、会話すらできていない。許してもらうということでいえば、香澄よりもイリスのほうが何倍も厄介だった。

　仕方ないよな……相そう馬まの場合は怒らせただけだけど、あいつの場合は泣かせたんだから……そう簡単には、許してもらえないよな。

　苦しい悩みで頭を重くしつつ、慎しん太た郎ろうは自宅に帰り着いた。玄関で、いつものように姉の出迎えを受ける。最近はいつもいた猫の姿はない。一応探してみるが、姿かたちはどこにもなかった。

　まだ怒ってるのかな……

　イリスがいるかもと思ったら、自室に向かうことすらもできない。慎太郎は縁側に腰を下ろすと、不安げな表情で庭の景色を眺め始めた。

　チッチッチッ。

　離れた場所から聞きなれない音がする。だけど音の正体は知っている。あれは、歩く猫の爪つめが床に当たっている音だ。

　見ると、豪壮な服を着た猫がこちらに向かって歩いてきていた。

　目が合うが、すぐに逸そらされる。でも歩みは止めない。目が合わないように歩み寄ってくると、猫は慎太郎の膝ひざの上に乗った。

　会話はない。

　声をかけないといけないのは自分だとわかっていたので、慎太郎はかけなくてはいけない言葉をかけた。

「ごめん……」

　気持ちを伝えるために、その一言を口にする。意外に聡そう明めいな猫なので、意味は簡単に通じると思った。

「うん？　ごめんとはどういうことだ？」

　だが、猫は言っている意味がわからないという顔を見せるだけだ。色々と文句を言われると思っていた慎太郎にとっては、意外な反応だった。

「いや、あの……お前には、色々と酷ひどいことを言っちゃったから、だから……」

「ああ、そのことか。だったらもう別に気になどはしていないぞ。シンタロウはアホなのであろう。アホな者がアホな失敗をして、アホなことを言うのは仕方がないことではないか。寛大な心を持ち、慈じ愛あいに満ちている私が、そんなアホの相手をいつまでもしていられるか。自分の無知と無能を知り、反省しているというのであれば許してやるに決まっているではないか」

「そ、そうなのか……でも、何だか俺おれのこと避けてたみたいだったから……」

「うっ。そ、それはだなぁ……」

　急に照れだす膝の上の猫。身をくねらせて、顔を赤くしている。

「シ、シンタロウは……あのときの、誓いのことは覚えているか？」

「血を流せとかって奴やつだろ。それなら当然覚えてるけど……」

「じ、実はだな、あれは……私の世界での、女が男に求愛をするときの決まり文句のようなもので……婚礼などでも使われるものを、少し、私が使いやすくしたものであって……」

「はあ。求愛……」

「そうなのだ。あのときは、頭にきていたから、思わずあんなことを言ってしまったのだが……私がお前に求愛をするなど、おかしな話ではないか。王が家畜を可愛かわいがることがあっても、家畜が王を可愛がるなどあるわけがない……それで少し、言い過ぎたと思って照れていたのであって……ムニャムニャ」

　照れながら適当に誤ご魔ま化かされたので、最後のほうは何を言っているのかがわからなかった。要は、その気もないのに愛してると言ってしまったようで、恥ずかしかったんだと言いたいのであろう。

　俺おれは家畜と一緒ってのが納得できないけど……まあ、怒ってないんだったら、それでいいか。

「ああもうッ。私が一方的に照れるなど腹が立ってきたぞ。おいシンタロウッ。私のものであるアホのシンタロウッ」

「何だよ？」

「そこに横になれ」

「何で？」

「あん？　反論するのか？　シンタロウであろう。私を誰だれだと思っているのだ？　お前は何だ？　お前の所有者は誰だ？　その口で言ってみろッ」

「わ、わかったよ。わかったから、そんなに怒るな」

　照れ隠しのためだろうか。普段よりも怒り方に余裕がなかった。

　逆らったら面倒くさいことになると悟った慎しん太た郎ろうは、命令に従い横になる。猫は慎太郎の胸の上で招き猫のような姿勢で座ると、黒目の大きい丸っこい目で慎太郎の顔を覗のぞきこんできた。

「おいシンタロウ」

「うん？」

「お前の目は何のためにあると思う？」

「え？　そりゃ、ものを見るために……」

「違う。お前の目は、私の魅力を堪たん能のうするためにあるのだ」

「は……」

「お前の耳は、私の甘い声を聞くために。お前の鼻は、私の香りを嗅かぐために。お前の口は、私に魅了された心情を言葉にするために……いいか。お前の全すべては、私のためにだけ存在しているのだ」

　猫は、本気でそう思っている目をしていた。

　共通点などないのに、あの日寝起きで直視した、金髪の少女の顔が頭に広がる。

「そしてシンタロウ。お前の指は私を気持ちよくするために存在しているのだぞ。だから決して忘れるな。私が求めるときは、お前は何を差し置いてでも、私を気持ちよくしろよ」

「あ、ああ……」

　猫として気持ちよくしろと言っているのだろうが、少女の顔が浮かんでいる慎しん太た郎ろうには、そういう風には聞こえなかった。

　胸が高鳴る。

　月の女神の、逃れられない甘い魔法だ。

「シンタロウ、お前は私のものであろう？　あの誓いを忘れていないというのなら、はいと言え」

　忘れられるわけがない月下の誓い。「はい」という言葉以外、口から出せる音が見つからなかった。

「ふふ。シンタロウ、中々可愛かわいいところがあるではないか」

　猫の顔が耳に寄ってくる。強烈な一言は、逃れようがないほどの近距離で発せられた。

「朝も昼も夜もなく、全すべての思考が消え、全ての感覚が私を求め、私抜きでは生きている意味を見みい出だせないほど……シンタロウ、お前を可愛がってやるぞ。光栄に、思え」

　猫の姿でよかったと、心の底から思った。

　もしも、これがあの少女の姿だったと思ったら……………

「なあ……」

「うん？　何だシンタロウ」

「もう少し、戦いが続くんだ。お前は、俺おれに力を貸してくれるか？」

　猫が耳のそばから離れていく。

「当然であろう。お前が私のために流す血は、まだまだあるのだからな」

「そっか。ありがと」

　いつか来る最後の戦い。心にある覚悟を再確認する。

　そんな慎太郎を見て、猫の姿をしている彼女は、小悪魔のように笑っていた。



    

  
    
      


　あとがき





　こんにちは、星ほし家いえなこです。好きな星座はいて座です。

　本作をここまで読み進めていただき、本当にありがとうございます。お金や物品でお礼ができるのであれば、迷うことなく僕の持っているものを全すべて差し出してお礼とさせていただきたいと思うのですが、どこに送ったらいいのかがよくわからないので、今回は言葉でのお礼のみにさせていただきたいと思います。本当にどうもありがとうございます。



　毎回のことですが、あとがきではできる限り本作に関することを書きたいと思いますので、今回も登場する人物に関して書ける範囲で色々と書かせていただこうと思います。

　新しい登場人物としてシノさんが登場しましたが、彼女の癖は対男性にとって凶悪なまでに強力な武器です。そういわれても、女性の方はピンと来ないかもしれませんが、男性だったらきっとわかってくれると思います。何気なく体に触れて、真正面から瞳ひとみを見つめて、そんな感じの雰囲気を出していれば男子なんていちころです。百回のメールや電話よりも、一回体に触れたほうが効果的ですので、恋愛問題で悩んでいる女子の方がいらっしゃいましたら、一度でいいからこの方法を試してみてください。よっぽど厄介な相手でもない限り、簡単に一本が取れると思います。まあ、つまり何が言いたいのかといいますと、そんな女性が相手だったら騙だまされてもしょうがないよと、慎しん太た郎ろう君を弁護したいわけです。

　女の人は恐いですね。愛情は上書き保存するのに、憎悪はいつまでも保護の対象でメモリーから消えることがありません。そんな人に好かれてしまった慎太郎君の今後が気になるところです。

　もう一人、ぜひあとがきで書きたいと思っていた登場人物がおります。そのお方は、ティトさんであります。

　彼女は僕が電車に乗っていたときに見かけた少女がモデルになっております。親と一緒に電車に乗っていた少女で、この子の姿勢がまあ素晴らしいこと。それに、もれ聞こえてくる会話から聞き取れる言葉遣いもしっかりとしていて、一発で心を掴つかまれてしまいました。あんな子が自分の娘だったら、まあおそらく、誰だれが来たとしても娘はやらんと言って追い返してしまうでしょうね。

　ティトさんは作中で一番真面目まじめで純粋です。なので、この先鳳おおとり君に自分好みの女の子に染め上げられないかと、父親目線でちょっと心配しております。

　そして最後にヒロインであるイリスさんのことを書かせていただきますと、彼女は味付け海の苔りが好きです。これは昔飼っていた猫の好物を参考にしたもので、あの猫も、僕が味付け海苔をあげるとパリパリと音を立てて幸せそうに食べていたものです。その後、母上に「猫にやるために買ってきたんじゃない」と目から火が飛び出るくらい怒られたものですが、今ではいい思い出です。今思えば、あんなにも怒らなくてもいいんじゃないかとも思いますが……



　ページがなくなってきたので、最後に締しめの挨あい拶さつを。

　本当に多くの人に支えられ、お世話になって迷惑をかけて、この一冊を出すことができました。この先があるのかどうかは自分にもよくわかりませんが、あるのであれば、そういった方々に受けた恩を少しでも返すことができればと思います。

　ご助力してくださった皆様、本当にありがとうございました。

　また会うその日まで、あなたが幸せでありますように。
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　著者

　星家なこ（ほしいえ・なこ）

　　第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　一月六日生まれのＡＢ型で、性格は天邪鬼でいいかげん。

　　物語を考えるのは好きだけど、小説を書くのは結構苦手です。だけど努力して、いつか、透明感のある優しい物語を書けたらいいなと思っています。

　　好きな言葉は「生きてるだけで、丸儲け」。



　イラスト

　平つくね（たいら・つくね）

　　11月生まれ。

　　大阪府にて細々と活動中。

　　３度の飯より怖いゲームが大好き。

　　http://route1.info/
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